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け る情報 ・通信 システム高度化 に係わ るユ ーザ ー問題調査 」の一

環 と して とりまとめた ものであ ります。

L



㎡



、



一
は じ め に

近 年,企 業 内 お よ び企 業 間 の コ ン ピュ ー タネ ッ トワー クの新 規 構 築 あ るい は

更 新 が 盛 ん に な って きて い ます 。

この 理 由 と して,産 業 界 にお いて 経 営 効 率 化 の た め の 情 報 化 の 要 請 が 高 ま る

中,デ ィ ジタ ル 通 信,コ ン ピュ ー タネ ッ トワ ー ク等 の 新 技 術 の 進 歩 やISDN

等 の新 サ ー ビ スの 提 供 な ど,ネ ッ トワ ー ク環 境 が 大 き く変 化 して い る ことが 上

げ られ ま す 。

この よ うな 背 景 の も とで,情 報 通 信 ネ ッ トワー クは大 規 模 化 ・複 雑 化 し,か

つ 利用 範 囲 の 広 が り と と もに,そ の障 害 に よ る影 響 が 従 来 に比 べ 格 段 に大 き く

な って 来 て い ます 。

この こ とか らユ ー ザ ー企 業 で は,ネ ッ トウー ク シス テ ム に対 す る 高信 頼 性,

機 密 保 全 性,保 守 管理 の容 易 さ等 「ネ ッ トワー ク管理 」 へ の要 求 が 高 ま り,特

に異 機 種 ネ ッ トワー ク,マ ル チ メデ ィア 間 の 結 合 の た め に そ の標 準 化 が 強 く望

まれ て お りま す。

当協 会 産 業 情 報 化 推 進 セ ンタ ー に設 置 のrOSIユ ー ザ ー懇 談 会 」 で は,こ

の様 な ユ ー ザ ー ニ ー ズを 踏 まえ,活 動 の 一 環 と して 「ネ ッ トワ ー ク管 理 」の 調

査 ・分 析 を行 い ま した。

本 資 料 は そ の 調 査 結 果 にっ いて 取 りま と め た もので あ り,メ ー カ ー側 に対 し

て はネ ッ トワ ー ク管 理 を支 援 す る各 種 製 品 の考 え方,ユ ーザ ー側 につ い て は,

現 在,運 用 中 の ネ ッ トワー ク管理 上 の 問題 点 と要望 等 を調 査 ・分 析 し,同 時 に

OSIに お け る ネ ッ トワー ク管 理 の標 準 化 範 囲,内 容 等 を整 理 して お り ます 。

従 って 本 資 料 が,ネ ッ トワー ク管 理 に対 す るユ ーザ ー の理 解 の促 進 と今 後 の

標 準 化 ・製 品 化 へ 役 立 っ こ とを 期 待 す る と と もに,調 査 に 協 力 を い た だ い た関

係 各 位 に深 く謝 意 を 表 します 。





OSIユ ー ザ ー懇 談 会 ネ ッ トワー ク管 理WG

(順 不同)

主 査

ノ

!

委 員

ノ

ノ

〃

〃

〃

!ノ

!

ノ

梶 亨

伊藤 一彦

下郷 昌夫

中村 功

八十田 純

今田 泰寛

川島 真

三宅 信正

得居 信也

増 田 勉

竹 内 良信

津野 浩一

㈱ 日興 システムセ ンター 総務部企画調 査課課 長代理

日本航空㈱ 情報 システム本部企画部調 査技術G課 長補佐

日本電気㈱VAN技 術本部 システ ム課長

日産 自動車㈱ 情報 システ ム部 システ ム技 術課

伊藤忠商事㈱ 情報 システ ム部 システム技 術 チーム課 長補

新 日鉄情報通信 システ ム㈱

関東支社東京 システ ムセ ンター第3室

日本 たば こ産業㈱ 情報 システム部情報管理 室

ソニー㈱ 情 報 システム運用部テ クニ カルサ ポー ト課 係長

日本 情報サー ビス㈱

技 術開発部DB/DC課 ハ ーベス トチー ム

日立 ソフ トウ ェアエ ンジニア リング㈱ システム事業部

金融 システム本部第一保 険証券 システ ム部課長

沖電気工業㈱ ソフ トウェア開発 第3部 開発第3課 主任

住友電気工業㈱

情報電子技術研 究所 通信 システム研究部主任

一





目 次

第1章

1.1概 説

1.1.1

1.1.2

1.2

1.2.1

1.2.2

1.2.3

1.2.4

1.3

1.3.1

1.3.2

1.3.3

1.3.4

1.4

1.4.1

L4.2

ネ ッ トワー ク管 理 とは

ネ ッ トワー ク管 理 とOSI管 理 の背 景

ネ ッ トワー ク管理 の 目 的

ホ ス トコ ン ピ ュー タを 中心 と した ネ ッ トワー ク管 理

富 士 通 の ネ ッ トワ ー ク管 理 の 考 え方

日本 ア イ ・ピー ・エ ム の ネ ッ トワー ク管理 の 考 え 方

日立 製 作所 の ネ ッ トワー ク管 理 の考 え 方

日本 電 気 の ネ ッ トワ ー ク管 理 の 考 え 方

LANや ワー クス テ ー シ ョ ン環 境 を 中心 と した ネ ッ トワー ク管 理 … …

LANや ワー クス テ ー シ ョンに お け るネ ッ トワー ク管 理 の 位 置 づ け…

種 々の 管理 ア ー キ テ ク チ ャの 検 討 例

管理領域 と検討例

LANに お け るOSI管 理 に つ いて

回線 環 境 を 中心 と した ネ ッ トワー ク管 理

通信網管理の概要

オ ペ レー シ ョン シ ス テ ム の事 例

2

8

9

0

0

2

8

6

1

1

6

1

1

1

00

4

4

1

2

3

5

5

5

5

6

7

7

7

第2章 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 の ユ ー ザ 実 態

2.1ユ ー ザ の ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 事 例

2.1.1ネ ッ ト ワ ー ク 集 中 管 理 シ ス テ ム

2.1.2AIに よ る ネ ッ ト ワ ー ク 管 理'

2.1.3

2.2ユ ー ザ の 課 題 と ニ ー ス

2.2.1

マ ル チ メ デ ィア環 境 にお け る ネ ッ トワ ー ク管 理

ネ ッ トワー ク管理 に関す る各種環境面か らの要請

87

87

87

91

97

102

102



2.2.2

2.2.3

2.2.4運 用 面 の 問 題

2.2.5情 報 管 理 に お け る 問 題

第3章OSI管 理 の 範 囲 と 考 え 方

3.10SI管 理 の 範 囲 と 考 え 方

3.20SI管 理 の 概 要 と 動 向

3.2.10SI上 の 位 置 づ け

3.2.20SI管 理 の 管 理 モ デ ル

3.2.3シ ス テ ム 管 理

3.2.4シ ス テ ム 管 理 プ ロ ト コ ル

3.30SI管 理 の 仕 様 概 要

3.3.1文 書 体 系

3.3.2共 通 管 理 情 報 サ ー ビ ス

3.3.3構 成 管 理 サ ー ビ ス

3.3.4障 害 管 理 サ ー ビ ス

3.3.5管 理 情 報 構 造

3.40SI管 理 プ ロ フ ィ ー ル

第4章

マ ル チ ベ ンダー 環 境 下 に お け る ネ ッ トワー ク管 理 の 問 題

ネ ッ トワー ク管 理 シス テ ム,製 品 機 能 上 の 問 題

ネ ッ トワー ク管 理 に関 す る ア ンケ ー ト調 査 結 果

(参 考)ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関す る ア ンケ ー ト調 査 表

103

106

107

108

1

1

6

6

7

8

2

5

5

9

7

8

7

5

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

3

4

5

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

167

193



ネ ッ トワ ー ク 管 理 と は第1章





第1章 ネ ッ トワー ク管 理 と は

1.1概 説

1.1.1「 ネ ッ トワーク管理 」 と 「OSl管 理 」の背景

大規模オ ンライ ンシステムの増大,分 散処理 の進 展などに伴 い,情 報通信 処

理ネ ッ トワー クは大規模化 し複雑化 してい る。 また,今 まで音声,デ ー タ通 信

と分離 されて いたネ ッ トワー クが,デ ィジタルネ ッ トワークに統合 化 され経 済

的なネ ッ トワー クが提供 されっっあ る。その結果,ネ ッ トワー クシステ ムの利

用者お よび利用範 囲が格段 に広が る状 況 にあ る。

従 って,ネ ッ トワー ク障害 によ る ビジネス上 の損 失や社会的影 響 は膨大な も

の となる ことが予想 され,障 害発生時の迅速 な処置が必要 とされ る。それのみ

な らず障害 が発生 す る前 に異常兆候のあ る機器装 置の摘出や過 負荷箇所の設備

増強 を行 う予防保守 も要 求 され る。

他方,大 規模 で複雑 なネ ッ トワーク システ ムを効率的に運転 し,問 題発生時

に的確 な処 置ので きる高 スキル な専門家を養す ることは非常 に困難であ り,運

用の 自動化,省 力化が強 く求 め られて もいる。

ネ ッ トワー ク管理 システムは これ ら問題点を解決 し,ネ ッ トワーク システム

を安全,効 率的に運用す るための支援機能であ る。現在において も,各 情報処

理機器 メーカおよび通信機器 メーカよ り製品が提供 されてい る。

しか るに,ネ ッ トワー クシステム環境 は通信の 自由化 によ るマル チキ ャ リア

(通 信事業 者)化 とと もに,多 様 なメデ ィアの機器が ネ ッ トワークに接続 され

るマルチベ ンダ,マ ル チメデ ィア環境 にな って いる。残念なが ら各社 のネ ッ ト

ワー ク管理 製品 は個 々バ ラバラに機能 し,統 一性の ないのが現状で ある。

OSI管 理 は,マ ル チキ ャ リア,マ ルチメデ ィア環境 にお いて統一性 の とれ

たネ ッ トワー ク管理 システムを実現す るための,概 念お よび管理の規約 を技術

的に体 系化 す る ものであ る。

1



＼/

ネ ッ トワ ークの 大 規 模 化,複 雑 化

・構 内 網(LAN) ,広 域 網(WAN)

・デ ータ通 信 ,音 声(電 話),FAXな どの マルチ メデ ィア通 信

ネ ッ トワ ーク機 能 の高 度 化,汎 用化
・国 際/国 内/地 域 情 報 交 換 の 電 子 化

・情 報 の デ ー タ ベ ース 化

・OA,FA

障害影響範囲の拡大

障害予防,早 期障害対処

ネ ットワーク運用の複雑化

入手管理の限界

サービスの多様化

マルチベンダ,マ ルチキャリア

高スキルな運用専門家の不足

＼/
＼/

ネ ッ トワーク機 器 の 高 機 能 化

リモ ー トか らの状 態 監 視

リモ ー トか らの制 御

二重 化,代 替

/
＼/

技 術 体 系

管理概念

管理情報サービス/プ ロ トコル

図1.1ネ ッ ト ワ ー ク管 理 とOSI管 理 の 背 景
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1.1.2ネ ッ トワ ー ク管 理 の 目的

ネ ッ トワ ー ク管 理 は,ネ ッ トワー ク シ ステ ム管 理 者 に対 して 以 下 の サ ー ビス

を提 供 す る もの で あ る。

(1)利 用 者 へ の サ ー ビス 品 質 の維 持

ネ ッ トワ ー クの 異 常状 態 を 早 期 に発 見 し,代 替 ル ー トまた は代 替 装 置 へ の 切

り替 え,接 続 規 制 を 行 い,通 信 断 お よ び 伝 送 品 質 悪 化 また は 高負 荷 に よ る サ ー

ビス 品 質 低 下 を 防 止 す る。 ま た,障 害 発 生 に対 す る迅 速,的 確 な 試 験,診 断 お

よ び 修 復 を行 い,サ ー ビス 中断 を 最 少 限 度 に とど め る。 さ らに は ネ ッ トワー ク

を 構 成 す る機 器 の 異 常 兆 候 を検 出 し,問 題 発 生 の 未 然 防 止 を 図 る。

② 運 用 ・保 守 の 省 力 化

シス テ ム サ イ ドに応 じた集 中,分 散 管 理 に よ り,ネ ッ トワ ー ク シス テ ム の 運

用 ・保 守 要 員 の 削 減 を図 る。 高 度 な運 用 ス キ ル の な い人 で も運 用 で き る と と も

に,遠 隔地 か ら専 門 家 が 効 率 的 に保 守 を 行 う こ とが で き る。 また,ネ ッ トワ ー

ク シス テ ム全 体 の 運 用 管 理 を 自動 化 す る こ と もで き る。

課 金情 報 を 集 中 処理 す る こ とに よ り,利 用 者 に対 す る一 括 した料 金 請 求 書 の

発 行 が で き る。 ま た 統計 情 報 の 集 中化 に よ り,全 体 的 な統 計,ト ラ フ ィ ッ ク解

析 処 理 を す る こ とが で き る。 さ らに そ れ ら処 理 の 自動 化 を 図 る こ とが で き る。

(3)拡 張 ・更 新計画 に対す る的確な情報提供

デー タベー ス化 され た加入者情報お よび設備情報 とネ ッ トワー ク上 の トラフ

ィク情報 とを統計処理 して,将 来の拡張計画 を提示す る。

(4)ユ ーザ フ レン ドリ機能 の提供

システ ム内部 の管理情報 に制約 されずに,略 称な どによる覚え易 いアプ リケ

ー シ ョン操作,管 理操 作を提 供す る。 また,複 雑な構成 関係 を条件 に応 じて分

か りやす く提示 す る。

次節で は,こ の よ うなネ ッ トワーク管理の考え方,ポ イ ン トにつ いて,幾 つ

かの局面 か ら見てみ る こととす る。
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1.2ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ を 中 心 と し た ネ ッ ト ワ ー ク 管 理

1.2.1富 士 通 の ネ ッ トワー ク管 理 の 考 え 方

近 年,情 報 化 社 会 の進 展 に 伴 って コ ン ピュ ー タ ネ ッ トワー ク は大 規 模/複 雑

化 の 傾 向 を た ど って い る。 この よ うな状 況 を 背 景 に ネ ッ トワー ク シス テ ム を 管

理 す る ネ ッ トワー ク管理 者 の 役 割 は重 要 性 を 増 す と同 時 に ネ ッ トワ ー ク管 理 シ

ス テ ム に対 す る期 待 も高 ま って きて い る。

従 来 は情 報 処 理 を 司 るホ ス トシス テ ム と,通 信 を司 る通 信 機 器 と は別 個 に 管

理 され て い た。 しか し,ネ ッ トワ ー ク シス テ ムの 大 規 模 化 に 伴 って ネ ッ トワー

クを構 成 す る多 様 な通 信 機 器 と ホ ス トシス テ ム を統 合 した形 で 一 元 的 に管 理 す

る必 要 が 生 じて い る。

富 士 通 で は,情 報 処理 ・通 信 の 両 分 野 に ま たが る多 様 な ネ ッ トワ ー ク に対 応

す る ネ ッ トワー ク管理 シス テ ム を実 現 す る こ と を ね らい と した 統 合 ネ ッ トワー

ク管 理 シス テ ムCOMS(COrporatednetworkManagementSystem)を 提 供 して

い る。COMSは 通 信 系 の 基 盤 ネ ッ トワー ク管 理 シス テ ム と,ホ ス ト/端 末 群

の 管理 シス テ ム が連 携 ・融 合 す る こ とに よ って,信 頼 性 の 高 い,よ り確 か な ネ

ッ トワー ク運 用 を 実現 す る機 能 を提 供 して い る。 以 下 にCOMSの 特 徴,並 び

に構 成 を述 べ る。

COMS

情報処理 と通信の連携 ・融合 による統 合ネ ソトワーク管理

情報処理系通信系 一

通信系ネ ソトワーク管理

システム

基盤ネ ントワークの
一兀管理

情報処理系 ネッ トワーク

管理 システム

ホス ト,端 末群の

一元管理

↑ 令
連携 ・融合

図1.2COMSの 考 え 方
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(1)COMSの 特 徴

多 様 な 管 理 形 態 へ の対 応

ネ ッ トワ ー クの 規 模 や ユ ーザ の組 織 形 態 等 の 要 件 に よ って 構 築 され る ネ ッ ト

ワー クの 管 理 形 態 は 多種 多 様 で あ る。 この よ うな多 様 な ネ ッ トワー ク管 理 形 態

に柔 軟 に 対 応 す る た め,COMSで は,NSP(NetworkServiceProcessor)

に よ る通 信 機 器 の 個 別 管 理,COMS-C(COMSofCommunicationsubsystem)

に よ る通 信 系 の 基 盤 ネ ッ トワ ー クの 一 元 管 理,COMS-1(COMSofInforma-

tionprocessingsubsystem)に よ るホ ス ト ・端 末 系 の一 元 管 理 とい っ た各 分 野

別 の個 別 管 理 は勿 論 の こ と,こ れ らの 連 携 と融 合 に よ り,ネ ヅ トワ ー ク全 体 を

統 合 管理 す る シス テ ムを 提 供 す る。

以 下 に,各 形 態 別 の ネ ッ トワ ー ク管 理 の 方 法 に っ い て説 明 す る。

① 機 器 個 別 ネ ッ トワ ー クの 管理

モ デ ム網 ネ ッ トワー ク,マ ル チ メデ ィ ア多 重 化 装 置網 ネ ッ トワ ー ク,デ ィ

ジ タル 電 子 交 換 機 網 ネ ッ トワ ー クの よ う な 同一 ネ ッ トワー ク機 器 で構 成 され

る,小 規 模 な ネ ッ トワ ー クや 機器 個 別 ネ ッ トワー クの管 理 形 態 に対 して は,

NSPに よ り一 元 管 理 機 能 を 提 供 す る。

② 基 盤 ネ ッ トワ ー クの 管 理

VAN業 者 のVANユ ーザ の 関 係 の よ うな,基 盤 ネ ッ トワ ー クを 管 理 す る

組 織 が ホ ス ト/端 末 群 を管 理 す る組 織 と異 な るネ ッ トワー ク管 理 形 態 に対 し

て は,COMS-Cに よ り,基 盤 ネ ッ トワー クを 構 成 す る マ ル チ メ デ ィア多

重 化 装 置,デ ィ ジタ ル電 子 交 換 機 等 の 複 数 種 類 の ネ ッ トワー ク機 器 を 一 元 的

に管 理 す る。

③ ネ ッ トワ ー ク全 体 の 統合 管理

一 企 業 ,同 一 組 織 で ネ ッ トワー ク全 体 を 管 理 す る よ うな形 態 の 場 合 に は,
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ホ ス ト/端 末 群 を 一 元 的 に 管 理 す るCOMS-1と 通 信 機 器 を 管 理 す る

COMS-Cの 連 携 に よ り,ホ ス ト/端 末 群 の デ ー タ ネ ッ トワー ク と基 盤 ネ

ッ トワー ク機 器 群 の ネ ッ トワー ク全 体 を 一 元 的 に管 理 す る こ とが で き る。

この よ う にCOMSで は各 形 態 別 の ネ ッ トワー ク管 理 の 方 法 を提 供 して い る

が,さ らに 第 一 ステ ップ でNSPに よ る管 理,第 ニ ス チ ップでCOMS-Cに

よ る 管理,最 終 的 に はCOMS-1とCOMS-Cで の 統 合 ネ ッ トワー ク管理

とい った 段 階 的 適 用 も可 能 と な る。
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開 放 的 な ア ー キ テ ク チ ャ に基 づ くネ ッ トワー ク管 理

ネ ッ トワー クを構 成 す る機 器 は多 様 化 して お り,様 々 な メー カの 機 器 に よ っ

て構 築 され る。COMSは 富 士 通 の ネ ッ トワー ク機 器 だ け で な く,富 士 通以 外

の ネ ッ トワ ー ク機 器 を含 め た オ ー プ ンな ネ ッ トワ ー ク管 理 を ね らい と して,O

SIに 基 づ くネ ッ トワー ク管 理 機 能 体 系 を採 用 して い る。 同 時 にOSIに 準 拠

した接 続 イ ンタ フ ェー ス,ネ ッ トワ ー ク管 理 プ ロ トコ ル を採 用 して い る。

豊 富な管理対象 と管理機 能

上記で示 した多様 な管 理形態への対応や,オ ープ ンなネ ッ トワー ク管理 を実

現す るために,富 士通 と富士通以外の ネ ッ トワー ク機器 を含 あた豊 富な機器 を

管理対象 と して いる。 また,管 理業務の効率化を図 るために,自 動 化,簡 易化

を追求す る豊富 な管理機 能 も提供 して いる。

使 い やす い マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェー ス

ネ ッ トワー ク管 理 の 運 用 効 率 の 向 上 を ね らい と して,ネ ッ トワー ク障害 の グ

ラフ ィ ッ ク画 面 表 示 等 の 使 い や す い マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェー ス を追 求 して い る。

(2)COMSの 構 成

COMSは 以 下 に示 す3種 類 の ネ ッ トワ ー ク管理 シ ス テ ム よ り構 成 され て い

る。

① 各機器個別 ネ ッ トワークを一元管理す る機能提供す ると共 に,収 集 した

情報 をCOMS-Cに 渡すNSP。

② 各NSPか ら渡 され た 情 報 を一 元 化 し,基 盤 ネ ッ トワー ク管 理 を 一 元 管

理 す る機能 を提 供 す る と共 に,必 要 な情 報 をCOMS-1に 渡 すCOMS

-C
。
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③ ホ ス ト/端 末 群 を一 元 管 理 す る機 能 を提 供 す ると共 に,COMS-Cよ

り渡 され た 情 報 を基 に,ネ ッ トワー ク全 体 の 一 元管 理 を行 うCOMS-1。

さ らに,COMSで は シス テ ム構 成 の 基 本 的 な 考 え方 に,ネ ッ トワー クの 管

理 側(マ ネ ー ジ ャ)と,被 管 理 側(エ ー ジ ェ ン ト)か らな る管 理 モ デ ル を適 用

して い る。

エ ー ジ ェ ン トは デ ー タ収 集 等 の 標 準 機 構 で あ り,マ ネ ー ジ ャはエ ー ジ ェ ン ト

か ら転 送 さ る情 報 の 蓄 積 等 の 基 本 機 能 と,計 画 管 理 や技 術 サ ポ ー ト,運 用 サ ポ

ー ト等 の 坦 務 別 の 応 用 機 能 を 持 つ 。COMSの 概 略 構 成 を 図1.3に 示 す 。

(3)COMSの 機 能概要

以上述べて きた考え方 に基づ いてCOMSは 各管理機能 を提供 して いる。以

下 に各管理機能 の概 要にっいて述べ る。

① 障害管理

障害管理 とは,過 去 の障害履歴 デー タや,ネ ッ トワー ク資源 のテ ス トなど

の手段で収集 したデー タを基に,障 害 の原 因等 について解析 し,問 題解決 に

必要な情報を ネ ッ トワー ク管理者 に提供 す る機 能である。

COMSで は,障 害 時の迅速 な対応 を可能 とす ることをね らい と して,以

下の障害管理機能 を提供 してい る。

・ ネ ッ トワー クの一元 的な状態監視

・ 障害箇所,影 響範囲,そ れ に対す る連絡 先の表示

・ 障害の予 防保守,障 害原因調査の たあの障害情報収集

・ ネ ッ トワー ク障害診断支援エ キスパ ー トシステム

② 性能 管理

性能 管理 とは,ネ ッ トワークの性能に関す る情報の収集,記 録,解 除 を行
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い,性 能 低下 の 原 因 や 能 力 未 使 用 の ネ ッ トワ ー ク資 源 な ど,ネ ッ トワ ー クの

チ ュ ーニ ングに 有 効 な 情 報 を ネ ッ トワ ー ク管 理 者 に提 供 す る こ とに よ り,ネ

ッ トワ ー クの サ ー ビ ス品 質 改 善 を可 能 とす る機 能 で あ る。

COMSで は,最 適 な ネ ッ トワ ー クの 構 築 を可 能 とす る こ とをね らい と し

て,以 下 に示 す 性 能 管 理 デ ー タ を収 集 し,ネ ッ トワー ク性 能 デ ー タベ ー ス を

構 築 す る機 能 機 能 提 供 して い る。

・ レス ポ ンス タ イ ム(端 末 側/ホ ス ト側 の両 方 で 採 取)の 収 集

・ ネ ッ トワー ク機 器 負 荷 率(CCP,回 線,端 末)の 収 集

・ 送 受 信 デ ー タ量 の 収 集

③ 会 計 管 理

会 計 管理 とは,各 ネ ッ トワー クユ ー ザが 使 用 した ネ ッ トワ ー ク資源 の コス

トに関 す る情 報 収 集,記 録,解 析 を 行 い,ネ ッ トワー ク管 理 者 に報 告 す る機

能 で あ る。

COMSで はネ ッ トワ ー クの 使 用 量 に応 じた 料 金 請 求,費 用 分 配 を 可 能 と

す る こと をね らい と して,以 下 に示 す ネ ッ トワ ー ク機 器 にお いて,ネ ッ トワ

ー ク使 用 料 金 産 出 デ ー タの 収 集 ,蓄 積,編 集 機 能 を提 供 して い る。

・ デ ィ ジ タル電 子 交 換 機 シス テ ム

・ パ ケ ッ ト交換 機 シス テ ム

④ 機 密 管 理

機 密 管 理 と は,ネ ッ トワ ー ク資源 に ア クセ ス可 能 な ユ ーザ と,そ の ア クセ

ス タイ プ な ど の管 理 や,暗 号 化 の た め の鍵 管 理 な ど の手 段 を ネ ッ トワー ク管

理 者 に提 供 す る機 能 で あ る。

COMSで は,資 源保 護 を 可 能 とす る こ とを ね らい と して,以 下 に示 す ネ

ッ トワ ー クへ の ア クセ ス時 の 資源 の チ ェ ッ ク機 能 を 提 供 して い る。

・ ネ ッ トワ ー ク管 理 者 用 端 末 の 利 用 者 制 限
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利用者属性 による表示/出 力情報,制 御 コマ ン ドの制限

ネ ッ トワー ク交換 網 に対す る閉域の登録/解 除機能

⑤ 構 成 管 理

構 成 管 理 とは,ネ ッ トワ ー クの 柔 軟 か っ 効 率 よ い 運 用 を 可 能 とす る た め に,

各 ネ ッ トワー ク シス テ ム の 開 始,終 了 時 に予 め定 義 した ネ ッ トワ ー ク資源 の

活 性 化,非 活 性 化 を行 う手 段 や,各 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム開 始 後,ネ ッ トワ

ー ク資 源 を 必要 に よ り動 的 に活 性 化 ,非 活 性 化 す る手 段 を ネ ッ トワー ク管 理

者 に提 供 す る機 能 で あ る。

COMSで は,ネ ッ トワ ー クを構 成 す る各 種 資 源 の 属 性,接 続 関係 を一 元

管 理 す る こ とを ね らい と して,以 下 の構 成 管 理 機 能 を 提 供 して い る。

・ 大 規 模/複 雑 な ネ ッ トワー クの状 況 を一 目で 把 握 す るた め の ネ ッ トワ

ー ク構 成 機 器 ,回 線 の集 約 表 示

・ 管 理 者 が 必 要 とす る情 報 の み を 表 示,出 力 す る た め の ネ ッ トワー ク切

り出 し

・ ネ ッ トワ ー ク構 成 の容 易 な 登 録,表 示,出 力 を 可能 とす るネ ッ トワー

ク定 義 言 語 の 提 供

・ デ ー タベ ー ス に よ る構 成 情 報 デ ー タの一 元 管 理

・ ネ ッ トワー クを 停 止 す る こ と な く,ネ ッ トワー ク構 成 の 変 更 を可 能 と

す る リソー ス再 構 成 機 能

⑥ その 他 の機 能

COMSで は ネ ッ トワ ー ク管 理 者 の 自動 化/省 力 化 を図 る こ とを ね らい と

して,以 下 の機 能 を提 供 して い る。

・ ネ ッ トワー クの 一 元 化/自 動 化 機 構

・ ホ ス ト,サ ブ ホ ス ト,ク ラス タ等 の遠 隔 操 作

・ 通 信 機 器 ,回 線 の 稼 働 状況 の 一 元 監視
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・ 作業計画の管理

一 増設,変 更,保 守 に伴 う通信機器 の停止 と実際の障害の識別

一 増 設,変 更,保 守の作業計画の登録,及 び実績 レポー トの 出力

(4)今 後 の展開

以上述 べたよ うに大規模/多 様化す るネ ッ トワー クを柔軟に管理す る機能 を

COMSは 提供 して い る。今後 はさ らに基本機能 の充実を図 るとと もに,ユ ー

ザニーズを踏 まえた高度 の応用機能の拡充を行 う。 具体的 には以下の点で ある。

・ 管理対 象機器の拡 大

・ 各種 カス トマイズ機能の提供

・ よ り洗練 され たユ ーザ イ ンタフ ェースの提 供

・ 性能 デー タに基 づ くネ ッ トワー クの 自動設 計機能 等

1.2.2日 本 アイ ・ピー ・エ ム の ネ ッ トワ ー ク 管 理 の 考 え 方

従 来 の オ ンラ イ ン情 報 処 理 の 時 代 か ら,現 在 で は機 能 統 合 に よ る情 報 通 信 ネ

ッ トワ ー クの 時 代 に入 っ た と言 わ れ て い る。 最 初 に ネ ッ トワー ク とは何 か を 定

義 す る と と もに,ネ ッ トワー クの 現 状,問 題 点,ネ ッ トワー ク管 理 の 役割 と範

囲,必 要 な 機 能 に つ い て 触 れ,最 後 にIBMの ネ ッ トワー ク管 理 の方 式 に つ い

て 述 べ る こ と にす る。

(Dネ ッ トワ ー ク と は何 か

従 来 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ中心 の オ ン ライ ン情 報 処理 の 時 代 か ら,現 在 で

は通 信 ネ ッ トワー クを 中心 と した情 報 通 信 ネ ッ トワー クの 時代 に 換 わ りつ っ あ

る。 この 情 報 通 信 ネ ッ トワー クに は,各 種 の オ ンラ イ ン適 用 業 務 を 処 理 す る ホ

ス ト ・コ ン ピ ュー タや デ ー タベ ー ス ・シ ステ ム,分 散 処 理 シ ステ ム,多 数 の 汎

用 ワー クス テ ー シ ョ ンや業 務 専 用 端 末 機 な どが 接 続 され て お り,さ らに デ ィ ジ

タル 回線 や構 内交 換 設 備 を通 して 電 話 機 や フ ァ ク シ ミ リ,そ れ に画 像 や映 像 端
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末 機 も接 続 され て い る。 この よ うに情 報 通 信 ネ ッ トワー クに は,各 種 ・多 数 の

処 理 装 置 と端 末 装 置 が参 加 し,そ の 中 を各 種 の 情 報 が流 れ る共 通 伝 送 媒 体 と し

て 使 わ れ て い る。

ネ ッ トワー ク構 成 要 素 に は 通 信 回 線 の 他 に い ろ いろ な もの が 含 まれ て お り,

ハ ー ドウ ェア で は大 きな もの で通 信 制 御 装 置,TDM装 置 や デ ィ ジ タ ルPBX

が あ り,小 さな もの で は モ デ ム や 直 流 分 岐 装 置 な どが あ る。 これ らは ノ ー ドと

呼 ば れ て い る。 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムや 端 末 装 置 もノ ー ドと見 る こ とが で き

る。 また ソフ トウ ェアの 主 な もの で は通 信 ア クセ ス方 式 や ネ ッ トワー ク制 御 プ

ロ グ ラ ム,デ ー タベ ー ス ・サ ブ シス テ ム な どが あ る。

璽一間

日工 尋

ネットワーク資源により,ネ ッ トワーク ・システムは

構成 されています。

〈ネ ッ トワ ー ク 資 源 〉

・ コンピューター

・ 端末/ワ ー クステー シ ョン

● モデム

・ 回線

●TDM .

●PBX

・ プ ロ グ ラ ム

●DB…etc .

図1.5ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 構 成
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この よ うに さ ま ざ ま な ノ ー ドや 多 くの通 信 回線 と各 種 の ソ フ トウ ェ アか ら成

るネ ッ トワー ク は,そ の 規 模 と構 成 が ま す ま す 複 雑 化 す る傾 向 に あ り,機 能 と

伝 送 メ デ ィア を統 合 化 した複 雑 なネ ッ トワー クを 管 理 運 営 す るに は,コ ン ピュ

ー タ ・シス テ ムの能 力 を 利 用 す るの が 有 利 で あ る
。 情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク は企

業 や組 織 の イ ン フ ラス トラ ク チ ャと して 重 要 な位 置 を 占め て お り,ネ ッ トワ ー

クに なん らか の 問題 が あ って そ れ が うま く機 能 しな い 場 合 に は,業 務 活 動 に少

なか らず 影 響 を与 え る こ と にな る。 端 末 装 置 を使 用 す るエ ン ドユ ー ザ に と って,

業 務 に支 障 を与 え るす べ て の事 象 は ネ ッ トワー ク障害 と して 映 り,し た が って

ネ ッ トワ ー ク管 理 は単 に回 線 障 害 の み を 対 象 とす る もの で あ って は な らな い 。

ユ ーザ ー業務 処理 回線 の故 障

プ ログラムのBUG ゾ>
A

∨

天 災 の発生

ソフ トウ ェア導 入 ミ
パフ ォーマ ンス

の低 下

オペ レー ターの

操作 ミス

処 理能 力 の バ ッフ ァーの

オー バー オーバーフ ロー

通信機器

の故障

操作

マニュアル

の誤 り

セキ ュリティの

VIOLATION

号
ネ ッ トワー ク ・システムが 本来の

機能通 りに動作 しない

ネ ッ トワーク障害

図1.6ネ ッ トワ ー クの 障害

(2)ネ ッ トワ ー クの 問題 点

ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム 化 の 問題 を 眺 めて 見 る と,開 発,運 用 ・管 理 要 員 の

不 足 とネ ッ トワー ク管 理 費用 の増 大 が 大 き く取 り上 げ られ て い る。

さ らにそ れ らの 問 題 を ネ ッ トワー ク管 理 の 現 場 か ら見 る と,た とえ ば 次 の よ

うな 点 が 挙 げ られ る。
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*ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム操 作 の 煩雑 さ

一 複数 の操 作 員 の 介 入 が 必 要

一 メ ッセ ー ジ処理 操 作 の 負 荷 が 大 きい

付 随 処 理 へ の 対 応 が煩 雑

*ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム全 体 の 状 況 把 握 が難 しい

一利 用 者 か らの連 絡 で 障 害 を 知 る

一事 前 対 応 が で きな い

一対 応 時間 の遅 れ

一復 旧 に時 間が か か る

一利 用 者 か らの 問 い合 わ せ が 集 中 し対 処 し きれ な い

一代 替 処 理 手 段 が な い

*物 理 的 ネ ッ トワー ク と論 理 的 ネ ッ トワー クの一 元 管 理 が で きな い

一物 理 的 ネ ッ トワー ク管 理(管 理 用 ミニ コ ン)

一回 線 障 害 や 機 器 障 害

一論 理 的 ネ ッ トワー ク管 理(ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ)

-LU/PU 、 セ ッシ ョ ン、 応 対 時 間

*ネ ッ トワー ク ・シ ステ ム変 更 時 の 処 理 が複 雑 で 影 響 が 大

一 シス テ ム停 止 頻 度 とそ の 時 間

一変 更 に伴 う障 害 発生 の 危 険 性

(3)ネ ッ トワー ク管 理 の 役 割 と範 囲

ネ ッ トワー ク管 理 は,処 理 サ ー ビス提 供 者(DP部 門)に と って は,現 在

の 運 用 を 円滑 に遂 行 し将 来 計 画(拡 張)に 備 え る とと もに,ネ ッ トワー ク投

資 効 果 を最 適 化 す る こ とで あ る。 また 利 用者(エ ン ドユ ー ザ)に と って は,

ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム が常 に 一 定 環 境 の も とで 求 め られ て い る機 能 要件 通

りに 作 動 す る仕 組 み を 確 保 す る こ とで あ る。
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情報通信 ネ ッ トワー クの運用状況 は時間 とと もに変化 し,一 時 と して一定で

あることはな く,そ れ は永い時間経過 とと もに,ま た月単位,週 単位で,さ ら

に一 日の内で も変化す る。それ らの変化 は定常的であ る程度予期で きる ものか

ら,シ ステ ムの変更や拡 張,障 害 による切 り替え などに伴 う予期 しな い変化 ま

であ る。

それ らの変化 に対応 して システムの運 用管理を 円滑 に行 い,利 用者 にと って

常 に効率 良 い しか も高信 頼性 サー ビスを提 供す るには,確 固 と したネ ッ トワー

ク管理 シス テムの設計思 想が必要で ある。

理想的な ネ ッ トワー ク管理 システムは,第 一 に システム環境 ・業務環境 に応

じてネ ッ トワー ク資源が 制御可能で なければ な らない。

これは有限 な資源 を最 大限利用 し,ま た業務の重要性 と緊急性 に応 じて ネ ッ

トワークの制御 を行 い,各 業務のサー ビス ・レベ ルを維持す るため に必要で あ

る。

次 に全ネ ッ トワー ク資源 は集中的に制御可能で なければな らない。 これ は物

理的,論 理的 なネ ッ トワーク構成要素 を含 めて資源の稼働状況を常 に監視 し,

状況が的確 に判断で き,必 要に応 じて 装置 や システム構成 の指定変更,停 止,

切 り替えな どの操作制 御がで きることを意味す る。 その中には障害や異常状態

の予知や検知 ネ ッ トワー クと資源に関す る情報の収集 と蓄積,さ らに運用操作

の 自動化 などが 含まれ る。 それぞれのネ ッ トワー ク資源は 自身が管理対象 とな

れ る機能を持 っていな ければ な らない。 そのためには,本 来の情報伝達機能 に

加えて ネ ッ トワー ク管理機能を もっネ ッ トワー ク資源(ハ ー ドウ ェア とソフ ト

ウェア)を 採 用す る必要が ある。

さらにネ ッ トワー ク管理 システム自体 は体 系化 されてお り,将 来 の拡 張 と発

展(網 間接 続,対 外接続 や国際ネ ッ トワー ク)に 対応 し得なければな らな い。

① ネ ッ トワ ー ク管 理 支援 ツー ル

ネ ッ トワ ー ク管 理 を 行 う支 援 ツ ー ル と して は最 初 に ネ ッ トワー ク管 理 用 ユ
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一 ザ ・ア プ リケー シ ョ ンが あ り,企 業 な り組 織 の 必要 に応 じて カ ス トマ イ ズ

され た もの が 必 要 で あ る。 これ に よ って 管理 の 目的 と範 囲 に応 じて どん な デ

ー タを ど の よ う に利 用 す るか が 決 ま る。

次 に,デ ー タを 収 集 しそれ を有 効 利 用 す るた め の デ ー タ ベ ー ス ・シス テ ム

とサ ブ タス ク/サ ブ プ ロ グ ラ ムが あ る。 これ は報 告書 や 統 計 を作 成 し,ま た

見 易 い か た ち で デ ー タを 表 示 す る。

ネ ッ トワー ク管理 基 本 プ ログ ラ ム(た とえ ばNetView)は,管 理 対 象 と

な るそ れ ぞ れ の 分 野 に 応 じて,デ ー タ を集 あ,基 本 加 工 し,そ れ を ネ ッ トワ

ー ク管 理 者 や 運 用 者 に 提 供 す る。 最 後 に,通 信 ア クセ ス方 式 とネ ッ トワー ク

制 御 プ ロ グ ラ ムは ネ ッ トワ ー ク適 応 業 務 を通 す一 方,ネ ッ トワー ク管 理 機 能

を支 援 す る機 能 を組 み 込 ん だ もの で あ る必 要 が あ る。

② ネ ッ トワー ク管理 の 対 象 分 野

ネ ッ トワー ク管理 の 対 象 分 野 に は, 次 に挙 げる6つ の分野が含 まれ る。

安全保護

管 理
問題判別
および
問題管理

パ フ ォ ー マ ンス構 成
・

管 理変 更 管 理

㊤
機 能 要 件 の保 証

図1.7管 理支援 ツールCNMの 管理分野
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運用支援

障害 管理

パ フォーマ ンス管理

問題 ・変更 ・構成管理

安 全保護管理

課金管理

これ らの対象分野 は互 いに連動 して,ネ ッ トワーク ・システムの必要 な機

能要件を確保す るために管理 されなけれ ばな らない。

(4)ネ ッ トワー ク管理 の機能

ネ ッ トワー ク管理 の機 能要件 は,た とえば次のよ うな項 目を挙 げ ることがで

きる。

・ 予期 し得 る障害 に対 して未然防止策の作成がで きるのが理想的で・ この

たあには,障 害が起 きない仕組みを作 ることと,事 前保守 と兆候管理が必

要。

・ 次 に不幸 に して障害が発生 した場合 には,迅 速な問題判別 と対応策 の実

行が望 まれ,こ のためには問題箇所 の切分 けを適切 に行 な うため,シ ステ

ムが問題判別 を し,問 題対応 処理 と波及 処理 を確実 に行 う自動 化処理が必

要。

・ 問題再発 防止策の検討 と立案の仕組みが確立 され るべ きであ る。 このた

めには,問 題 の真の原因追求 と対策立案 に数字デー タの裏付 けが必要で あ

り,事 象の分析や統計が約 に立つ。

従 ってネ ッ トワー ク ・システムおよびその環境 に対す る状況が常 に把握

で きる仕組み と,さ らにネ ッ トワー ク ・システム及 びその環境 の変化 の経

緯が把握で きる仕組 みが確立 されていなければな らない。

・ ネ ッ トワー ク ・システムの運用を少ない操 作員で容易 に行 うため に,運

用操作 の 自動化 ・簡素化 ・確実化が必要。
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・ シス テ ム の オ ー バ ー ・フ ロ ーを 事 前 に察 知 し予 防 す る と と もに,決 定 的

な シス テ ム ダ ウ ンは避 け な けれ ば な らな い。

更 に複 雑 な ネ ッ トワー ク にお いて,処 理 シス テム の セ キ ュ リテ ィと機 密

保 護 は確 保 され る必 要 が あ る。

・ 課 金 管 理 は 重 要 な 課 題 で あ る。 部 門 別 に経 費 を 賦 課 す るた め に,処 理 サ

ー ビスの 原 価 計 算 の た め に ,ま た情 報 提 供 サ ー ビスの 料 金 算 定 の 基 礎 と し

て,い ろ い ろ な 角 度 か らネ ッ トワー ク ・シス テ ム利 用 状 況 と トラ フ ィ ック

量 な ど の 基 礎 デ ー タの 収 集 が 求 め られ る。 統 合 通 信 ネ ッ トワ ー クで は,デ

ー タ通 信 の み な らず 電 話 の 課 金 管 理 も含 まれ る。

以 上 は ネ ッ トワ ー ク管 理 要 件 の一 部 で あ るが,そ の 他 に もい ろ い ろ な項 目を

挙 げ る こ とが で き る。

(5)IBMの ネ ッ トワ ー ク管 理 方 式

効 果 的 に ネ ッ トワー ク管 理 を 行 うた め に,IBMの シス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク

体 系 の な か に は,CNM(通 信 ネ ッ トワー ク管理)と 呼 ばれ る機 能 が 組 み 込 ま

れ て い る。 前 に も述 べ た よ うに ネ ッ トワー ク ・シス テ ム を構 成 す るハ ー ドウ ェ

ア 要 素 は多 数 で あ り,そ れ らの 機 器 にCNM機 能 が 分散 され て い る こ と に よ り,

ハ ー ドと ソ フ トを含 む ネ ッ トワ ー ク全 体 の 稼 働 状 況 が一 元 的 に把 握 で き,問 題

判 別 が 総 合 的 に行 え る こ とに な る。
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〆 各1/℃ 機器

⑧

⑯顯

ネットワーク

管 理 システム

ノードブ廿セッ炉

⑧ 制御点
、

＼'

ネ ットワーク ・システム全体を

管理状態におくことができる

図1.8理 想 的な ネ ッ トワーク管理 システム

CNMに は警 報 を生 成 して 知 らせ る機 能 が あ り,た とえ ば 装 置,回 線 や モ デ

ム な どの 機 器 が 障 害 を起 こ した り,パ フ ォー マ ンスが あ らか じめ設 定 され た 限

界 値 を越 え る と,ネ ッ トワー ク管 理 シス テ ム は警 報 を 作 成 して 操 作 員 に 自動 的

に知 らせ る。 これ に よ り,端 末 利 用 者 が 機 器 の 異 常 や 操 作 の 支 障 を 感 じる前 に

ネ ッ トワ ー ク管 理 セ ン ター側 で は障 害 箇 所 を 知 る こ とが で きる。 した が って 運

用 状 況 を 常 に監 視 し問題 を即 座 に検 知 して 解 決 へ の 迅 速 な対 応 が とれ る。

た とえ ば,ネ ッ トワー ク障 害 の 分 野 に例 を と って も,IBMモ デ ムの 中 に は

内 蔵 した マ イ ク ロプ ロセ ッサ を 中心 と して 各 種 の 監 視 と検 知 の 機 能 が あ る。 こ

れ は 回線 の 品 質 と通 信状 況,送 受 信 の信 号 レベ ル,モ デ ム 自体 と接 続 機 器 の ピ

ンの 状 態,デ ー タの 再送 回 数 な ど を ホ ス トの 問 題 判 別 プ ロ グ ラ ム と連 動 して 把

握 で き る。 さち に 必 要 に 応 じて ホ ス ト側 か らの 指 令 に よ り,伝 送 速 度 の 変 更 受

信 レベ ルの 変更,専 用 線 か ら公 衆 網 へ の バ ック ア ップ切 り替 え(自 動 ダ イ ヤ ル)

な ど の操 作 を 行 う こ とが で き る。
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LPDA(リ ンク問題判別支援)機 能

ホ

M1:モ デム ・インターフェース

DTE:DATATERMiNAL

EQUIPMENT

(1)LPDAが 無 い場 合 の 問 題 の 切 分 け

ホス ト ㏄U

VArMNCP

回 線 系団

⇒ 回線系に問題が発生 した場合,ホ ス ト側での

原因究明は非常に困難

②LPDAが 有る場合の問題の切分け

U

P

C

C

C

N

IMI㌔ 一カル1

回線1・ モPト1モデムモデム
`

⇒ 回 線 系 の 問 題判 別 が 非 常 に容 易

LPDAとNPDAの 連 携 によ りコ ンソールに 情 報 を提供 します

図1.9SNAモ デ ム

この よ うなCNM機 能 は,モ デ ムの み な らず あ らゆ るIBMの 物 理 装 置 内 に

内蔵 され て お り,そ れ ぞ れ の 装 置 と隣 接 機 器 の 状 況 把 握 と制御 に 関 与 す る。

前 に述 べ た ネ ッ トワー ク管 理 の6っ の 分 野 を カバ ーす るた め に,管 理 支 援 機 能

を備 え た 各 種 の ソ フ トウ ェア ・ツ ール が 容 易 され て い る。 そ れ らの 中 に は ネ ッ

トワ ー ク管 理 プ ロ グラ ム(NCCF),ネ ッ トワー ク問 題 判 別 プ ロ グ ラ ム(N

LDM)な どが 含 ま れ,さ らに操 作,構 成/変 更,パ フ ォ ーマ ンス,機 密 保 護,

課 金 を 取 り扱 うた め に そ の他 各 種 の ソフ トウ ェア(NPM,RMF,RTM,

TAF,SMF,TPNS,INFO/MGT,RACF,DSX,HCF,

TARA,SAMON)が あ る。

①NetView

総 合 ネ ッ トワ ー ク管 理 プ ロ グ ラ ム(NetView)は,従 来 か らあ った ネ ッ ト

ワー ク管 理 の 個 々の プ ログ ラ ムの 基 本 機 能 を 統 合 して,運 用 監 視 と構 成 の 状
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況 把 握,集 中制 御,障 害 か らの 自動 化 回 復 の た め の 機 能 を 持 つ い くっ か の ソ

フ トウ ェア群 が ら成 る。

さ らにNetViewに は,そ れ らの 機 能 を 支 え るた め に,コ マ ン ド機 能,ハ

ー ドウ ェア監 視 ,ソ フ トウ ェア監 視,セ ッ シ ョ ン監 視,状 況 監 視,ヘ ル プ機

能,カ ス タ マ イ ゼ ー シ ョ ン機 能,及 び ソ フ トウ ェア 群 導 入 を 容 易 にす る支 援

機i能が 含 まれ て い る(図1.10～1.12参 照)

ネ ッ ト ワ ー ク オ ペ レ ー タ ー

NETVIEW

[一
ハ ー ドウ ェ ア セ ッ シ ョ ン

監 視監 視

嗣
コ マ ン ド 提 供

図1.10NETVIEW(ネ ッ トビュー):統 合 ネ ッ トワー ク管 理 プ ログラム
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問題警告

問題判別,デ ータ収集表示

解決策提示

o

NPDA(ネ ットワーク問題判別プログラム)

対 応 処 置

線$

雅 彰

詳 細 表 示

サ マ リ ー 表 示

t -zト ツ
ー養 示

勤/静 的

表 示

フ ィ ル タ

AD

FCCN

梗D
ACF/

VTAM

チ ャネ ル

テープ

デ ィスク プ リ ンタ ー 37XX ローカル

非SNA

ロ ーカル

SNA

37XX SNA

ネ ッ トワ ー ク

非SNA

不 ッ トワ ーク

図1.11ハ ー ドウ ェ ア 監 視 機 能
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応 答 時 間監 視

セ ッシ ョ ン状 況 監 視

o

NLDM(ネ ッ トワ ーク論 理 デ ー タ管 理 プ ロ グ ラム)

,情 報 収 集 の方 法
・ゾ マ

瞬憂

NLDM

DB

折返 しデータ域

セ ッ シ ョ ン ・

デ ー タ

t

NETVIEW

NCCF

NLDM

i ム

用

務

ラ

ω

グ

L

適

業

ロ

Q

プ

ACF/VTAM

■////////x

lll
lCNMIll

L-一 ー 一.一 ーノ1

_____1一 ー 一

[

z
ACF/
NCP

2次 側 トレ ース

PU

(SLU)

図1.12セ ッ シ ョ ン監 視 機 能
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②NetView/PC

NetView/PCは,ユ ー ザ ー の ネ ッ トワー ク状 況 に合 わ せ て ネ ッ トワ ー ク

管理 を拡 張 しま す。 これ はIBMト ー ク ン ・リン グ ・ネ ッ トワー クやTDM,

音 声 ネ ッ トワー クを ネ ッ トワー ク管理 対 象 に含 め る場 合 や,マ ル チ ベ ンダ ー

環 境 の も とで他 社 の 通 信 製 品 も含 め て 管理 す る場 合 に 使用 出 来 る。

NetView/PCはNetViewと 通 信 す る機 能 が あ りま す の で,NetView

が理 解 で き る形 式 と規 則 でPCを 介 して 管理 デ ー タを送 る こ とに よ り,他 社

製 品 も含 め て多 様 な 構 成 要 素 か ら成 る通 信 ネ ッ トワー クを 一 元 的 に 管 理 す る

こ とが で き る。 これ はIBMの コ ミュニ ケー シ ョン体 系 の 公 開 の 方 針 に沿 っ

て,そ れ を 具体 化 す る もの の 一 つ で あ る。

③ ネ ッ トワー ク管 理 構 成

ネ ッ トワー ク管 理 を 論 じる際 に,IBMは ネ ッ トワー ク管 理 構 成(CMC)

を避 けて 通 るわ け に は い か な い。 一 元 的 な ネ ッ トワー ク管理 と網 間 接 続 に対

して この 方 式 は有 効 な 手 段 を提 供 す る。共 通 伝 送 資 源 と して の 通 信 ネ ッ トワ

ー ク と適 用 業務 処理 を 独 立 させ るた め に ,ネ ッ トワー ク資 源 を 管 理 す る通 信

管理 ホ ス トを業 務 処 理 ホ ス トと別 に 設 け るのが この方 式 で あ る。

一25一



MSNF複 数CPUネ ッ トワ ーキ ング
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図1.13CMC:CommunicationManagementConfiguration
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通 信 管 理 専 用 ホ ス トに は ネ ッ トワ ー ク に参 加 す る あ らゆ る資 源 の定 義 を 蓄

え,CNMの た め の ソ フ トウ ェア群 を装 備 し,こ れ に よ って 業 務 ホ ス トは本

来 の 目的 で あ る業 務 処 理 に専 念 で き る よ うに な る。 さ らに ネ ッ トワー ク管理

と業 務 処 理 の相 互 干 渉 を 無 くす る こ と に よ り,ネ ッ トワー クの 拡 張 や変 更 は

容 易 に行 え る。

CMCの 利点

一 ネ ッ トワー クを業務か ら独立

・ 相互 依存がな くなる ことによ りシステム全体 の拡張性が 向上

・ ネ ッ トワー クの構成 の再編成/最 適化が容易 に

・ 高度な スキ ルを最適配置

・ 問題/影 響/干 渉 を絶縁

一 ネ ッ トワ ー クを 一 元 管 理

・ ネ ッ トワ ー ク利 用可 能 度 の 向上

・ ネ ッ トワ ー ク生 産 性 の 向上

・ 利 用 者 サ ー ビス の 質 向上

IBMのSNAに 基づ く通信ネ ッ トワークは汎 用伝送媒体 と して各種の情

報を運ぶ。 ネ ッ トワー ク管理の見地 か らその管理領域 は,地 域 また は業務組

織上の理 由か ら最適 な管理規模 に分割す るのが有利な場合があ るが,こ の よ

うな場合 に複数 のネ ッ トワー クを相互接続 し,適 用業務資源,端 末装置の増

設,ネ ッ トワー ク利 用者や そのパ スワー ドなどの管理をネ ッ トワーク毎 に独

立 させ る ことがで きる。 もちろん,ネ ッ トワー ク間の接続 と統合的 なネ ッ ト

ワー ク管理 情報の交換 はゲー トウ ェイを通 して行われ る。
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1.2.3日 立 製 作 所 の ネ ッ トワ ー ク管 理 の 考 え 方

コ ン ピュ ー タ や通 信 網 か ら成 る情 報 ネ ッ トワ ー クの 管 理 は,ネ ッ トワー クサ

ー ビスへ の ユ ー ザ ニ ー ズ の 高 ま り
,高 速,広 域 公衆 網 の 普 及 に よ る広 域 化 に よ

って ます ます 重 要 性 が 高 ま って きて い る。 この よ うな ネ ッ トワ ー ク を運 用 す る

に は,ネ ッ トワー クを構 成 す る要 素 を あ る ま と ま りで 個 別 に管 理 し,更 に 中 央

か らシ ステ ムの 運 行 状 況 を ネ ッ トワ ー ク ワイ ドに把 握 で き る こ とが 必 要 とな っ

て きて い る。

以 下 で は,ネ ッ トワー ク管 理 の 目的 と,そ れ に対 応 して 日立 製 作 所 が 提 供 す

るネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ムの 考 え 方 を 説 明 す る。 ま た,ネ ッ トワ ー ク管 理

シス テ ムを 構 成 す るNETM/OP(NetworkManagement/Operationas

sist),NETM/DS(NetworkManagement/DistributedSystemsas

sist)の 機 能 概 要 につ い て も説 明 を 行 う。

(1)ネ ッ トワ ー ク管 理 の 目的

ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の基 本 は,「 良 好 な サ ー ビス を,利 用 者 が 使 い た い と

きに,い っ で も受 け られ る こ と」 に あ る。 これ を実 現 す るた め に は,ま ず 第 一

に ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム 自体 を ユ ー ザ ーの ニ ー ズ に合 った 構 成 とす る必 要 が あ

る。 す な わ ち,対 象 メ デ ィア,ト ラ フ ィ ッ ク量 お よ び レス ポ ンスを 考 慮 し,信

頼 性,安 全性 を 加 味 した最 適 網 構 成 の 設 計 を行 い,更 に,将 来 の 拡 張 性,機 能

追 加 の 柔 軟性 を持 た せ た,経 済 的 か っ 安 全 な ネ ッ トワー ク管 理 を 構 築 す る こ と

で あ る。

第 二 に,ネ ッ トワ ー ク シス テ ム の 全 体 構 成 が 把 握 で き る よ う にな って い る こ

とが 必 要 で あ り全 体 の 稼 働 状 況 が ネ ッ トワ ー ク管 理 者 に 容 易 に把 握 で きな くて

は な らな い 。

第 三 に,ネ ッ トワ ー ク シス テ ム の 障 害 時 の対 応 が迅 速 に行 え る こ とが 必 要 で

あ る。 これ は,シ ステ ム を監 視 して お き,障 害 発 生 時 に詳 細 情 報 を 調 査 す る こ

とに よ って,ネ ッ トワ ー ク シス テ ム の 運 用 者 が 迅 速 に 適 切 な処 置 が と れ るよ う
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に して お く こ と。 ま た,原 因 究 明 が 迅 速 に行 え,で き るだ け 短 時 間 で 正 常 状 態

に復 旧 させ,更 に,異 常 の 発 生 を 予 知 して,そ れ が 起 こ るの を 防 ぐ こ と も重 要

と な る。

第 四 に,ネ ッ トワー クの トラ フ ィ ック量,レ スポ ン スの状 態 を 監 視 して お き,

性 能 の 異 常 を早 期 に キ ャ ッチ す る こ と,公 衆 網,海 外 ネ ッ トワ ー ク との 接 続 で

今 後 ます ます 重 要 に な る ア クセ ス資格 の チ ェ ックな どの セ キ ュ リテ ィ対 策 や ネ

ッ トワ ー ク利 用 者 に対 す る課 金 処 理 な どネ ッ トワー クを運 用 して い くた め の 管

理 業 務 を 支 援 す る こ と も必 要 で あ る。

ネ ッ トワ ー ク管 理 とは,以 上 の こ とを ネ ッ トワー ク シス テ ムの 運 用 者 が適 切

に把 握 し,ネ ッ トワー ク シス テ ムの安 定 した 運 用 を 行 うた め の 支 援 を す る もの

で あ る。 ま た,ネ ッ トワ ー ク管理 シス テ ム は,ネ ッ トワー ク管 理 者 が これ を 円

滑 に 行 うた め の 各 種 支 援 機 能 を提 供 す の もの で あ る。 この よ うな ネ ッ トワ ー ク

管理 シ ステ ムの 機 能 を 表1.1に 示 す。

表1.1ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 の 機 能

本 論文で述 べ る分散 ・統 括形のネ ッ トワー ク管理 システ ムは,運 用 支援機能,保 守支援 機能 を実現 す る。

種 別 機 能 項 目

構築支援機能 ・導入計 画,構 築支援機能
・増 設計 画機能

・稼働 監視,遠 隔操作機能
・ネ ッ トワー クの 構 成 情 報 ,属 性 情 報 管 理
・ネ ッ トワー クの 操 作 に関 す る資 格 管 理 機 能

運用支援機能 ・性能 の監視 と性能情報の管理
・操 作支援機能
・分散 システムの資源の管理 と保守機能
・課 金情報の収 集 と管理機能

・障害 の検知機 能
・障害部 位の切 分け機能

保守支援機能 ・障害 デ ータの収集 と解析支援機能
・障害 部位の切 離 し(再 構成)支 援機能
・ネ ッ トワー ク資 源 の テ ス ト機 能

上 記 で 述 べ た機 能 を実 現 す るた め,ネ ッ トワ ー ク管 理 シ ス テ ム は,図1.14に

示 す よ うな 分 散 統 括 形 の 管 理 を 行 う。 この 理 由 は以 下 の 通 りで あ る。

-29一



ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 シ ス テ ム

1

1ぽ ・ 肘 プ シ ・ テ ・1

1
1

1・ ブ・ケーシ・・… サブシステ・1一
・賠 ・・ブシステ・1

1・ ・・… ブシステ・1
Il 1
1 1 1

アプ リケー シ ョン網

/ 交 換 網
/ / /

/ / /

口 身
/

//
ワークステーシaン

/寄
口
FAX

㌫＼

しAN

拶叉 ㌧
/撫 ト

しAN

計算機

怠 ＼
口

FAXメ ール

伝 送 網

＼
/ ・/
皿

高速ディジタル回線

皿
/

/ / / / / //
＼

田 ,'

// /
P8X 高速多重化装置 P8X

注:略 語説明FAX(フ ァクシ ミリ)

ネットワークシステムを構成する機器を,三 つに分類して管理している。

図1.14ネ ットワーク管理システムの構造

① ネ ッ トワ ー クの 構 成 は多 様 で あ り,さ ま ざ ま な組 合 せ の ネ ッ トワー ク に

対 して 管 理 を 行 うた め に は,機 能 の 分 散 化,モ ジュ ー ル化 が 必 要 。

② ネ ッ トワ ー ク ワイ ドな 管理 を顧 客 の 運 用 形 態 に対 応 して 実 施 す るに は,

統 括 形 の 管 理 も必 要 とな り,図1.14に 示 す 四 つ の 管 理 サ ブ シ ステ ム は,そ

れ ぞ れ 独 立 した サ ブ シス テ ム と して 実 現 され 各 々が 単 独 で 管理 機 能 を 実 行

す る。

こ こで,対 象 ネ ッ トワー クを伝 送 網,交 換 網,ア プ リケ ー シ ョ ン網 の 三 つ に

階 層 化 して い るが,そ れ ぞ れ は,次 の 意 味 を 持 つ。
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伝 送 網

多 重 化 装 置 な どOSI(OpenSystemsInterconnection)の7階 層 モ デ

ル で レイ ヤ1の 機 能 を提 供 す る機 器 の 構成 され る ネ ッ トワー ク

交 換 機

PBX(PrivateBranchExchange),パ ケ ッ ト交換 網 な どOSIの7

階 層 モ デ ルで レイ ヤ1～3の 機 能 を実 現 す る機 器 か ら構 成 さ れ るネ ッ トワー

ク

ア プ リケ ー シ ョン網

計 算機,端 末 な ど のOSIの7階 層 モデ ルで レイ ヤ1～7の 機 能 を実 現 す

る機 器 か ら構 成 され るネ ッ トワ ー ク

(2)DPOSNETM/OP

① 概 要

DPOSNETM/OP(ネ ッ トワー ク管理/操 作 支 援)は,分 散 され

て い る分 散機(DPOS)を ホ ス ト(VOS3)か ら集 中 的 に操 作 で き る機

能 を 提 供 す る こ とに よ って,ホ ス トか らの 分散 処 理 シス テ ムの 統 一 的 な 運 用

管 理 を 実 現 す る こ とを 目的 とす る プ ロ グラ ムで あ る。

DPOSNETM/OPは,VOS3NETM/OPと 接 続 し,ホ ス

トの ネ ッ トワー ク管 理 用 操 作 支 援 端 末 又 は ホス トの コ ンソー ル 装 置 か らのD

POSコ マ ン ド操 作 機 能,及 びDPOSで 発 生 す る メ ッセ ー ジ を ホ ス トの 操

作 支 援 端 末 又 は,コ ン ソー ル装 置 に 表 示す る機 能 を 持 つ 。

② シ ス テ ムの 構 成

DPOSNETM/OPは,NETM/DSな どの,他 の ネ ッ トワ ー ク

管 理 機 能 と と も に1個 の パ ー テ ィ シ ョ ン上 で 動 作 し,TACF/OTL
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(TelecommunicationAccessControlFacility/OSITransport

Layersupport),及 びLNCF(LineControlFacility)を 使 用 し て ホ

ス ト と 通 信 す る 。

NETM/OPは ま た,他 の ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 機 能 に 対 し,ホ ス ト側 の 対

応 す る ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 機 能 と の 間 の 通 信 機 能 を 提 供 し て い る 。

図1.15に シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 。

ネクトワーク管理
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又は
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通 信 網

DPOS DPOS

LNCF

TACF/OTL

匿`w国 司㊥ …
TCF

MPP 1

　t・・

:1㌫w匡 亜1碑 …
TCF

1 MPP

NETMパ ーティシ ョン

NETM/DS

従属パーテ ィション

オ ン ライ ン

八 一ア イ'ンyン

図1.15シ ス テ ム の 構 成

③ 機 能 概 要

分 散 機 操 作 機 能

ホ ス トの 操 作 支 援 端 末 又 は コ ン ソー ル 装 置 か ら投 入 したDPOSコ マ ン ド

を,ホ ス トのNETM/OPか ら受 信 してDPOS側 で 実 行 し,コ マ ン ド処

理 結 果 メ ッセ ー ジを ホ ス トのNETM/OPに 送 信 し,コ マ ン ド投 入 装 置 に

表 示 ひ る機 能 で あ る 。 分 散 機 の ホ ス トか らの 操 作 の 流 れ を 図1.16に 示 す 。
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コマ ン ド投入

コマ ン ド処理

結果 メ ッセ ー ジ

操作支援端末 ホス トDPOS
又は
コンソール装置

⌒

NETM/OP
コ マ ン ド

NETM/OP コマ ン ド処理

1づ 一 〉 ・

7
ジく 〔 一一ノr コマン ド処 理

結果 メ ッセ ー ジ

<

コマ ン ド

実 行

図1.16ホ ス トか らの分散機操作 の流れ

分 散 機 状 態 監 視 機能

DPOSで 発 生 した重 要 障 害 メ ッセ ー ジな どの メ ッセ ー ジを ホ ス トに送 信

し,ホ ス トの 操 作支 援 端 末 又 は コ ンソ ール 装 置 に表 示す る こ とに よ って,ホ

ス トで分 散 機 の 状 態 を集 中監 視 で き るよ うにす る機能 で あ る。

DPOSでSYSLOGへ の メ ッセ ー ジが 発 生 す る と,NETM/OPは

標 準 お よ び ユ ー ザ定 義 の メ ッセ ー ジ定 義 フ ェー ズの指 定 に従 って,そ の メ ッ

セ ー ジを ホ ス トに送 信 す るか ど うか の決 定,お よび送 信 す る場 合 に は 重 要 メ

ッセ ー ジか 一 般 メ ッセ ー ジか の属 性 の付 加 を して ホス トに送 信 す る。

図L17にDPOSの 状 態 監 視 の概 念 を 示 す 。

操 作支 援 端 末

文 は
DPOSホ ス ト コ ン ソール装 置

NETM/OP送 信 表示

メ.セ ージ選択

送 信
DPOS

NETM/OP

メ・セージ選択 送 信

NETM

/OP

メ ッセ ージ選 択

図1.17DPOSの 状 態監視 の概念
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a.応 答 用 メ ッセ ー ジに対 す る応 答 投 入

DPOSで 発 生 し,ホ ス トの 操 作 支 援 端 末 又 は コ ン ソー ル 装 置 に 出力 し

た メ ッセ ー ジはDPOSのSYSLOGに も出 力 され て い る。 ホ ス トに送

信 した メ ッセ ー ジの うち で オ ペ レー タの 応 答 が 必 要 な メ ッセ ー ジに対 す る

応 答 は,ホ ス ト又 はDPOSの ど ち らか らで も入 力 で き る。 ど ち らか 一 方

か ら応 答 を投 入 す れ ば そ の メ ッセ ー ジ は応 答 済 み とな り,も う一 方 の 側 に

出 力 され て い る応 答 要 メ ッセ ー ジは応 答 要 で はな くな る。

b.ホ ス ト送 信 メ ッセ ー ジ選 択 機 能

NETM/OPは,DPOSで 発 生 したSYSLOGメ ッセ ー ジをNE

TM/OPの メ ッセ ー ジ選 択 機 能 に よ って 選 択 し,送 信 対 象 とな った メ ッ

セ ー ジを ホ ス トに送 信 す る。 図L18に メ ッセ ー ジ選 択 の 概 念 を 示 す 。

DPOSでSYSLOGメ ッセ ー ジが 発 生 した 時,NETM/OPはNET

M/OP構 成 定 義 フ ァイ ル,ユ ー ザ ー メ ッセ ー ジ定 義 フ ェー ズ,及 び標 準 メ ッ

セ ー ジ定 義 フ ェー ズ の3種 類 の デ ー タの 内 容 を参 照 して,そ れ らの 中 に定 義 さ

れ た 指 定 に 従 って,発 生 した メ ッセ ー ジを 送 信 す るか ど うか,送 信 す る メ ッセ

ー ジ につ いて は重 要 メ ッセ ー ジ とす るか ど うか の 決 定 を す る。

DPOSホ ス ト

操 作支 援 端末
又 は

選 択 した コン ソール装 置
メッセ ー ジを送信

NETM/OPユ →ウプ七一ジ 標準 メ.セ ージ
構成定義 定義フェーズ 定義 フェーズ
ファイル

ホ ス ト送 信 メ ブ七 一ジの定 義

図1.18メ ッ セ ー ジ 選 択 の 概 念

一34一



(2)DPOSNETM/DS

① 概 要

DPOSNETM/DS(ネ ッ トワ ー ク管 理/分 散 シス テ ム支 援)は,

分 散 配 置 され て い る分 散 機(DPOS)の フ ァイ ル,ラ イ ブ ラ リな どの ソ

フ トウ ェア資 源 の 配 布,収 集 を ホ ス ト(VOS3)か ら集 中的 に伝 え る機

能 を 提 供 す る こ とに よ って ホ ス トか らの 分散 処 理 シ ス テ ム資 源 の 統 一 的 な

管 理 を 実 現 す る こ とを 目的 とす る プ ロ グ ラム で あ る。

DPOSNETM/DSはVOS3NETM/DSと 接 続 し,ホ ス

トか らの 指 令 に従 ってDPOSの フ ァイル,ラ イブ ラ リの 送 受 信,ジ ョブ

の 実 行 な どの 機 能 を 実 行 す る。

② シ ス テ ム の 構 成

DPOSNETM/DSは,NETM/OPな ど の,他 の ネ ッ ト ワ ー

ク 管 理 機 能 と と も に1個 の パ ー テ ィ シ ョ ン 上 で 動 作 し,NETM/OP,

TACF/OTL(TelecommunicationAccessControlFacility/

9SI工ranPort上ayer-S.uport),お よ びLNCF(上igeControl

Facility)を 使 用 し て ホ ス トと 通 信 す る 。

ホ ス ト と の フ ァ イ ル 転 送 に は,OSAS/FT/HIFIT(OSI

ApplicationSupportCommonFacility/』 こile二1二ransferAccess

andManagement/1旦ghlevel旦leユ ニransmmissionProgram)を,

NETM/DS従 属 パ ー テ ィ シ ョ ン と 呼 ぶ 別 パ ー テ ィ シ ョ ン で 起 動 し て フ

ァ イ ル 転 送 を 実 行 す る 。OSAS/FT/HIFITは ホ ス トのVOS3

XFIT(ExtendedFileTransmissionProgram)と の 間 で フ ァ

イ ル 転 送 を 行 う 。

NETM/DS従 属 パ ー テ ィ シ ョ ン で は,OSAS/FT/HIFIT

の 他 に,CPYMG(CopyandMerge),MAINT(Library

Maintenance)な ど の プ ロ グ ラ ム をNETM/DSが 起 動 し て 実 行 す る 。

一35一



TCF(TransactionControlFacility)下 のMPP(Message

ProcessingProgram)の オ ン ラ イ ン 中 の モ ジ ュ ー ル 替 え を ホ ス ト指 示 に

よ っ て 行 う 場 合 に は,NETM/DSか らTCFに 対 し てMPPメ モ リ ロ

ー ド要 求 を 行 う
。(図1.15参 照)

③ 機 能 概 要

フ ァイ ル送 受 信 機 能

ホ ス トのNETM/DSか らの指 示 に従 って,指 定 され た フ ァイ ル を ホ

ス トーDPOS間 で 送 受 信,又 は 削 除 す る。 フ ァイ ル転 送 はDPOS側 で

は フ ァイ ル転 送 プ ロ グ ラ ムOSAS/FT/HIFITを 起 動 す る とに よ

って 行 う。 図1.19に フ ァイ ル送 受 信 機 能 の概 念 を 示 す。

転送フ ァイル

VOS3DPOS

NETM/DS NETM/DS
削除

(削
起動

"

ファイル送受信指令

起 動
Ψ

フ ァイル 転送

r－ ヘ
ー 苧XFIT OSAS/FT/mFIT

ー 1『1'1
＼ ノ 一

図1.19フ ァイル送受信 処理 の概 念

(削 除指令時)

ホス ト指定

プ アイル

ラ イブ ラ リ送 受 信 機 能

ホ ス トのNETM/DSか らの 指 示 に 従 って,指 定 され た ライ ブ ラ リを

ホ ス トーDPOS間 で 送 受 信,又 は 削 除 す る。 指 定 ラ イブ ラ リか らの メ ン

バ の 取 出 し,指 定 ラ イ ブ ラ リへ の メ ンバ ー の 追 加,置 換 はCPYMGを 起

動 す る こ と に よ って 行 い,ホ ス トとの フ ァイル 転 送 に はOSAS/FT/

HIFITを 起 動 す る こ と に よ って 行 う。 指 定 ラ イ ブ ラ リの メ ンバ ーの 削

除 は,MAINTを 起 動 す る こ とに よ って 行 う。 こ こで 言 う メ ンバ ー と は

次 の もの で あ る。

・原 始 文 ラ イ ブ ラ リ中の ブ ッ ク
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・相 対 形 式 ラ イ ブ ラ リ中 の モ ジュ ール

・実 行 形 式 ラ イ ブ ラ リ中の フ ェー ズ

・プ ロ シ ジ ャラ イ ブ ラ リ中の プ ロ シ ジ ャ

・メ ッセ ー ジラ イ ブ ラ リ中の メ ッセ ー ジ

ジ ョブ実 行 機 能

ホ ス トのCNETM/DSか らの指 令 に従 って,DPOS用JCLを 受

信 し,DPOSで 実 行 す る。 図1.20に ジ ョブ 実 行機 能 の 概 念 を 示 す 。

VOS3DPOS
ジ ョブ実行指令 スプール入力キ ューに登録

転送プ アイル ス プー ル

入 力 キュー

図1.20ジ ョブ実行機能 の概 念

ダ ンプ フ ァイ ル送 信 機 能

ホ ス トか らの 指 令 に 従 って,DPOSの シス テ ム ダ ンプ フ ァイ ル(SY

SDMP)又 はパ ー テ ィ シ ョンダ ンプ フ ァイ ル(SYSPDM)の 全 体 は

一 部 を ホ ス トに送 信 す る。

ホ ス トか ら指 定 され た ダ ンプ領 域 を取 出 す の に は,NETM/DSの ダ

ンプ変 換 プ ロ グ ラ ムを 従 属 パ ー テ ィ シ ョ ンに 起 動 す る こ とに よ って 行 う。

ホ ス トで はDPOSか ら収 集 した ダ ンプ フ ァイル をCDEDT(Cross

DumpEditor)を 使 用 して 編 集 出力 で きる。

メ ッセ ー ジ出 力 機 能

ホ ス トか らの 指 令 に 従 って,ホ ス トか らメ ッセー ジを 受 信 し,DPOS

のSYSLOGに 出力 す る。
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MPPメ モ リー ロ ー ド機 能

ホ ス トか らの指 令 に従 って,TCFに 対 しホ ス トか ら指 定 され たMPP

の メモ リー ロ ー ドを 要 求 す る。 図1.21にMPPメ モ リロー ド機 能 の 概 念 を

示 す 。

VOS3 DPOS

転送 フ7イ ル

NETM/DS

.①ライブラリ置換指令

NETM/DS

OSAS/FT/甘IFIT

④MPPメ モ リ

ロー ド要求
一.

挙

③MPPメ モリ・一ド指令

② フ7イ ル転送
1

MPP置 換

:

r－ 、
、 ≠一

(
、_ノ XFIT

lMPP
11

1 1 `

TCF<#一
⑤ メモ リロー ドlMPP{1

②

④

①

③

⑤

実行形式

ライブラリ

ライブ ラ リ置 換指 令 に よP、 ホス トか らDPOS実 行 形式 ライ ブ ラ リにMPPフ ェー ズを送信 す る。

MPPメ モ リロー ド指令 に よ り、DPOSNETM/DSはTCFに 対 してMPPフ ェーズの メモ リロー ドを要求 す る。

TCFはNETM/DSか ら指 定 され たMPPフ ェーズを、 そのMPPに 制御 を渡 す とき にメモ リに ロー ドす る。

図1.21MPPメ モ リ ロ ー ド機 能 の 概 念
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1.2.4日 本 電 気 の ネ ッ トワー ク管 理 の 考 え方

世 の 中,こ こ数 年 前 よ り企 業 情報 ネ ッ トワー クが,地 域 的 ネ ッ トワー クか ら

国 内 ・国 際 的 ネ ッ トワ ー クへ と広 域 化,大 規 模 化,高 度 化,複 雑 化 して きて い

る。 そ の 背 景 に は,通 信 環 境 の変 化,技 術 の 発 展 に伴 い各 企 業 が 自 由 自在 に最

適 な ネ ッ トワー ク シ ス テ ム を構 築 で き る時代 とな り,更 に企 業 自体 の 変 革 に よ

り地 域 か ら国 内 ・国 際 へ と ビ ジネ ス の活 動 範 囲 が 拡 大 して きて い る。

この よ うに企 業 情 報 ネ ッ トワー ク の広 域 化,大 規 模 化,高 度 化,複 雑 化 が=進

む こ とに よ りネ ッ トワー クの 安 全 性,信 頼 性 を 維 持 す る こ とが 更 に重 要 とな っ

て きて い る。 ま た,ネ ッ トワ ー クの 広 域 化,大 規 模 化 に 伴 い ネ ッ トワー クの運

用 経 費,人 手 は増 大 の傾 向 にあ り,ネ ッ トワー クの 運用 経 費 の 削減,効 率 的運

用,管 理 の 自動 化 な ど経 済性 が 重 要 と な って い る。

従 来 の ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ム は,コ ン ピュ ー タ系,伝 送 系,交 換 系 な ど,

そ れ ぞ れ 個 別 に 独 立 して 配 置 され て きた が,ネ ッ トワー クの 広 域 化,大 規 模 化

が 進 む に っ れ て,そ れ らを統 合 化 して 一元 管 理 の で きる ネ ッ トワー ク管 理 の 要

求 が 高 ま って い る。

(1)VISION-NMSの ね らい

日本 電 気 で は,企 業 情 報 ネ ッ トワ ー クを 構 成 す る情 報 処 理 機 器,通 信機 器 を

一 元 的 に統 合 管 理 す る統 合 ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ムVISION -NMS

(NetworkManagementSystem)を 提 供 して い る。

VISION-NMSは,コ ン ピュ ー タ シス テ ム,伝 送 系 ネ ッ トワー ク,交

換 系 ネ ッ トワー クお よ び 無線 系 ネ ッ トワー クな ど総 合 的 に 管理 す る シス テ ムで

ネ ッ トワー クの 運 用 経 費 の 削減,運 用 の効 率 化,保 守 の迅 速 化,管 理 の 精 度 向

上 を 目的 と して い る。 更 に は,企 業情 報 ネ ッ トワー クの マ ル チ ベ ンダ環 境,マ

ル チ キ ャ リア環 境 を 考 慮 し,ま た ネ ッ トワー クの 国 際化 へ 対 応 す る ため に ネ ッ

トワー クの国 際標 準 化 が 進 め られ て い るOSI管 理 を積 極 的 に採 用 し,国 際 的

な ネ ッ トワー ク管理 シ ス テ ムを 狙 い と して い る。 如 何 にVISION-NMS

の 特 徴,論 理 構 造 お よ び シス テ ム構 成 にっ い て 述 べ る。
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(2)VISION-NMSの 特 徴

VISION-NMSは,ネ ッ トワ ー クの 各 種 資 源 を効 率 的,且 つ効 果 的 に

管理 す る た め に個 別 機 器 管理,サ ブネ ッ トワ ー ク管 理,統 合 ネ ッ トワー ク管 理

の3階 層 構 造 に体 系 化 して い る。VISION-NMSの 階層 構 造 を 図1.22に

示 す。

回

[亙i]サ ブ、。、ワー

回

護 舗

図1.22VISION-NMSの 階 層 構 造
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分 散 統 括 管 理 方 式

① レベ ル1:個 別 管 理 機能

個 々の 装 置 を個 別 に 管理 す るた め の管 理 機 能 で あ る。 各 装 置 に実 装 され る

RAS(Reliability,Availability,Serviceability)機 能,す なわ ち障 害

検 出 機 能,動 的 ル ー テ ィ ング機 能,試 験 ・診 断機 能 な ど広 義 の フ ォール ト ト

レラ ン ト機 能 お よ び運 用 管 理 の た め に必 要 な機 能 に よ り装 置 自身 の 管 理 と隣

接 した 装 置 と連 携 した管 理 を実 行 す る機 能 で あ る。

② レベ ル2:サ ブネ ッ トワ ー ク管 理 機能

コ ン ピ ュー タネ ッ トワ ー ク,デ ィ ジ タル伝 送 系,回 線 交 換 系 ,パ ケ ッ ト交

換 系 な どを それ ぞ れ サ ブネ ッ トワ ー ク と し,そ の サ ブ ネ ッ トワ ー ク ご との集

中 管 理 を行 うサ ブ ネ ッ トワー ク管 理 機 能 で あ る。 サ ブ ネ ッ トワ ー ク管 理 は,

レベ ル1の 個 別 管理 とイ ンタ フ ェー ス を もち,サ ブ ネ ッ トワ ー ク内で 完 全 に

閉 鎖 され た環 境 で の運 用 管理 機 能 で あ る。 この サ ブ ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ

ム は,上 位 の 管 理 シス テ ム が 存 在 しな い場 合 で もサ ブ ネ ッ トワ ー クに関 す る

全 て の 運 用 管 理 機 能 を完 全 に 満 足 す る もの で あ る。

③ レベル3:統 合 ネ ッ トワー ク管理機能

ネ ッ トワー ク全体を統合的 に管理す る統合管理機能で あ り,サ ブネ ッ トワ

ー ク管理 レベルを介 して下位 レベルのネ ッ トワーク各資源の管理 を行 う
。統

合 ネ ッ トワー ク管理 システムは,下 位のサブネ ッ トワー ク管理 システムを各

装置 の集線 ノー ド的位 置付け と し横 断的にネ ッ トワー ク全体の把握 を可能 と

す る とともに統合 的ネ ッ トワー ク管理 を実現す る。

この よ うにVISION-NMSの 管 理 方 式 は,分 散 統 括 管 理 方 式 を 採 用 す

る こ と に よ り,各 装 置,ベ ンダ ご と に異 な るイ ンタ フ ェー ス を そ れ ぞ れ サ ブネ

ッ トワー ク管 理 シ ステ ムで 吸 収 し,標 準 イ ン タフ ェー ス に よ り上 位 と接 続 す る
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こ とに よ り容 易 に統 合 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム を構 成 す る こ とが で き マ ル チ ベ ン

ダ環 境 で の ネ ッ トワー ク管 理 も可 能 とす る。

管理 サ ー ビ ス機 能

VISION-NMSの サ ー ビス は,ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ムの 利 用 者 の

形 態 に応 じた運 用 ・保 守 ・計 画 機 能 に分 類 し各 々豊 富 な管 理 サ ー ビス機 能 を提

供 して い る。

① 運用 機能

ネ ッ トワークの各種 資源 の状態 を常 時監視 し,各 装 置の稼働状態 および負

荷状態に関す る情報 を収集 し,ネ ッ トワー ク資源 の効 率的運用 や安全性 を維

持す る。更 に性能情報,負 荷情報 は,統 計デ ータベース化 し,こ れ らの情報

分析す る ことによ りネ ッ トワー ク最適 化の検証お よびネ ッ トワー ク拡 張計 画

を容易 に行 うことが で きる。

② 保守機能

ネ ッ トワー クの信 頼性,安 全性 を確保す るために予防保守 と して実施す る

定期試験 あ るいは障害 が発生 した場合 に障害箇所 の特定化を行 うため に実施

する試験 ・診 断であ り,遠 隔保守,障 害診断 な どの機能が ある。

③ 計画機能

ネ ッ トワー クを構 成す る各装置,回 線 な どの物 理的構成情報,資 源使用状

況,性 能情報 な どを管理 し,必 要 な統計情報 および履歴情報 を提供 す る機能

及び課金 処理機能 があ る。
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(3)VISION-NMSの 論 理 構 造

VISION-NMSの 論 理 構 造 は,OSI管 理 論 理 モ デル をベ ー ス に して

い る。 論 理 構 造 モ デ ル を 図1.23に 示 す 。OSI管 理 の標 準 化 へ の 対 応 は,論 理

構造 のNMPE(NetworkManagementProtocolEntity)の 拡 張 と して 順 次

OSI管 理 標 準 を導 入 して い く。NMPEへ のOSI管 理 の 取 り込 み は,ネ ッ

トワ ー ク管 理 サ ー ビス ア プ リケ ー シ ョ ンに影 響 しな い よ うにNMUP(Network

ManagementUserProcess)の 移 行 性 を 保 証 す る。

・NMUP(ユ ー ザ プ ロ セ ス)

ネ ッ トワー ク管理 を 行 う利 用 者 プ ロ グ ラ ム群 で あ り,運 用 ・保 守 ・計 画 機 能

ご と に 目的 別 に構 築 され る。 ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラム は,NMMP(Net-

workManagementManagingProcess)の 提 供 す る ネ ッ トワー ク管 理 フ ァ シ リテ

ィ,マ ンマ シ ンイ ンタ ラ ェー スお よ び デ ー タベ ー ス イ ン タフ ェー ス を用 いて 種

々の 機 能 を実 現 す る'とと もに,こ れ らの イ ンタ フ ェー ス を開 放 す る こ とに よ り

ユ ーザ ア プ リケ ー シ ョ ンを カ ス タ マ ラ イ ズ可 能 とす る。

・NMMP(マ ネ ー ジ ン グ プ ロセ ス)

NMMPは,ネ ッ トワ ー ク管 理 プ ロ グ ラ ム に必 要 な ネ ッ トワ ー ク管 理 フ ァ シ

リテ ィを提 供 す るエ ンテ ィテ ィで あ り,エ ー ジ ェ ン トプ ロセ ス と の ア ソ シ ェー

シ.ヨンの 管 理,管 理 情 報 の転 送 の た め の制 御 お よ び 蓄 積 を行 う。NMMPは,

OSI管 理 のSMFA(SpeCificManagementFunctionArea:特 定 管 理 機 能 領

域)の 管 理 サ ー ビス要 素 と同一 の位 置付 け と して い る。

・NMPE(プ ロ トコル エ ンテ ィテ ィ)

プ ロ トコル エ ンテ ィテ ィは,マ ネ ー ジ ャお よ び エ ー ジェ ン トと もに 実装 され,

マ ネ ー ジ ャと エ ー ジ ェ ン ト間 の ネ ッ トワー ク管 理 プ ロ トコル に よ る接 続 性 を 保

証 す る。 本 エ ンテ ィテ ィ は,管 理 情 報 転 送 プ ロ トコ ル を実現 す るエ ンテ ィテ ィ
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で あ り,各 種 プ ロ ト コ ル を ど の よ う に 制 御 す る か はNMMPお よ びNMAP

(networkManagementAgentProcess)に 任 せ ら れ る 。

NMPEは,OSI管 理 のCMISE(CommonManagementInformation

ServiceElement:共 通 管 理 情 報 サ ー ビ ス 要 素),ROSE(RemoteOperation

ServiceElement:リ モ ー トオ ペ レ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス 要 素)お よ びACSE

(AssociationControlServiceElement:ア ソ シ エ ー シ ョ ン 制 御 サ ー ビ ス 要 素)

を 基 本 ソ フ ト ウ ェ ア と し て 提 供 す る 。

・NMAP(エ ー ジ ェ ン トプ ロ セ ス)

ネ ッ トワ ー ク管 理 プ ロ トコル に よ って転 送 され た ネ ッ トワ ー ク管 理 情 報 に応

じて,管 理 対 象 装 置 を 管 理 ・制 御 す る。

NMUP

-一一… 一ネ ッ トワ ー ク 管 理 サ ー ビス(フ ァ シ リテ ィ)

NMU

管理対象

ア プ リ ケ ー シ ョ ン

NMPE

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

ネ ッ トワー ク管 理　
」 プロトコルL

NMAP

7ア プ リ ケ ー シ ョ ン

NMPE

6プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

1フ ィ ジ カ ル

図1。23VISION-NMS論 理 構 造 モ デ ル
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VlSlON-NMSの 具 体 的 イ メ ー ジ

以 上,OSI管 理 論 理 モ デ ル を ベ ー ス に したVISION-NMSの 論 理 構i

造 を 述 べ て き たが,以 下 にVISION-NMSの 具 体 的 な イ メ ー ジ構 成 の 概

要 につ いて 述 べ る。 具 体 的 な イ メ ー ジを 図1.24に 示 す 。

VISION-NMSは,以 下 の サ ブ ネ ッ トワ ー ク管 理 シ ス テ ムの 組 合 せ に

よ り構 成 され る。

・コ ン ピュ ー タ/端 末 サ ブ ネ ッ トワー ク管理 シ ス テ ム

・伝 送 サ ブ ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ム

・交 換 サ ブ ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ム

・ゲ ー トウ ェイ サ ブネ ッ トワー ク管理 シス テ ム

各 サ ブネ ッ トワー ク管 理 シス テ ム は,そ れ ぞ れ エ ー ジ ェ ン トと呼 ばれ る集 中

管 理 機 構 の 下 で サ ブ ネ ッ トワー クに 閉 じた ネ ッ トワ ー ク管 理 を行 う。

NMSマ ス タ プ ロセ ス 内の マ ネ ー ジ ャは,こ れ らの サ ブ ネ ッ トワー クを エ ー

ジ ェ ン トを 介 して 統 合 管 理 す る。

各 サ ブネ ッ トワー ク内 で は,必 要 に応 じて さ らに階 層 構 造 を とる こ とが で き

る。 た だ し,こ の 内 部 構 造 は他 の サ ブ ネ ッ トワ ー クを意 識 しな い こ とを 原 則 と

して い る。VISION-NMSは,ま た 以 下 の 外 部 シス テ ム と連 携 して 機 能

す る こ とが 可 能 で あ る。

・保 守 支 援 シス テ ム

・環 境 保 全 シス テ ム

・他 の ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ム

保 守 支 援 シス テ ム は,VISION-NMSに 対 し専 門 的 な立 場 か ら各 種 診

断,障 害 解 析,ソ フ トウ ェア 更 新 な どの 支 援 を行 う。 環 境 保 全 シス テ ムは,オ

フ ィ ス フ ァ ク トリ環 境 を管 理 す る もの と して ネ ッ トワー ク シス テ ム の 置 か れ て

い る環 境 す な わ ち局 舎,付 帯 設 備 の 管理 を 行 う。
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他 の ネ ッ トワー ク

管 理 シス テム

AGT

量『
二

///
/▽

MGR

//＼ ＼こ
＼

＼ ＼

保 守 支 援 シス テ ム

NMマ ス タ プ ロセ ッサ

AGT＼

×
＼
㍉

＼ ＼
＼＼ ＼

伝 送 サ ブネットワー

AGT

環境保全 システム

交 換 サ ブネ ットワーク

O.Gdi＼

コ ンピュータ/端 末 サ ブネ ッ トワーク

lPS

GW

サ プ ネ ッ トワー ク シス テ ム

MGR:Manager

AGT:Agent

図1.24VISION-NMSの 具 体 的 イ メ ー ジ
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(4)シ ス テ ム 構 成

VISION-NMSと サ ブ ネ ッ トワー ク管理 システ ム お よ び管 理 対 象 装 置

との 構成 イ メ ー ジを図1.25に 示 す。

VISION-NMSの 核 とな るNMSマ ス タプ ロセ ッサ は,ミ ニ コ ン ピ ュ

ー タMSシ リー ズ あ る い は大 型 汎用 機 のACOSシ リー ズ か らネ ッ トワー ク規

模 お よ び適 用 管 理 サ ー ビス機 能 によ り選 定 で き る。

NMSマ ス タ プ ロセ ッサ に は,監 視 用 コ ンソー ル と制 御用 コ ン ソー ル が接 続

され,監 視 の 一 元 化,制 御 の 一 元 化 を 可 能 とす る。

VISION-NMSは,ネ ッ トワ ー クの 各 種 資 源 の稼 働 状 態 を 常 時 監 視 し,

管 理 対 象 装 置 か らの 障害 情 報 を 受 け取 る と監 視 コ ンソー ル へ 表 示,ブ ザ ー鳴 動

す る と と もに履 歴 情報 と して ロ グ フ ァイル へ 登 録 す る。 これ に よ り障 害 の 迅 速

な対 応 を可 能 と し,制 御 コ ンソ ール を 使 用 し障 害 の 特定 化,復 旧 作 業 を 可 能 と

す る。

監 視 画 面 は,グ ラ フ ィ ッ ク表 示 を用 いて 運 用 者 に対 す るネ ッ トワ ー ク全 体 の

稼 働 状 態 を容 易 に認 識 で き る よ うに視 認 性 の 高 い マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スを

提 供 す る。 更 に監 視 画 面 は,ネ ッ トワー ク全 体/ロ ー カル 地 域 な どユ ー ザの 管

理 体 制 に 合 わ せ た 画 面 を 用 意 し,そ れ らを階 層 構 成 で 表 示 し,地 域 か ら装 置 単

位,パ ッケー ジ実 装 単 位 まで の 監視 を容 易 に 行 う こ とが で き,同 様 に大 型 デ ィ

ス プ レイ に表 示 で き る。 ネ ッ トワー ク構 成 の 監視 画 面 は,ユ ー ザ ご とに カ ス タ

マ ラ イ ズす る こ とを可 能 と し,更 に 障 害種 別 の 表 示 色 を変 え る こ とに よ り,よ

り一 層 の ビ ジ ュア ル表 現 を 高 め て い る。

・緊 急 障 害(Majar)

・準 緊 急 障 害(Minor)

・注 意(Caution)

・単 な る通 知(lnformation)

・介 入 要 求(lnterventionRequired)
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制 御 コ ン ソー ル は,ネ ッ トワ ー クの 制 御 お よ び保 守 用 と して 使 用 し,運 用 モ

ー ドの 変更 ,障 害 の 特 定 化,ネ ッ トワ ー クの 資 源 の試 験 ・診 断 あ るい は ネ ッ ト

ワー クの再 構 成 な どを 行 う。 コ ンソ ール は,運 用 形 態 に合 わせ て 複数 台 設 置 す

る こ とが可 能 で あ り,ま た遠 隔 に よ り ネ ッ トワ ー クの監 視 ・制 御 で き る。

ア ラーム接点情報 装置 は,信 号 レベル による物理 的な障害検 出を装 置の外 部

か らアラーム接点情 報の収集を可能 と し,ま た局舎 の付帯設備,電 源装 置あ る

いは他 ベ ンダ機器 か らアラー ム接 点情報が取 り出せ る場合 には これ らの情報 を

このアラーム接点情 報装置で収集 しネ ッ トワーク管理 セ ンタにて集 中監視 す る

ことも可能 であ る。

NMSマ スタ

プ ロセ ンサ

圏 監視・・ンソール

身 制御用・ンソ…

アラーム接点

lIlil

■●

－
ACOSSPNモ デムAPEX510FMMMAPEX2400● ●●Tl-MUX
SUB-NMSSUB-NMS

－
－

SUB-NMSSUB-NMSSUB-NMSSUB-NMS

ACOS モデ ム APEX510F MMM APEX2 Tl-MUX 源,局

図1.25VISION-NMSシ ス テ ム 構 成
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(5)今 後 の展 開

開放 的 ネ ッ トワー ク管 理 シ ス テム

ネ ッ トワ ー ク管理 シ ス テ ム は,企 業 情 報 ネ ッ トワー クの 信 頼 性,安 全 性 を維

持 す るた め に,ま す ます 重 要 性 を増 して い く。

今 後,ISDN,衛 星 通 信 を 利用 す る こ と に よ りネ ッ トワー クの グ ローバ ル

化 とい っ た,ま す ま す 広 域 化,複 雑 化,国 際 化 して い く企業 情 報 ネ ッ トワ ー ク

に対 す るネ ッ トワー ク管 理 シス テ ム の 期 待 は 大 き い。 また ネ ッ トワ ー ク構 成 機

器 の マ ル チベ ンダ化 が 進 む な か で,早 期 の ネ ッ トワ ー ク管 理 の 国 際 標 準 化 が 重

要 な課 題 とな る。 日本 電 気 の提 供す るVISION-NMSの 目 的 は,OSI

ネ ッ トワー ク管 理 シス テ ム の標 準 動 向 を 見 つ め な が ら開放 的 ネ ッ トワー ク管 理

シス テ ム を 製 品 化 し将 来 を展 望 した企 業 戦 略 ツー ル と して 提 供 して い くこ と に

あ る。
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1.3LANや ワークステーション環 境 を中 心 と した ネ ッ トワ ー ク管 理 につ い て

ISO(国 際標 準 化 機 構)で のOSI(開 放 型 シス テ ム 間相 互 接 続)の 考 え

方 が 普 及 す る一方 で,エ ン ドユ ー ザ に近 いLANや ワー クス テ ー シ ョ ン環 境 に

お い て は,広 域 網 に お け る以 上 に,数 多 くの各 社 固 有 の ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ

テ クチ ャが 存 在 して い る。 この た め,ネ ッ トワー ク管理 も,そ れ ら に応 じた特

有 の 方 式 が と られ て い るの が 実 情 で あ る。 本 文 で は,ま ず,LANや ワー クス

テ ー シ ョ ン環 境 を 中 心 と した ネ ッ トワー ク管 理 の 位 置 付 け にっ い て の 一 般 的 な

考 え 方 を 記 述 す る。 そ して,研 究 段 階 の もの を 中 心 に して,LANや 分 散 シス

テ ム にお け るネ ッ トワ ー ク管 理 を実 現 す る上 で の 種 々の 考 え 方,課 題,あ るい

は実 現 例 を,1988年 に 開 催 され た 国 際 ワ ー ク ス シ ョ ップIFI.PTC6/

W6.4Aの 予稿 集 の 中 か ら,LANや 分 散 シス テ ム にお け る ネ ッ トワー ク管 理

に つ いて の論 文 を調 査 す る こ とな どか ら紹 介 す る。 さ らに,IEEE802委

員会 で検 討 され て い る よ うなLANに,OSI管 理 を適 用 す る場 合 の 考 え 方 に

つ い て も言 及 す る。

1.3.1LANや ワー ク ス テー シ ョ ンに お け る ネ ッ トワー ク管理 の 位 置 付 け

(1)管 理 領 域 と管理 主 体

図1.26にX.25パ ケ ッ ト網 やISDNな どのWAN(WideAreaNetwork;

広 域 網)お よ びLANか ら構 成 され る一 般 的 な ネ ッ トワ ー クの 階 層 構 成 を 示 す 。

す なわ ち,ワ ー クステ ー シ ョ ン等 の エ ン ドシステ ム は通 信 用 イ ンタ フ ェ ー スを

介 してCSMA/CDや トー ク ン リ ング な どの ア ク セ ス プ ロ トコル を 持 つ 中低

速 の,フ ロア レベ ル に相 当す る支 線LANに 結 合 され る。 い くっ か の 支 線LA

Nは,ブ リッ ジを介 してFDDI(FiberDistributedDataInterface)や

TDMA-LANな どの 高 速 の 幹 線LANに 結 合 され る。 そ して,こ の幹 線L

ANが,ゲ ー トウ ェイ を介 してWANに 結 合 され る とい うの が 一 般 的 な構 成 と

考 え られ る。 この モ デ ル に 従 え ば,各 レベ ル また は領 域 の 管 理 は表L2に 示 す

よ うな 管 理 領 域 とそれ らに 対 応 す る管 理 主 体 との組 み 合 わ せ で 区分 す る こ とが
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で き る 。

WAN

1

ゲ ー ト ウ ェ イ

1

幹線LAN

1

ブ リ ッ ジ

1　

支線LAN

1

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

図1.26一 般 的 なWANお よ びLANの 階 層 構 成

表1.2一 般 的 な管 理 領 域 と管 理 主体

管 理 領 域 管 理 主 体

WAN WANマ ネ ー ジ ャ

ゲ ー ト ウ ェ イ WANマ ネ ー ジ ャま た はゲ ー トウ ェイ

幹線LAN 幹 線LANマ ネ ー ジ ャまた は ゲ ー トウ ェイ

ブ リ ッジ 幹 線LANマ ネ ー ジ ャまた は ブ リッ ジ

支線LAN 支 線LANマ ネ ー ジ ャまた は ブ リッ ジ

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン ホス トOSま たは ホス ト管理機能

通 信 用 イ ン タ フ ェ ー ス イ ン タ フ ェー ス 内 局 管 理機 能

(2)LANの 管 理

LANに お け る管 理 対 象 と して は,メ デ ィア や 物 理 層で の リピー タ,デ ー タ
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リ ン ク層 で の ブ リ ッ ジ,ネ ッ トワー ク層 で の ル ー タ トラ ンス ポ ー ト層 以 上 で の

ゲ ー トウ ェイ等 の 中継 装 置,さ らに通 信 用 イ ン タ フ ェー ス 内 の モ デ ムや プ ロ ト

コル マ シ ンな どが 挙 げ られ る。 各 管 理 対 象 に は管 理 情 報 が あ り,た とえ ば,メ

デ ィア に は断 線 チ ェ ッ ク情 報,モ デ ム に は送 受 信 機 動 作 チ ェ ッ ク情 報 等 の 情 報

が 管 理 され る。 プ ロ トコル マ シ ンで は,プ ロ トコル 固有 の カ ウ ンタ情 報 等 の ほ

か,構 成 管 理 情 報 と して の 各 ノ ー ドの ア ドレスが 管理 され る。

(3)ワ ー ク ス テ ー シ ョン環 境 の 管 理

ワ ー クス テ ー シ ョン環 境 に お け る 管理 対 象 と して は,ワ ー クス テ ー シ ョ ンそ

の もの の ほか,フ ァイ ル,プ ロ グ ラ ム,ま た外 部 メモ リ装 置,プ リンタ,イ メ

ー ジス キ ャナ等 の 周 辺 装 置 な どが あ る。 ワー クス テ ー シ ョ ンその もの は,固 有

名 お よ び ア ドレス に よ り管 理 され,た とえ ば,UNIXの4.3BSDの 環 境 で

は指 定 領 域 あ る い は ドメ イ ン 内の 資源 の固 有 名 を 管理 す るネ ー ム サ ーバ,ネ ー

ムサ ーバ に対 す る クラ イ ア ン トで あ るネ ー ム レ ゾル バ が 実 装 され る。 ま た,フ

ァイ ルの 管 理 にお いて は,同 じ くUNIX環 境 でNFS(NetworkFile

System)と よ ばれ る異 な る ワ ー クス テ ー シ ョン内 の 階層 的 に構i成 され た フ ァイ

ル シス テ ム 内の デ ィ レ ク トリを 互 い に リン クす る こ と によ り,フ ァイ ル の共 有

を 可 能 にす る よ うな管 理 機 能 な ど が 実 用 さ れ て い る。 さ らに,ワ ー クス テ ー シ

ョ ンの 電 源 が 不 用 意 に切 られ,他 の エ ン ドシ ステ ムか らの ア クセ ス が不 能 に な

っ た ときの 遠 隔 立 ち上 げ 方 法 な ど の ネ ッ トワ ー ク運 用 管 理 上 の 問題 も重 要 で あ

る。

1.3.2種 々 の管 理 ア ー キ テ ク チ ャの 検討 例

(1)サ ー ビス タ イ プ に よ る管 理(lmperialCollege,UK)(1)

分 散 シス テ ムで は個 々の サ ー ビ スが 互 い に他 の サ ー ビス を利 用 して そ れ ぞ れ

の 機 能 を実 現 して い る と考 え られ る。 そ の サ ー ビス構 造 を表 現 す るの に,仮 オ

ブ ジ ェ ク トと して の サ ー ビス タ イ プ と,そ こか ら生 成 され る 実 体 で あ るサ ーバ
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とい う概念 を用い る。 管理 は,サ ー ビスを維持 し拡張 させ ることを可能 にす る

ための機能であ り,管 理 情報 を構成要素か ら集 め判 断 し,乖 離オペ レー シ ョン

を実行す る管理エ ー ジェ ン トをサー ビスタイプ内部 に含 める ことにより図1.23

の よ うにモデル化 で きる。主 な管理機能 と しては,構 成管理,名 前管理,監 視

,故 障処理,性 能最 適化,保 険管理,課 金な どがあ るが,こ れ らの管理機能 は

互 いに関連 し合 ってお り,そ れぞれをサー ビス タイプ と考 えて整理す る ことが

で きる。 また,管 理領域 は階層状の構 造を持つのが通常 で,地 域,組 織,機 密

管理上 の境 界 に基づ くま とま りであ る ドメイ ンの概念 を各階層での管理単位 と

して導入 す ることによ り管理の構造が記述で きる。

Managgment

Agθnls

USERS 一

一

Ordinary

UserS

・・… 登載 懸議 ぽ

ミSgrvic6

⑦置 ◎響 鴫 職
Manag・mgn・ 噌 。。.p。.。nt,。H。,d.。,θ 。,

Ag・nt・ ミS。kW。,θSgwe,s

ミ

漂1CE

lmportgdlntertace

担subsgt。1。pgratl。ns

θxportedbyolhθr

servlcθtypes

SERVICE

TYPE

図1.27サ ービス タイプ情報 の流 れ

(2)デ ー タ デ ィ ク シ ョナ リに よ る管 理

(UniversityofLondonComputerCenter,UK)(2)

ネ ッ トワー ク管 理 にお け る5っ の機 能 的管 理 分 野 一障 害,構 成,性 能,機 密,

お よ び会 計 一の 管 理 機 能 は,図1.28に 示 す よ う に相 互 に関 連 し合 って い る。 こ

れ らの管 理 情 報 を 効 率 的 に 処 理 す るた め に広 域 分 散 シス テ ム を サ ポ ー トす る技

術 を 開 発 す るた め の プ ロ ジ ェク トで あ るADMIRALで は,従 来 の,情 報 を
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一 括 して 中央 に蓄 積 す る方 法 を 修 正 し
,単 に,ど こ にデ ー タが あ るかが 分 か る

よ う に,デ ー タ ・デ ィ ク シ ョナ リを用 い る分 散 的 な方 法 を 実 現 した。 これ は

Recnikと 呼 ば れ る仮 想 デ ー タベ ー ス に基 づ く情 報 管 理 方 法 で あ り,図1.29

に 示 す よ うに,デ ー タ ・デ ィ ク シ ョナ リ,ル ー タ,ト ラ ンス レ ー タ ,お よ び ノ

ー テ ィ フ ァイ ア か ら構 成 され る
。 この と き各 管 理 エ ンテ ィテ ィはRecnikを コ

ー ルす る こ とで 情 報 の 獲 得 や 編 集 が 行 え る
。

(3)LAN相 互 接 続 に お け る 管 理(UniversityCollegeLondon,UK)(3)

LAN間 を 相 互 接 続 す る装 置 と して,MAC(メ デ ィア ア ク セ ス制 御)副 層

で 中継 す るMACブ リ ッ ジと ネ ッ トワ ー ク層 で 中継 す るル ー タが 存 在 す る。 こ

の2つ の 装 置 に 関 して,以 下 の6つ の 観 点 か ら比 較 して い る。

① プ ロ トコル の透 過 性:ブ リ ッジ はい か な る上 位 層 もサ ポ ー トで き る。

② ホ ス ト,ブ リ ッ ジ,お よ び ル ー タの ア ドレ ッシ ン グ:ブ リ ッジを 使 用 す

る場 合 は,ホ ス トは ア ドレ ッ シ ン グに 関 し何 らプ ロ トコル を持 つ必 要 は な

いが,ル ー タを 使 用 す る場 合 は ア ドレス レゾ リュー シ ョ ンプ ロ トコル が ホ

ス トとル ー タ双 方 に必 要 で あ る。

③ 障害 の 分離 と トラ フ ィ ッ クの 限 界:ブ リ ッ ジ もル ー タ も障 害 の 分 離 を容

易 に し,シ ス テ ム が 許 容 す る トラ フ ィ ックの 限 界 を 向上 させ る。

④ ル ー テ ィ ング とル ー プ の 防 止:ブ リ ッジは,ル ー チ ング 時 の ル ー プ防 止

の プ ロ トコル は な い が,ル ー タ に は存 在 す る。

⑤ ア クセ ス制 御:ブ リッ ジ に と って の ア クセ ス は物 理 ア ドレス に 基 づ いて

お り,ル ー タ に と っ て の ア クセ ス は ネ ッ トワー クIDに 基 づ いて い る。 し

た が って,ル ー タの 方 が 扱 う情 報 と して は少 な い。

⑥ 遠 隔 管 理:ル ー タ に関 して は 多 くの 遠 隔 管 理 プ ロ トコル が 存 在 す るが,

ブ リ ッジに は な い 。
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(4)オ ブ ジ ェ ク ト指 向 ポ ー トに よ る管 理

(BulgarianAcademyofSciences,Bulgaria)(4)

完 全 に 分 散 化 され た オ ペ レー テ ィ ング環 境 を構 築 ・管 理 す る1つ の ア プ ロー

チ を紹 介 す る。 この オ ペ レー テ ィ ング環 境 は,カ ー ネ ル,ネ ッ トサ ーバ,お よ

び フ ァイ ル 転 送 な ど種 々 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロセ ス群 が らな り,カ ー ネ ル

が マル チ タ ス ク制 御 とオ ブ ジ ェ ク ト指 向型 の プ ロセ ス 生 成 を サ ポー トす る一 方,

ネ ッ トサ ー バ が 複 数 プ ロ セ ス 間 の統 一 的 な通 信 手 段 を 提 供 す る。 図1.30に 示 す

よ うに,通 信 はオ ブ ジ ェ ク トと して 定 義 され て い る 何種 類 か の ポー トを介 して

行 われ る。 プ ロセ ス生 成 時 に ネ ッ トサ ーバ との 通 信 用 の ポー トが 作 られ,プ ロ

セ ス は これ を 通 じて 他 の プ ロセ スか らの メ ッセ ー ジを 受 け 取 るた め の ポ ー トを

任 意 に生 成,制 御,お よ び削 除 をす る。 ネ ッ トサ ー バ は これ らの ポ ー ト操 作 に

合 わせ て,自 ノ ー ドお よ び他 ノー ド上 の ア ドレス テ ー ブ ル を 管 理 し,透 過 的 な

プ ロセ ス間 の 通 信 を 実 現 す る。

㈲ 分 散 シ ステ ム ・カ ー ネ ル に よ る管 理

(UniversityofMiningandMetallurgy,Poland)(5)

UMMLANプ ロ ジ ェ ク トは,大 学 内LAN上 に 構 築 され た分 散 コ ン ピ ュー

タ ・システ ムの 開 発 を 目 的 に して い る。 この研 究 で は,UMMLANネ ッ トワ

ー クで 行 って い る管 理 の ア プ ロー チが 述 べ られ て い る。 こ こで は,オ ペ レー テ

ィ ング シ ス テ ムや 上 位 層 か らの ア クセ ス を容 易 に す るた め に,ネ ッ トワー ク上

の ノー ドの オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム 内 に,ト ラ ンス ポ ー ト ・サ ー ビスを 入

れ て い る。 これ は,図1.31に 示 す よ うに,各 ノー ドが 持 つ 分 散 シス テ ム ・カ ー

ネ ル を採 用 す る こ と に よ り可 能 に な った。 この方 法 は異 種 の マ イ クロ コ ン ピュ

ー タ間の 結 合 を 強 く し,ト ラ ン スポ ー ト層 の オ ペ レー シ ョ ンの管 理 を簡 単 にす

る とい う利 点 が あ る。 こ こで は,こ の 分散 シス テ ム ・カ ー ネ ル の プ リ ミテ ィブ

の定 義 と,の プ リ ミテ ィブ に よ り構 成 され る代 表 的 な 相 互 プ ロセ ス通 信 メ カニ

ズ ム と して,プ リン トサ ー バ とプ リン ト ・ユ ー テ ィ リテ ィの実 例 が 述 べ られ て

い る。TSB(TransportStationBoard)は,CPUと イ ー サ ネ ッ ト ・
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コ ン トロー ラ とか らな り,ト ラ ンス ポ ー ト層 まで 実 装 して お り,ホ ス トと は共

有 メ モ リと シス テ ム ・バ スで っ なが って い る。 なお,図1.32で は カ ー ネ ルの 管

理 構 造 を示 す。
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1.3.3管 理 領 域 と検 討 例

(1)障 害 管 理

(a)光LANに お け る 自己診 断機 能 な ど(13)

32Mbpsの トー ク ン リ ング方 式 光LANで あ る住 友 電 工 製SUMINET-

3300で の実 現 例 に つ いて 紹 介 す る。

① 自己診 断 機 能/切 り離 し機 能

ノー ドに は電 源 投 入 リセ ッ ト時 に デバ イ ス を 自 己診 断 す る機 能 を 実 装 して い

る。 また,運 用 中,本 来 の 通 信 の 合 間 に 自己診 断 パ ケ ッ トを リ ング に送 出 し,

自身 の 送 受 信 機 能 を た えず チ ェ ッ クす る機 能 を持 って い る。 も し,ノ ー ド自身

あ る い は伝 送 路 の リ ン グに異 常 が発 生 した 場 合,光 フ ァイ バ コ ンセ ン トレ一 夕

で は,障 害 の 箇 所 に よ って バ イ パ ス,ル ープ バ ック に よ り障 害 部 分 を ネ ッ トワ

ー クか ら切 り 離 し,予 備 系 の 光 フ ァ イ バ を 用 い て,リ ン グ を 再 構 成 す る。

(図1.29参 照)。

② ネ ッ トワ ー ク モニ タ機 能

NSM(ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス ・モ ニ タ)の 端 末 か ら,ネ ッ トワー クの監

視 や 利 用 状 況 を照 会 す る こ とが で き る。 異 常 の 発 生 した ノ ー ドを診 断 パ ケ ッ ト

に よ って 調 査 す る コマ ン ドや リン グ上 の 順 列 を モ ニ タす る機 能 が あ る。 な お,

広 域 網 を 利用 した遠 隔 保 守 機 能 サ ー ビス も提 供 して い る。

(2)構 成 管 理

(a)光LANに お け る プ ロ グラ ム ・ダ ウ ン ロー ド機能 な ど(13)

同 じ くSUMINET-3300に お け る具体 例 を 紹 介 す る。
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① プ ロ グ ラ ム ・ダ ウ ンロ ー ド機 能

ノ ー ドの プ ロ トコル は 種 類 が 多 く,機 能 追 加 や ノー ドご との パ ラ メ タの 設 定

な ど,ソ フ トウ ェア構 成 の 変 更 が 要 求 され る こ とが あ る。 そ の た め,ノ ー ドは

最 低 限 の プ ロ グ ラ ム を フ ァー ム ウ ェア と してROMに 実 装 し,そ の 他 の プ ロ ト

コル はす べ てRAM上 で 動 作 させ る方 式 を と って い る。RAM上 の プ ロ トコル

はNSMの デ ィス クに格 納 して あ り,各 ノ ー ドの電 源 投 入 に よ り自動 的 に ダ ウ

ンロ ー ドされ る。 この場 合,ダ ウ ンロ ー ド ・プ ロ トコル は次 の 通 りで あ る。 電

源 が リセ ッ トされ た ノー ドは 自己 診 断 した後,自 分 の ノ ー ドア ドレス を付 けて

ダ ウ ンロー ド要 求 パ ケ ッ トを 一 斉 に同 報 す る。NSMで は同 パ ケ ッ トを受 信 す

る と,そ の ノ ー ドとの プ ロ トコル ・ソ フ トウ ェア を デ ィ ス クか ら取 り出 し,ア

ドレスを 付 けて 送 信 す る。 要 求 ノ ー ドで は送 られ て くる プ ロ トコル ・ソフ トウ

ェアをRAMに 配 置 し,ノ ー ドと して 稼 働 を 開始 す る。

ノー ドの 故障

/

/バ イパス

一

川、__ lLi謝
、/

!「`一 、

/
ループパック

、 二廷 、.㍗ 竺
＼ /

葛 一一1・

)× ノ
/、

晶 冒繋
光 ファイバの断線

図L33光 フ ァ イ バ コ ン セ ン ト レ 一 夕 に よ る バ イ パ ス/ル ー プ バ ッ ク
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② ノー ド ・コ ンフ ィギ ュ レー シ ョ ン機 能

NSMに 格 納 して あ る ノー ドの プ ロ トコル ・ソ フ トウ ェア をCRT端 末 を 用

い て 編 集 す る機 能 で あ る。編 集 項 目 と して,ノ ー ドタイ プ に 応 じた基 本 プ ロ グ

ラム の 選 択,愛 称 の 設 定 な どが あ る。

(b)相 互 接 続 ネ ッ トワ ー クの た めの 分 散 管 理(IEI-CNR,Pisa,Italy)(6)

LANやWANに お け る,広 範 囲勝 つ広 帯 域 で,よ り高 度 な サ ー ビスの 結 合

を 考 え る と き に,問 題 に な る帯 域 幅 の 管理 に対 し簡単 な アル ゴ リズ ムを 提 案 す

る。 この 提 案 は,相 互 接 続 ネ ッ トワ ー クの 大 規 模 シス テ ム を対 象 に し,パ ケ ッ

トの オ ーバ ヘ ッ ドが軽 く,ハ ー ドウ ェ アが 複 雑 に な らな い とい う特 徴 が あ る。

ア ル ゴ リズ ム は以 下 の よ うに な って い る。 各 局 は トラフ ィ ック測 定 器 を持 ち,

パ ケ ッ トの伝 送 レー トの 平 均 値 が 観 測 で き る。 ホ ス トが コネ ク シ ョン時 に 使 う

経 路 に沿 って 宛 先 ホ ス トに送 る。 こ のパ ケ ッ トは,コ ネ ク シ ョ ンに 必 要 な 帯 域

にっ いて の 情 報 を 持 つ 。 経 路 に沿 う各 ノー ドは,そ の 帯域 要 求 が可 能 な と きの

み 中継 し,不 可 能 な と き は その パ ケ ッ トを捨 て る。 宛 先 ホ ス トか らACKパ ケ

ッ トが 返 っ て き た ら当該 経 路 に て 要 求 帯 域 が 確 保 され た と し,通 信 を 始 め る

(図1.34お よ び 図1.35参 照)。そ の他,サ イ レ ンス の状 態 で も,新 た な コネ ク シ

ョンが 張 られ るの を 阻止 す るた め の,帯 域 保 持 パ ケ ッ トな ど も考 え られ て い る。

(c)サ ー ビス 統 合 型 ネ ッ トワ ー ク にお け る チ ャネル の 割 り当 て

(Face-RC,Italy)(7)

超 広 帯 域 コ ヒー レ ン ト光 通 信 ネ ッ トワー ク上 で の 複 数 の チ ャネ ル に周 波 数 を

分 割 して 用 い る方 法 が 取 り扱 われ て い る。 ネ ッ トワー クの 構 造 に 影 響 を与 え る

OSIの 下 位3層 の うち物 理 層 で は,複 数 の チ ャネ ル ご との 光 イ ンタ フ ェー ス

を持 って い る(図1.36参 照)。物 理 層 管 理 は,こ れ らの光 イ ン タ フ ェー ス へ の 周

波 数 の 割 り当 て を 行 う。 デ ー タ リ ング層 は,非 同期 のバ ー ス ト的 な サ ー ビスを

提 供 す るMACと 長 時 間 の 大 容 量 の サ ー ビス を提 供 す るMACと 異 な っ たサ ー

ビス を提 供 す る複 数 のLLC(ロ ジカ ル リン ク制 御)か ら構 成 され る。 デ ー タ

ー61一



リ ンク層 管 理 エ ンテ ィテ ィは,こ れ らの サ ー ビス の トラ フ ィ ックを 管 理 す るた

め の 管理 情 報 ベ ー ス と して 各 種 の マ ップ を 作 成 す る。 た とえ ば,ネ ッ トワ ー ク

層 で は,ネ ッ トワ ー ク層 管 理 エ ンテ ィテ ィが 管 理 す る各 局 の 周 波 数 割 り 当て の

要 求 待 ち マ ップ を 用 いて 情 報 の ル ー テ ィ ン グ を行 う。 基 本 的 に は,OSI管 理

に準 拠 した もの で あ り,管 理 情 報 の 交 換 に は トー ク ンバ ス方 式 の別 建 て の バ ス

を用 いて い る。

SeleCヒrOUtefOrCOnneCtiOn

sendaUocate-bandpacket

if(positiveACKreceived)

thenstartregulartransmission

else<retryorgiveupasapPropriate>

endif

図1.34ホ ス ト向 けの コネ ク シ ョン開始 プ ロ トコル

if(request<intemctworkcapacity-monitoredtrafficfigure)

then{forwardpacket;

monitoredtrafficfigure=

monitoredtrafficfigure-request}

elsc{droppackct;

【scndNACK}!*optional*ノ}

endif

図1.35ノ ー ドか らの 帯 域 割 り当 て パ ケ ッ トの 処 理
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図1.36局 間相互接続 アーキテクチ ャ

(d)位 置 情 報 や ア ベ イ ラ ビ リテ ィ情 報 の 管 理

(UniversityCollegeLondon,UK)〔8)

ネ ッ トワー クの 構 成 管 理 は,構 成 情 報 を 収 集 しネ ッ トワ ー ク資 源 の 構 成 を制

御 して,サ ー ビ スの 質 を維 持 す る ことを 目的 とす る。 構 成 情 報 に は,名 前,ア

ドレス,お よ び 経 路 な どの 位 置 情 報,ア ベ イ ラ ビ リテ ィや リー チ ャ ビ リテ ィ情

報 が あ る。 リー チ ャ ビ リテ ィは ネ ッ トワー ク の 階層 別 マ ップで 簡 潔 に表 現 で き

る。 構 成 管理 情 報 に は,こ れ らの 構 成 の 変 化 を ユ ーザ や モニ タか らの 情 報 で 知

り,デ ー タベ ー ス を更 新 す る と と もに経 路 制 御 機 構 と協 調 して 経 路 テ ー ブ ル を

更 新 す る機 能 が 必 要 で あ る(図1.37参 照)。 ま た,必 要 に応 じて 障 害 管 理 な ど他

の 管理 機 構 を 起 動 す る こ とが 要 求 され る。 例 え ば,こ このLANで は,構 成 管

理 は シス テ ム管 理 者 に よ る名 前 ・ア ドレス の 管 理 と,そ の 結 果 を配 布 す る機 能

で構 成 され て い る。 分 散 され た相 互 監 視,再 構 成 を行 う自動 的 な構 成 管 理 機 能

を持 つ シス テ ム もあ る。
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(3)性 能 管 理

(a)LAN-WANゲ ー トウ ェイ に お け るネ ッ トワー ク性 能 管 理

(HatfieldPolytechnic,UK)(9)

LANの 出現 に よ り,資 源 の最 適 分 配 を 実 現 す る分 散OSの 技 術 が 発 展 して

きて い る。LANがWANを 介 して 接 続 され始 め,LAN上 で 培 った分 散OS

の 技 術 を そ の ま ま そ こ で も適 用 し よ う とす る研 究 が な され て き た 。 こ こ で

COSTllterMANDISシ ス テ ムで 実装 されて い るLAN-WANゲ ー

トウ ェイの 管 理 機 能 を 例 に と って 考 察 す る。 これ はOSI参 照 モ デル と は違 っ

た ア ー キ テ ク チ ャを 持 つ もの で あ り,こ こで の 分散 シス テ ム は ク ラ イ ア ン ト ・

サ ーバ 間 で の コネ ク シ ョ ン レス型 プ ロセ ス間通 信 に基 づ く(図1.38参 照)。 また

,ゲ ー トウ ェイ は リモ ー トに位 置 す る もの と通 信 しよ う と して い る ロ ー カル の

サ ーバ あ る い は ク ラ イ ア ン トに対 して そ れ ぞ れ ク ライ ア ン ト,あ る い はサ ーバ

と して 機 能 す る。 ゲ ー トウ ェイ は,ア クセ ス制 御,課 金,モ ニ タ,障 害 管 理,

性 能 最 適 化 等 の 管 理 機 能 も持 たせ て い る。 た とえ ば,性 能 最 適 化 に関 して いえ ば

,LAN上 の プ ロ トコル で の 短 い再 送 タ イマ の タイ ム ア ウ ト値 に起 因 す るLA

N側 か らの 数 多 くの 再 送 を,ゲ ー トウ ェ イ は適 度 に フ ィル タす る もの で あ る。

この よ う に,WANを 介 して の 分 散 シ ステ ムに お いて はOSI参 照 モ デル で 規

定 して い る機 能 上 の もの と して は,た とえ ば 前述 の よ うな イ ンテ リ ジ ェ ン トな

ゲ ー トウ ェイが 必 要 で あ る こ とが 示 され た 。
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図1.37構 成管理 の要素

Networkt。yer
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図1.38ゲ ー トウ ェ イ とWANを 介 す る ク ラ イ ア ン ト ・サ ーバ 間 の 相 互 利 用
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(4)機 密 管 理

(a)LAN-WANゲ ー トウ ェイ に お け るネ ッ トワー ク機 密 管 理

(UniversityofKent,UK)(lo)

ケ ン ト大 学 と ケ ン ブ リ ッ ジ リ ング を つ な ぐゲ ー トウ ェイ の 管 理 にお いて は

ハ ッカ ー に対 す る対 策 が 重 要 で あ る。 そ こで,16段 階 の ア クセ ス レベ ル と16

段 階 の プ ラ イオ リテ ィを 各 ホ ス トと ユ ー ザ に付 け,ま た ユ ー ザ 名 とパ ス ワ ー

ドを1台 の コ ン ピュ ー タで 管 理 して い る。

1.3.4LANに お け るOSl管 理 に つ い て

LANに お け る標 準 化 はIEEE802委 員会 の 下 の802.3(CSMA

/CD方 式),4(ト ー ク ンバ ス方 式),お よ び5(ト ー ク ン リ ング方 式),各 ワ ー

キ ング グ ル ー プ を 中心 に標 準 化 が 進 め られ て い る。 これ らの 標 準 は,ANSI

の承 認 を 経 て,ISOに お いて 国 際標 準 とな る。 この と き,そ れ ぞ れ はISO

8802-3,4,お よ び5と 呼 ば れ る。OSIモ デ ル にお け る物 理 層 お よ び

MAC副 層 は,図1.39に 示 す よ うに,ISO8802-2(IEEE80

2-2)で 規 定 され るLLC副 層 の 下 位 に位 置 付 け られ て い る。 したが って,

管理 オ ブ ジ ェ ク ト(MO:ManagedObject)の 包 含 関係 を 示 す トリ'一は図1.

40の よ うに書 かれ る。

DataLink

Layer

Physical

Layer lSO8802-3PHY ISO8802-4PHY ISO8802-5PHY

図1.391SO8802関 連 の 層 構i造
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8802-3
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MAC

8802-4
-MO

MAC

8802-5
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図1.401SO8802包 含 木 の構 造

図1.41にOSI管 理 ア ー キ テ クチ ャに お け るISO8802層 管 理 の 位 置 付

けを 示 す 。SMAE(シ ス テ ム管 理 ア プ リケ ー シ ョ ン ・エ ンテ ィテ ィ)は プ レゼ

ンテ ー シ ョン ・サ ー ビス を 用 い る こ と もで き るが,い わ ゆ る,ThinCommunicatio

nStackを 通 して,直 接,デ ー タ リ ンク ・タ イ プ1(コ ・ネ ク シ ョン レ ス型)の サ

ー ビスを 用 い る こ と もで き る。また,シ ズ テ ム プ ログ ラ ム の ロー デ ィ ング を サ ポ

ー トす るた め ,デ ー タ リ ン ク層 の サ ー ビスを 用 い る こ とを オ プ シ ョ ンと して い る

。 ロー カ ル シ ス テ ムの 層 管 理 は実 装 者 に任 され る ロ ヒカ ル マ ス タ ーで あ る が,少

な くと も リモ ー トシス テ ム の層 管 理 は,各 層 のLME(層 管 理 エ ンテ ィテ ィ)と

SMAP(シ ス テ ム 管 理 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロセ ス)と の 間で 各 層 ま た は 各

プ ロ トコル にお け る管 理 情 報 が交 換 され る こ とに よ り行 わ れ る。

IEEE802委 員 会 で は,IEEE802.3ワ ー キ ング ・グ ル ー プ が,

ISOで のOSI管 理標 準 化 の 動 きに協 調 しな が ら,ネ ッ トワー ク管 理 に関 す る

フ レー ム ワ ー クを ほ ぼ終 え た段 階で あ るqD。 また,個 々の ア クセ ス・プ ロ トコ

ル に対 す る管 理 情 報 は個 別 の標 準 内 に列 挙 され て い る。 実装 規 約 レベ ルで は,

IEEE802.4ト ー ク ンバ ス方 式 を採 用 して い るMAP(Manufacturing

AutomationProtocol)バ ー ジ ョン3.0に お け るネ ッ トワー ク管 理 実 装 仕 様 が

最 も先 行 して お り,上 記 の 考 え方 に基 づ く もの と して 雛 形 的存 在 とな って い る

(12)
。

一67一



SMAP

「

l

l

l

l

l

I

－

一

ー

l

l

-

l

l

l

I

l

l

－

B

－

1

－

M

「

ー

l

l

－

一

一

一

1

-

1

-

1

一

－

l

l

－

ー

二

一

一

二

↑

「 一 一 一 一 「

Pptnl一
LME SMAElLoadl

巴巴」

Φ
爪

「 寸

LME PL 1 ト一一ーー－ThinCommun

___J
← 一 一 Stack

LME SL 1 1
ト ーー ー ー 一 「

LME TL 1 1

1 1 Optinal

「 一ー ー一一→

1 1 IEEELSAP
LME NL 1 1

1Ψ

1 { Ψfor System
口 口

LME 8802LLC-SL
一 一 ー 一 一 一一 ー 一

LME 8802MAC-SL

LME 8802PHY-L

LME

LSAP

MIB

SMAE

SMAP

LayerManagementEntity

LLCServiceAccessPoint

ManagementInformationBase

SystemManagementApplicationEntity

SystemManagementApPlicationProcess

図1.410SI管 理 ア ー キ テ ク チ ャ に お け る

IEEE802層 管 理

ISOに お け るOSI管 理 標 準 にお いて は管 理 情 報 を 交換 す る と きの プ ロ ト

コル や 管 理 情 報 と その 記 述 方 法 につ いて は標 準 化 して い こ う と して い る もの の,

個 々の 管 理 情 報 の 利 用 方 法 や 制 御 方 法 につ いて は標 準 化 の範 囲 外 と して い る。

た とえ ば,ル ール ベ ー ス でLANや ワー ク ス テ ー シ ョン環 境 上 の 障 害 の 把 握 か

ら原 因 を追 求 し復 旧策 を案 出 す る よ うな,AIを 適 用 した 障 害 管 理 シス テ ム も

開 発 され て い る。 言 い換 え れ ば,ネ ッ トワー ク管 理 者 とネ ッ トワー ク シス テ ム

間 の 応 用 プ ロセ スの レベ ル こ そが,ネ ッ トワー ク シ ステ ムの 機 能 性 を決 定 す る
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と同 時 に,ネ ッ トワー ク管 理 製 品 相 互 の 差 別 化 の ポ イ ン トに な る と考 え られ る。

SUMINETは 住 友電 工 の 登録 商 標 で あ る。

UNIXはAT&Tの 登 録 商 標 で あ る。

NFSはSunMicrosystemsの 登録 商 標 で あ る。
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1.4回 線環境 を中心 と したネ ッ トワー ク管理

電気通信網 はアナ ログ設備 を主体 と した通信網 か らデ ィジタル設備 を主体 と

した通信網へ と発展 して きた。 このよ うな通信網の デ ィジタル化 によ り,多 彩

なサ ー ビスを提供 す るサ ー ビス総合化 へ向けて通信網 は急速 な変貌 を遂 げつ っ

あ る。 また,電 気通信 サ ー ビスに対 す るユーザのニ ーズが多様化 ・高度化す る

に従 って,経 済的で 良質な サー ビスを提供す ることが必要 とな る。 この ため,

通 信品質の維持 ・向上 、保全サ ー ビスの向上,及 び通信網 の効率的 な運営を 目

的 と した通信網管理 システ ムを実現す る必要がを る。本 システ ムの対象 とな る

通 信網管理業務 には,通 信網設備を状態を常時モニ タ し,故 障発生時 に試験や

制御 を行 う故障管理業務,顔 容毎の住所や機器構成情報 などの収集 ・活用を行

う顔 容管理 業務,通 信網設備 の計画 ・設計 ・建設 管理 を行 う設備 ・建設管理業

務等 様 々な ものがあ る。未報告 では上記の通信網管理業務の うち,通 信網 設備

の運 用 ・保守業 務を 中心 にNTTの 通信網管理 システムの概要 を紹 介す る。

1.4.1通 信網管 理の概要

(1)通 信網管理 機能

通信網設備の運 用 ・保守 に関連 した通信網の管理項 目は,表1.3に 示す よ う

に網 の構成管理,性 能管理及 び障害 管理 の3つ の項 目に分類 され る。
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表1.3通 信 網 管 理 機 能

管 理 項 目 管 理 の 内 容 動 作

〔網構成の管理〕
需要や運用状況 に即 し ・通信網設備の導入計画 一 設備計画設計

た,必 要十分 な網構成 立 案,導 入の実施,稼 働 ・設 備

に な って い るか? 状 況の把握,必 要時 の設 ・装 置 の接 続 ,切 換 え
備 の変更(対 需要変動, や切離 し
障害時や試験実行時の構 ・回線 の 開通 ,切 換 え
成 変更等)な ど 切離 し

・予 備 切 換 え ,切 戻 し
など

〔網の性能 管理〕
網の 目標性 能 は,発 揮 ・回線の伝送 品質,交 換 ・ トラ ピ ッ ク デ ー タ の

されてい るか? 機 の接続 品質,そ の他個 測定
サービス品質 は? 々の サ ー ビス で,願 客 に ・伝送誤 りの測 定

明 らかに した通 信サ ー ビ ・サ ー ビス品 質 へ の換

スの品質の把握 と品質維 算 と評価
持の対策 ・網構成への反映な ど

〔網の障害 管理〕
網の障害管理個所と修 ・各装 置 ,設 備 か らの 警 ・警報の収集

理状況 は? 報 をみて障害 を発見 し正 ・警報の解析

常状 態への復 旧を図 る ・装 置 診 断

・切分 け試験
・修 理 手 配

・復 旧確 認

など

(2)通 信網管理技 術の発達過程(1)

通信網管理 業務 は次の よ うな3段 階 に分 け ることがで きる。

① 人手依存 の時代(1970年 以前)

本時期 は人手依存 によ る通信網管理 が主体であ り,管 理の対象範 囲 も

限 られて いた。

② 集約化 の時代(1970～1980年 代)

本時期 には網管理業務 の省力化,保 守 精度の向上 を目的 と してアナ ロ

グ通信網 を主体 に個 々の装 置対応,サ ー ビス対応 に相互 に独立 したネ ッ ト
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ワ ー ク管 理 シス テ ム(オ ペ レー シ ョン シス テ ム)が 開 発 され,現 在 は そ の

拡 充 段 階 にあ る と言 え る。

ま た,こ の 時 期 に は オ ペ レー シ シ ョン と通 信 網 設備 あ るい は オ ペ レー シ ョ

ンシ ス テ ム相 互 間 を 標 準 イ ンタ フ ェー ス を用 い て接 続 す るた め のTMN

(電 気 通 信 管 理 網)の アー キ テ ク チ ァの研 究 が 進 展 した。

*TelecommunicationsManagenentNetwork

③ 統 合 化 の 時 代(1990年 代)

前 期 で 個 々 に 開発 され た オ ペ レー シ ョン シス テ ムの 統 合 が 進 む と共 に,

AI技 術 の導 入 等 に よ り,よ り迅 速 ・正 確 ・高 度 な統 合 オ ペ レー シ ョン シ

ス テ ムが 実 現 され よ う。

表1.4通 信 プ ロ ト コ ル

TMNの 種 類

OSIレ イヤ

ローカル情 報

転 送 網

汎用情報転送網 WSと の 通 信 用

O

S

I

参

照

モ

デ

ル

応用層 データ形 式 の 規 定

OSIプ ロトコル NO.7

信 号 方 式

プロトコル

OSIvプ ロ1コル*

プレゼーテーション層

NULL

セション層

トランスポート層

ネヲトワーク層 パケッけ01コ ル パケ叶 プ叶 コル ・電 話 網

JUST-PC

手 順

デー列 ンク層 ・LAPB

・LANプ ロトコル

・そ の 他

・LAPB

・ISDN

プロトコル

・LAPB

・SDNプ ロ1コ ル

物理層

通信網種別

・LAN

・インハウス専 用 線

・パケット網

・ISDN

・専 用 回 線

・共通線

信号網

・インハウス専 用 線

・パケヲト網

・専 用 回 線

・LAN

・電 話 網

NULL:プ ロ コル トの 実 装 不 要

*:WSの 処 理 能 力 に 応 じて 一 部 の プ ロ コル ト
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(1)統 合 オ ペ レー シ ョ ンシ ス テ ムの 構 成 と標 準 化

① 統合 オペ レー シ ョンシステム

従来 のオペ レー シ ョンシステムは,前 述 したよ うに個 々に開発 されたた

め,通 信サー ビスの複合化,サ ー ビス要求の高度化 ・多様化 に応 え るため

には融 通性 が不足 してお り,発 展性 も乏 しい。 この ため,NTTで は各種

の通信 網管理機能 要素を整理 し,こ れ らの機能要素 を組み合わせて通信網

管理業 務を実現す る統合オペ レー ションシステムの 開発 を進めて いる。

② システ ム構成

統合 オペ レー シ ョンシステムは以下 の要素 よ り構成 されてお り,各 構成

要素間の イ ンタフ ェースにつ いて現在標準化を進 めて いる。

「-1「-1

「

管 理 セ ンタ

6

情報処理セ ンタ

0

9
)

一
情報処理
システムlWS

L 」 L 」

(汎 用 情 報 転 送 網)

電話局等

藍lw・

情報収集転送システム

/ ・一カル情継 送網)
k

通 信 網 設 備

」

図1.42統 合 オペ レーシ ョンシステムの基本 的な構成
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通信網設 備

電気通信網 の構成 要素であ る交換機,伝 送路,

であ り通信網 管理 の対 象 とな る。

電力設備等の各種装置類

オ ペ レー シ ョ ンの処 理 系

通 信 網 管 理 用 の各 種 デ ー タベ ー スを 保 有 し,通 信網 管 理 用 ア プ リケ ー シ

ョンを 実 現 す る情 報 処 理 セ ン タ,保 守 ・運 用 者 の 作業 場 所 で あ り,オ ペ レ

ー シ ョ ン シス テ ム との接 点 とな る ワ ー ク ス テ ー シ ョン(WS)が 設 置 され

る管 理 セ ンタ ー か ら構 成 され る。

情報転送網

情報転送 網 には,以 下の2種 類が あ る。

(a)ロ ー カル情報転送網

通信網 設備 とはオペ レー ションシステム処理 系を接続す るための転送網

で あ り,通 信網設備の電気的特性,物 理 的特性 に合わせて個 々に構築 され

る。

(b)汎 用 情報転送網

主 と して情報処理 セ ンタ間 を接続 す るための転送網であ り,本 転送網 を

利用す る通 信 コー ドは,地 理的 ・機能 的な制約 を うけず に相手 コー ドとの

通信が可能 であ る。

情報 収集転送 システム

通信網設備 と情報処理セ ンタ間の情報 の授受 を効率 的に行 うための集線,プ

ロコル ト変換 等の機能を もっ 中継 システムであ り,本 システムで監 視 ・試験等

のオペ レー シ ョン処理を行 うこと もある。
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③ 通信 プ ロコ トルの標準化

前記 した情報転送網 はTMNと 呼 ばれ,現 在CCITTを 中心 に網 アー

キテ クチア,通 信 プ ロ トコルの標準化 が進 め られて いる。NTTで も上記

TMNに 準拠 した情報転送 網の標準化 を進めてお り,今 後 開発 され るオペ

レー シ ョンシステムに順 次適用 して い く予定であ る。現在TMN用 の標準

プ ロ トコル と してNTTで 規定 して い る通信 プ ロ トコルの概要 を表1.4に

示す。

1.4.2オ ペ レー シ ョン シ ステ ム の 事 例

現 在,NTTで 開発 済 あ る い は開 発 中 の オ ペ レー シ ョ ン シス テ ム につ いて

以 下 に 紹 介 す る。

(1}伝 走 路 網 運 用 保 守 シ スデ ム(3)

① システムの 目的

伝送路網 は,端 局装 置や中継伝送設備 といった個 々の構成 要素に該 当す る

「装置jと,各 ハ イア ラーキ対応の多重 伝送パ スや専用線 等のサー ビスバ ス

といった 「回線 」によ り構成 されて い る。 この ため,故 障の形 態 によ って は,

各所で発生 して いる警報 を1ケ 所 に集 めて網的 に分析 しなければ故障原 因の

分析,及 び適切 な回復措 置を取 る ことが困難で ある。

本 システムは上記 問題 に対処す る ことによ り,故 障 時間の短縮 とユーザ対

応のサ ー ビスの充実 を 目的 と して開発 が進 め られて い る。

② システムの構成

本 システムは,伝 送装置本体か らの警報 を概 ね ビル単位 に集約す るDSV,

保守エ リア内のDSVか らの警報 を収集 ・処理 す るTOMS,及 び各TMO

Sで 処理 した警報 を全国的 に処理 す るNOS等 階層 的 に構成 されて い る。更

に,保 守業務 に必要な情報 を出力 す るための ワー クステー シ ョンであ るWS
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1,及 びユーザ対応業務 に必要な情報 を出力す るためのWS2等 の装 置 によ

り構成 されて いる。

,。 。A._,E)・B.._難 所 ・ ・c.…-t・]・D… 「

保守担
1「 当局B「 当

msTMoslWSi

保守担一一 「当局D

蕩 蕩 「[鷲・]…撫 謙 剰
(NOSで のエ リア間分析結果)

図1.43伝 送 路 網 運 用 保 守 シ ス テ ム

③ システ ムの概要

警報 の収 集

本 システ ムは専用線 の監視 を目的 と した もので あり,従 来 か らの1秒 以上

故 障が継 続 した場 合の警報に加 え,瞬 時 に発生 ・回復す る警報 もすべて捕 捉

し,自 動記録 してい る。 これによ り,高 速 デ ィジタル専用線 の よ うに短 時間

の瞬断が サー ビスに影響を与え る回線の保守精度 の向上を図 って いる。
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回線 警報の 自動処理

伝送 路が故障 した場合,高 次群 の警報 は下位次群に対 し両面 に波及 し,多

数 の保守 担当局の装 置に波及警報 を発生 させ るため,保 守担 当局の オペ レー

タは故 障区間の特定 が困難 で あ った。 このため本 システムで各保守担 当局 で

自動判定 された最上位警報 を セ ンタに集 めて故障区間を特定 し,各 特定担 当

局並 びに回線統制局 オペ レー タに通知 す る。 この時,回 線統 制局オペ レータ

には,警 報 と共 に故障 して い る統制 回線 名について も自動 出力 して いる。

(2)交 換 機 総 合 保 守 シス テ ム α)

① シ ス テ ムの 目的

従来,SPC交 換 機*の 保 守 ・運 用 は機 種 対 応 に行 なわ れ て い た た め 、

同 じ目的 の 作 業 で もそ の 手 順 が 異 な って お り,保 守 者 は,多 種 多 様 な 対 応 を

要 求 さ れ て い た 。本 シ ステ ム は ア ナ ロ グ/デ ジ ィタルSPC交 換 機 保 守 支 援

シス テ ム の 統 合 ・一 元 化,保 守 支 援 機 能 の 強 化,マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェ ー ス

の 統 一 ・高 度 化 を 目的 と して,現 在 開発 が 進 め られ て い る。

*StoredProgramControl(蓄 積 プ ロ グ ラ ム制 御方 式)

② システムの構成

本 システムは異種複数 の交換機 を収容 して,交 換機 よ り発生す る警報 を監

視,転 送 及 び 交 換 機 の 制 御 情 報 の 転 送 を 行 う交 換 局 用 装 置(STM,

STTF),交 換機保守 システ ムの統合,マ ンマ シンイ ンタフ ェースの統一

・高度化を実現す るための交換機保守支援 サブ システム(EOS)並 びにW

S等 よ り構成 されて いる。
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A-STTF
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図1.44交 換機総合保守システム

③ システムの概 要

交換機の監視 ・制 御

従来,交 換機 で発生 す る警 報や メ ッセー ジは交換機 の警報表示盤,シ ステ

ム状態表示盤 及び監視試 験席等色 々な個所 に表示 されていた。本 システムで

は上記情報 をWSに 一 元的に表示す ることにより,保 守 エ リア内 に点在 す る

交換機を1ヶ 所 か ら効 率的に遠隔監視す ると共 に,故 障装置の閉塞,自 動試

験,自 動IPL等 をWSか ら行 うことがで きる。
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保守業 務の効率化 ・高度化

本 システ ムで は交換機の システ ム構成 に関す る局 データの変更 を遠 隔地か

ら行 う機能,各 地 に点在す る交換機 よ り送 られて くる警報,メ ッセー ジを ジ

ーナル と して一元的 に蓄積 ・検索す る機 能 ,ソ フ トウ ェアセ ンタ内のWSか

らパケ ッ ト網を経 由 してパ ッチデー タを受信 し,遠 隔地 にあ る交換機 に人手

を介 さず にバ ッチ データを投入す る機能 等保守業務の能率化 ・高度化 を図 っ

てい る。

(3)DDX網 試 験 シ ス テ ム(5)

① システムの 目的

従来,DDX回 線の保守 は手作業 をベ ースに行 っていたため,広 域的 な広

が りを もっ回線故障 時の切分 け試験 を1っ の局で一元 的に行 うことが困難で

あ った。 また,ア ナ ログ回線 では問題 とな らなか った ノイズ,時 々断等の デ

ィジタル特有の故障がDDX回 線 で は問題 となる。 本 システムは,こ れ らの

問題 に対処す るため開発 された もので あ る。

② システム構成

本 システムはDDXの 交換 局,集 線局 に設置 され,各 種試験 を実行 す る遠

隔試験装 置類(RTS),全 国で1ケ 所 に設置 され,シ ステム全体 を管理 ・

制御す るセ ンタ装 置(MAC),並 びに交換機,集 線装置,加 入者線 及び中

継線の各接続点 に挿入 され,本 システムへ回線 の引込みを行 う回線 ア クセ ス

装 置(AF)等 か ら構成 されて いる。
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③ システム概要

試験 の遠 隔実施

図1.45

RTS遠 隔試験装置

CSU回 線制御ユニット

MEU試 験測定ユニット

DDX網 試 験 シ ス テ ム

RTC遠 隔試験制 御装 置

OPE操 作 卓

MACセ ンタ装 置

故 障受付 局か ら全国の回線試験 を遠隔で実施可能であ る。 これ によ り,全

国 にまたが ったユ ーザ システムの どの端末,回 線試験 も即時 に,か つ一元 的

に実施 で きる。

試験 の自動化

加入者線 の電気 ・物 理特性の測定,デ ィジタル伝送特性の測定等 の試験 を

自動化す る ことによ り,従 来の人手 により単体測定器を使 って行 って いた方

法 に比べて試験 時間の短縮が可能 となるばか りで な く,特 殊技術 を用 いず に
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試 験 の実 施 が可 能 とな った。

試 験機能 の高度 化

時 々断,プ ロコル ト誤 り等の デ ィジタル特有 の故障 に対応 す るため,ユ ー

ザが実際に通 信 して いる状態でDDX網 の複数 ポイ ン トにおいてモニ タで き

る機能を実現 し,区 間切 り分 け等の解析 を容易 に してい る。

情 報の一 元化

全国の回線 に関す るユーザ情報,故 障履歴 等をデー タベー ス化 し,随 時 に

検索可能であ る。 また,各 種故 障及 び設備状 況の統計 処理 を 自動的 に行 うこ

とにより,従 来手作業で行 って いた業務 の省 力化を図 ってい る。

(4)市 外 電 話 網 トラ ピ ッ ク管 理 シ ステ ム(6)

① シス テ ムの 目 的

本 シス テ ム は,従 来 人手 を 介 して サ ンプ ル 調 査 に よ り行 って い た トラ ピ ッ

ク測 定 業 務 を機 械 化 し,全 国 の 市 外 交 換 機 の トラ ピ ッ クデ ー タを365日,

24時 間 自動 測 定 ・収 集 し,ネ ッ トワ ー クの 呼 の疎 通 状 況,設 備 の使 用 状 況

や そ の 変 動状 況 を 定 量 的 に把 握 ・管 理 し,網 の 設備 設 計,輻 較 管理 等 に 資 す

る こ とを 目的 と して い る。

② シ ステ ム構 成

本 シス テ ム は市 外 交 換 機 か ら トラ ピ ッ ク原 始 デ ー タを 収 集 す る観 測 装 置

(DET,OBS)そ れ を統 一 イ ン タ フ ェー ス に変 換 す る イ ンタ フ ェー ス装

置(IE),網 管 理 の た め の トラ ピ ックデ ー タを 収 集 し,表 示 処 理 を行 う集

約 処 理 系 装 置(CE,RPE,CPE)と,設 備 ・サ ー ビス管 理 の た め の ト

ラ ピ ッ ク情 報 の一 元 的 管理 を 行 う トラ ピ ッ ク情 報 処理 セ ン タ(TIC)か ら
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構 成 され る。

・ク ロス バ 交 換
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〔照会 資料〕

① 経営情報管理
② 通話の利用動向

分析
③ 管理基準値の検討
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回 線 通 状況
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図1.46市 外 電話 網 トラピック管 理 システ ム

③ シス テ ム の 概 要

トラ ピ ック情 報 の 表 示

トラ ピ ックデ ー タ と して は,共 通 機 器 使 用 可 能 率,ル ー ト別 呼量,各 種 呼

数 等 を一 定 周 期 で 収 集 す る。 収 集 され た トラ ピ ッ クデー タは,集 的 ・表 示 系

装 置 で網 管 理 用 情 報 と して集 中 局 エ リア(DA),総 括 局 エ リア(RA),

等 の 網 の 局 階 位 単 位 で ま とめ てCRTデ ィス プ レ イに表 示 して い る。

トラ ピ ック情 報 の 照 会

トラ ピ ッ クデ ー タ は,集 約 ・表 示 装 置 で 設 備 管 理 用情 報 と して,最 繁 時 ト

ラ ピ ッ ク と一 時 間 毎 の 毎 時 トラ ピ ッ クに ま とめ られ た後,ト ラ ピ ック情 報 処

理 セ ン タに転 送 され,一 元 的 に管 理 され る。 これ らの トラ ピ ックデ ー タ は ト

ラ ピ ッ ク管 理 実 施 局 等 に設 備 され た 端 末 か ら随 時 オ ンライ ンで 参 照 で き る。

一83一



(5)ガ ス 圧 遠 隔 監 視 シス テ ム(7)

① システ ムの 目的

電 気通 信 と して不可欠 な通信 ケーブルは,大 部分が地 下 に設置 されてお り,

浸水 を防 ぐため に高 い圧力 の乾 燥空気が封入 されて い る。本 システ ムは,ガ

ス保守 を行 ってい るケーブルに浸水の危 険が あるか否 かを常 時監視 し,ケ ー

ブル故障 の予防保全を図 る ことを 目的 と して開発 され た。

② システム構成

本 システムはガス圧 力,流 量等 の常時監視や各種警報判定 を行 うME,無

人局エ リアの監視 を行 うRMU,夜 間監視用のALD,既 存装置 とのイ ンタ

フ ェー スを もっIFE,保 守者 との接点 となるWS等 の装置類 とケーブル内

のガ ス圧力 を精度 よ く測 定す る圧力 発振器,ケ ーブルを流れ る流量値 を測定

す るケーブル流量発振器 等の各種発振器 か ら構成 され る。

③ システ ムの概要

ガ ス圧力 の監視

本 システ ムで は,ケ ーブルの接続点 に設置 した圧 力発振器か らの情報 に基

づ いて ガス圧力分布図 を作 成 し,CRT画 面上 で 自動 的 に漏洩点の推 定を行

うことが で きる。 また精度 のよ い推定 を実現 す るために高精度 な圧力 発振器

を使用す ると共 に,大 気圧 の変化 によ って送 出圧 力の変動の影響 を受 けない

乾燥空気 供給装置を使用 してい る。

ガ ス流量 の監 視

ガス流量 の監視は,圧 力 だけで は把握 しに くい送端 近傍の漏洩点 の発見,

漏洩規模 の推定,何 らか の原因で圧力監 視が不能 とな った場合のバ ックア ッ

プ用 と して必要であ り,従 来行 って いた 目視点検 を遠 隔で行 うことが 可能で
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あ り,と くに無人局 の保守 に大 きな効果があ る。

N2.ボ ンベ残存時 間の推 定

N2.ボ ンベ は,乾 燥空気供給装置の予備 と して用 い られ てお り,ト ー タル

流量発振器で測定 した総流量 とN2.ボ ンベの圧力 によ り,そ の残存 時間の推

定が遠隔のWSか ら可能で ある。 これ によ り,N2.ボ ンベのポ ンプの取 り替

え時期 を事前 に把 握で きる他,正 常 時にお いて も自然漏洩 によ る圧 力低 下を

遠隔で察知 す ることが可能で ある。

通信網設備 の運用 ・保守業務 を中心 にNTTの 通信網管理 の概要を紹 介 した。

今後 は,個 別 に開発 され た システムの機能の拡充 を図 る と共 に,個 別 システ

ムを有機 的に結 合あ るいは統合 してよ り高度 な柔軟性 のあ る通信網 管理 シス

テムを開発 してい く予定で あ る。
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図1.47ガ ス圧遠隔監視 システム
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第2章 ネ ッ トワ ー ク管 理 の ユ ー ザ の 状 態

2.1ユ ー ザ の ネ ッ トワ ー ク管 理 事 例

2.1.1ネ ッ トワー ク集 中 監 視 シス テ ム

(1)シ ス テ ム概 要

本 ネ ッ トワー クに お け る ネ ッ トワー ク集 中監 視 システ ム は,富 士 通 製 の マ ク

ロ監 視 シス テ ム(COMS)お よ び以 下 に示 す 各 装 置 のNSPに よ り構 成 され

て い る。

・DMIX-NSP(マ ル チ メ デ ィア多 重 化 装 置)

・FETEX-NSP(パ ケ ッ ト交 換 機)

・MDMS-NSP(モ デ ム)

・F2880-NSP(光 デ ー タハ イ ウ ェイ)

この シス テ ムで は,マ ク ロ監 視 装 置 を 頂 点 と して配 下 に各 装 置 のNSPを 設

置 し,ネ ッ トワー クの監 視 ・運 用 を セ ンター 集 中 で お こ な う こ とが で き る。 各

装 置 の 接 点 情 報 は,各 拠 点 のCOMS伝 送 装 置 に て収 集 し,高 速 デ ジ タル 回 線

を 介 して セ ンタ ー に伝 送 され る。 な お 回線 障害 時 のバ ック ア ップ と して 公 衆 回

線 を 使 用 し,常 時 監 視 で きる よ う に して い る。

監 視 範 囲 は,ホ ス ト/端 末 系 を 除 くネ ッ トワー ク装 置,通 信 回線 を カ バ ー し

て い る。

各 装 置 の 接 点 情 報(障 害 情 報)は,マ ク ロ監 視 システ ム に よ り,セ ン タ ーの

グ ラ フ ィ ックパ ネ ル に障 害 地 区/装 置 と して 表 示 され る。 その 表 示 に よ り該 当

装 置 のNSPで 詳 細 情 報 の 収 集 を 行 う。 ま た,各 装 置 の 診 断 機 能 を利 用 して,

障害 時 の 一 次 切 り分 け を 行 い,障 害 個 所 を特 定 す る こ とに よ り,障 害 の 早期 発

見,早 期 復 旧 を め ざ して い る。

シス テ ム概 要 仕 様

局 数21自 営 パ ケ ッ ト網

回線 数 高速 デ ジ タル 回 線21,専 用 回 線300,DDX-C88。
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図2.1ネ ッ ト ワ ー ク構 成 図

(2)運 用方 法

運 用 は,セ ンター 運 用 と各 地 方 支 店 に大 別 さ れ る。

・ セ ンター運 用

セ ン タ ー に は専 任 の ネ ッ トワー ク管理 者 を設 置 し,本 シス テ ム の管 理 ・運

用 を 行 う。 主 な 作 業 と して は以 下 の とお りで あ る。

・ ネ ッ トワ ー ク の 監視,運 用

・ 障 害 時 の 切 り分 け ,連 絡

・ ネ ッ トワ ー ク作 業 の調 整 ,連 絡
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]
・ 統 計 情 報 の収 集 ,管 理,分 析

・ ネ ッ トワー クの 管 理

各 地 方 に は,専 任 の ネ ッ トワ ー ク管理 者 を配 置 せ ず,ネ ッ トワー ク運 用 に関

して は セ ン ター か らの リモ ー ト運 用 を 図 った。 た だ し,機 器 の 管 理 お よ び セ ン

タ ー な どの対 応 窓 口 は 設 け て い る。

ネ ッ トワー ク監 視 の フ ロ ーを 図2.2に 示 し,以 下 に フ ロ ーの 概 略 を記 す。

① マ ク ロ監 視 シス テ ムの ア ラ ー ム表 示 器 の ブ ザ ーお よ び グ ラ フ ィ ッ クパ ネ

ルの ラ ンプ点 燈 に よ りネ ッ トワー ク監 視 者 に 障 害 発 生 を 知 らせ る。

② グ ラ フ ィ ッ クパ ネ ル の ラ ンプ に よ り,障 害 地 区,装 置 を 確 認 す る。

③ 高 速 デ ィ ジタ ル 回線 ラ ンプ点 燈 の 場 合,NTTへ 連 絡 。

④ ② で 限 定 され た装 置 に 対 して,各NSPを 用 い 障害 情 報 を 収 集 す る。 た

だ しモ デ ムの 場 合 は 回線 モ ニ タ ー機 能 に よ り回線 の状 態 を 確 認 し,回 線 障

害 の 場 合 はNTTへ 連 絡 す る。

⑤ 各 装 置 の 診 断 機 能 を活 用 して,デ ー タの折 り返 しを 設 定 し,障 害 の 一 次

切 り分 けを 行 う。

⑥ 障 害 情 報 お よ び一 次 切 り分 けの 情 報 の結 果 を メ ー カ に 連 絡 し,復 旧 を待

つo

⑦ メーカよ り復旧完 了の連絡後 に各地に稼働可能 を連絡 す る。
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多重化装置
監視装置

パケット交換機

監視装置

図2.2障 害 切 り 分 け フ ロ ー

多重化装置
監視装置
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2.1.2Alに よ る ネ ッ トワ ー ク管 理

(1)SPARKプ ロ ジ ェ ク トの狙 い

住 友 金 属 工 業 ㈱ で は,ネ ッ トワー ク管 理 の 高 度化 を推 進 す るた め,日 本

ア イ ・ピー ・エ ム と共 同でSPARKプ ロ ジ ェ ク トを発 足 さ せ,そ の 成 果

と し て 「シ ス テ ム ネ ッ ト ワ ー ク 運 用 自 動 化 支 援 ツ ー ル 」(略 称:

SANOASサ ノア ス)を 製 品発 表 して い る。

このSPARKプ ロ ジ ェ ク トの発 足 に あ た って は 図2.3の よ うな 背 景 を

も とに,AIの 積 極 的 活用 を 図 った。

SCCFX ・ コ ン ピ ュ ー タ運 転 の 自 動 化

一 コ ン ソ ー ル 操 作 の 自 動 化

・ コ ン ソ ー ル ・メ ッセ ー ジの 処 理 手 順 の 整 備 が 必 要

一 メ ッセ ー ジへの 自動 応 答 処 理

一オ ペ レー タへの 選択 的 メ ッセ ー ジの 提示 と警告 表 示

新たな課題 ・本社 系 と製 鉄 所 生産 管理 の コ ンピュー タの統 合 運 用
一 大 規 模 ネ ッ トワ ー ク の 運 行

一 遠 隔(大 阪)か らの コ ン ピ ュ ー タ運 用

・少 数 オ ペ レ ー シ ョ ン体 制 の 維 持

一2名/シ フ ト体制 の 維持
一オペ レー タの 外注 化

・システ ム変 更 への迅 速 な対 応
一 拡 大 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

新 た な プ ロ ダ ク ト
・ ナ レ ッ ジ ツ ー ル

－AI構 築 の ツ ー ル

・NetView

一 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・イ ン タ ー フ ェ ー ス

・DB2

一 デ ー タ表 現 の し易 さ

SPARKプ ロ ジ ェ ク ト

日 本IBM 住 友 金 属

・豊 富 な プ ロダ ク ト知 識 ・自 動 運 用 ノ ー ハ ウ

・多 方 面 の シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア
:美㌶ 麟 者

・リ ア ル タ イ ム 自動 運 用 エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム

・会 話 型 問 題 解 決 支 援 エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム

図2.3SPARKプ ロ ジ ェ ク トの 背 景
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② シス テ ム概 要

① 特 徴

SANOASは 次の よ うな 特 徴 が 挙 げ られ る。

・ コ ン ソール ・オペ レー シ ョ ンの 自動 化 ツー ル

・AIテ ク ノ ロ ジーの 採 用

一熟 練 オ ペ レー タ ー の 知 識 を 容 易 に シス テ ム化 可 能

一開 発 ・保 守 ・管 理 が 容 易

・ リアル タ イ ム に動 作 す る本 格 的 なAIア プ リケ ー シ ョン

・24時 間365日 稼 働 の シス テ ム ・ネ ッ トワー クに対 応 が 可 能

・DB2上 に運 用 ル ー ル を 構 築 す る こ とに よ り開発 ・保 守 ・管 理 が 容

易

・ リー ジ ョ ン ご とに機 能 を 分 割 す るマ ル チ ・リー ジ ョンの 設 計 に よ り

柔 軟 な機 能 拡 張 が 可 能

② 自動 化 の 対 象

コ ン ピュ ー タ の運 用 の 自動 化 対 象 は主 に以 下 の5項 目に 分 類 され る。

この 中で 最 も効 率 化 に影 響 を 及 ぼす の は コ ンソー ル ・オ ペ レー シ ョンで

あ る。

SANOASは この 最 も困 難 で,し か も最 も効 果 の 高 い 次 の よ うな コ

ンソ ー ル ・オペ レー シ ョ ンの 自動 化 を 促進 す るた め の ツ ール で あ る。

・ コ ン ソー ル ・オ ペ レー シ ョン

・ テ ー プ及 び プ リン タ ー操 作

・ バ ッチ ・ジ ョブ運 行 管 理 端 末操 作

・ ハ ー ドウ ェア操 作(3090の ス イ ッチ操 作 等)

・ 設 備 の操 作(空 調 の 操 作 等)
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③SANOASの 機 能

SANOASはNetViewの ア プ リケ ー シ ョンでNetView

が持 つ 自動 化 タ ス ク機 能 を 強 化 し,複 雑 な 運 用 シス テ ムを 構 築 す る た め

の 運 用 支 援 ツ ー ル で あ る。

基 本 的 な 機 能 と して運 用 環 境 の 立上 げ,停 止 及 び 障 害 の 管 理/発 見/

原 因 の 切 分 け/回 復 処理 を持 つ 。 さ らにSANOASが 使 用 す る デ ー タ

ベ ー スを 管 理 ・保 守 す るた め の ユ ーテ ィ リテ ィが 用 意 され て い る。

注 意)SANOASが 持 つ ネ ッ トワ ー ク障 害 の 管 理 対 象 はPUの み。

監視 ホス ト(MVS)

監視対象
ホス ト

分 数

コンピューター

NetView

R2

エキスパート●システム

モデリング+推 論

監 視 パ ネ ル オペレータ端 末 不い ワーク監 視 端 末

PS/55PS/55

日 本 語 コンソール(GODMグ ラフィック)

図2.4AIに よ る コ ン ピ ュ ー タ ー 自 動 運 用 管 理 シ ス テ ム

モ デ リ ング 推 論 知 識

メ ー セ ッ ジ

v
・新事象 による更新

↓ ○
ルールDB

一

ワ ー キ ング メ モ リ ・ ル ー ル ∈

■

推論結 果によ る更新 ∈
1

実 行 コ マ ン ド ー

図2.5シ ステ ムの 動 き
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④SANOASシ ス テ ム構 成 図

SANOASは 次 の よ うに1っ の モ ジ ュー ル が1っ の ア ドレス ・ス ペ

ー ス を 占有 しメ ッセ ー ジ交 換 プ ロ グ ラム を 介 して 連 携 を と る構 成 に な
っ

て い る 。

ホ ス ト

CTLKT

監 視 制 御

IPLKT

システム立 ち 上 げ

CLSKT

システム停 止

NETKT

ネ升 ワーク制 御
・監 視

SANOASシ ス テ ム の 中 核 的 モ ジュ ール 。

各 ホ ス ト ・シス テ ム 別 の 常 時 監 視 ・制

御 用 ル ール を駆 動 す る。(常 駐)

シ ステ ム立 ち上 げ用 の モ ジュ ール 。

ホ ス トを シス テ ム の 立 ち上 げ ご と に一
つ の ア ドレス ・ス ペ ー スが 起 動 され る。

シ ステ ム停 止 用 の モ ジ ュー ル 。

ネ ッ トワー クの 常 時 監 視 ・制 御 モ ジ ュ
ー ル 。 シス テ ム にか か わ らず,ネ ッ ト
ワー ク全体 の 監 視 ・制 御 を行 う。

(常 駐)

DIAKTネ ッ トワー ク障 害 の 対 話 診 断 用 モ ジ ュ

ネットワーク対 話 診 断 一 ル。

データベース保 守

プログラム

メッセージ 交 換

プログラム

メッセージ・

ハンドリング

NETVIEW

SANOASで 使 用 す るデ ー タベ ー ス(DB2)

の 保 守 機 能 を対 話 型 で 提 供 す る。

SANOASで 使 用 す るア ドレス ・スペ ー ス

間 の メ ッセ ー ジ交 換 を 行 う。(常 駐)

監 視 対 象 シス テ ム か らの メ ッセ ー ジの

収 集 お よ び監 視 対 象 シ ス テ ムへ の コマ
ン ドの 送 出を 行 う。(常 駐)

図2.6SANOASシ ス テ ム
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⑤ テ クノ ロ ジー

SANOAS最 大 の特 長 はAI技 術 の 採 用 に よ り制 御 の レベ ル を 高 度

に し,開 発 ・保守 の期 間 を 従 来 の手 法 に よ る場 合 に く らべ 大 幅 に短 縮 し

て い る こ とで あ る。AIの 機 能 を 実現 す るた め に 自動 運 用 エ キ スパ ー ト

・シス テ ムの ベ ー ス と して 育 まれ て きたrIBMナ レ ッジ ツ ール 」 を 採

用 して い る。

また 開 発 ・保 守 の効 率 を高 め るため に運 用 の ル ー ル を デ ー タベ ー ス化

し,マ ル チ ・リー ジ ョンに ま た が る モ ジ ュー ル構 成 を 採 用 して 機 能 追 加

を 容 易 にす るな ど 設計 に お い て もIBMが 持 つ技 術 を 最 大 限 に活 用 して

い る。

⑥SANOASの 効 果

SANOASの 使 用 に よ って 得 られ る効 果 に は以 下 の もの が 挙 げ られ

る。

一オ ペ レー タの 生 産 性 向 上 に よ る運 用 コス トの 削 減

一人 的 ミス に よ る障 害 の 防止

一 メ ッセ ー ジ着過 に よ る障害 の 防止

一 オ ペ レー シ ョ ンの標 準 化

一障 害 防 止 コ ンソ ール ・オ ペ レー シ ョンの短 縮 に よ る信 頼性,可

用 度 の 向 上

一遠 隔 地 コ ン ピ ュー タの オペ レー シ ョ ン

⑦ 自動 運 行 シス テ ム の カバ ー領 域

SANOASは シス テ ム環 境 の設 定 及 び停 止,障 害 の 管 理(発 見/切

分 け/回 復/通 知)と い った コ ンソー ル ・オ ペ レー シ ョンの 自動化 を 対

象 と して お り他 の 運 用 自動 化 製 品 を 補 完 す る製 品。

NetViewに は 自動 化 タ ス クの 機 能 が あ る が,複 雑 な 制 御,大 規

模 な シス テ ムの 制 御 あ る い は変 更 ・保 守 の 柔 軟 か っ迅 速 な 対 応 が 必 要 な

場 合 に はSANOASは 効 果 を発 揮 す る。
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(3)構 築 目標 と現状

本 ネ ッ トワー ク集中監 視 シス テムの導入にあた って は,以 下の とお りの主 な

目的を達成 す るために構 築 された。

① 通信運用 コス ト削減

② 障害対応 サー ビスの向上

③ ネ ッ トワー クシステムの必要性

以上が導入の大 きな要 因で あ る。

① の通信の運用 コス トの削減 については,通 信業務 に携わ る要員の削減を図

ることが大 きな効果 を得 る。 と考 え,集 中で監視 し障害対応 がで きることを徹

底 した。

② の障害対応 サー ビスの向上 について は,大 規模 ネ ッ トワー クシステ ムにお

いては一部の障害で あ って も全体 の稼働 に影響 を及 ぼす ことがあ り,こ の こと

をすみやか に判定 し,正 確 な状況 をイ ンフ ォメー シ ョンす ること。 また,監 視

システムを導入す ることによって障害の切 り分 け時間の短縮 を図 り,復 旧作業

の ア クションを即時 に起 こせ るよ うに した。

③ について は,大 規模で複雑 なネ ッ トワー クシステムにおいて障害 管理,構

成管理を分散でお こな うことが不可能 にな った。 これ は全体 にたいす る影響 を

判断す るため には,全 体を管理す る必要が あるか らで ある。

現状 にお いて構築当時の 目的 は達成 され た と考え るが,次 のよ うな課題 があ

る。

① 監視 システムを運用す る要員の教育

② 集中監視を維持 しっっ,シ ステムの拡張,変 更 を行 うこと

③ 構成 管理が質,量 と もに多 くな り管理 システムの導入 を必要 とす ること

④ 通信機 器,電 算機,回 線 などのハ ー ドおよび ソフ トにわた る複合 障害対

応

⑤ マルチメデ ィア化 に と もな う運用体制の あ り方
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2.1.3マ ル チ メ デ ィア環 境 に お け る ネ ッ トワ ー ク管理

(1)ネ ッ トワー ク概 要

回 線 網

本 ネ ッ トワー クの イ メ ー ジを図2.7に 示 す 。

通信 セ ンター

社内電話
電話FAX

データ系 端末

G4FAX

名 古 屋

ホ ス ト

東 京

ホス ト

図2.7ネ ッ トワ ー ク イ メ ー ジ図

図 で 示 す よ う に,全 国 の6地 点 に通 信 セ ンタ ー を設 けて お り,各 セ ン ター

間 は192K～6Mの 高 速 デ ジタル 回 線 で 接 続 さ れて い る。 事 故 対 策 と して

重 要 な業 務 に っ い て は必 ず2系 統 の 情 報 経 路 を 設 けて い る。 実 際 に端 末 を利

用 す る拠 点 は,全 国 に100ヶ 所 あ ま り存 在 し,各 拠 点 は それ ぞ れ 最 も近 い

通 信 セ ンタ ー と64K以 上 の 回 線 で 接 続 され て い る。

各 通 信 セ ンタ ー に は,マ ル チ メデ ィア 多 重 化 装 置 と共 にパ ケ ッ ト交 換 機 を

設 置 し,自 営 パ ケ ッ ト網 を 構 築 して い る。 自営 パ ケ ッ ト網 の バ ック ア ップ 回

線 と して はDDX-C回 線 を 利 用 して い る。

ホ ス トコ ン ピ ュー タセ ンタ ーは東 京 ・名 古 屋 に存 在 し,コ ン ピュー タ セ ン

ター 間,及 び 通 信 セ ン ター と大 容量 の 高速 デ ジ タ ル回 線 で 接 続 され て い る。
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伝 送 デ ー タ

本 ネ ッ トワー クで は以 下 の3種 類 の デ ー タを扱 って い る。

① コ ン ピュ ー タ デ ー タ

② 音 声 デ ー タ ⇒ 全 社 の 内線 電 話 化

③FAXデ ー タ ⇒ 全 社 のG4FAX網

これ らの デ ー タの 内,① の 一 部 と③ の デ ー タ につ いて は パ ケ ッ ト化 して 伝

送 して い る。

マ ル チ ベ ンダ ー化 の 現 状

本 ネ ッ トワー ク は以 下 に示 す よ うに,多 くの ベ ンダー の 機 器 に よ って 構 成

され て い る。

・ ホ ス トコ ン ピ ュー タ

・ マル チ メデ ィア 多 重 化 装 置

・ パ ケ ッ ト交換 機

・ デ ー タ系 端 末

・G4FAX

・ 回線

・ モ デ ム

IBM/富 士通

富士通

日本電気

富士通/IBM等

松下電送

NTT/第 二電電/日 本 テ レコム

/日 本高速通信等

富士通/日 本電気等

ま た端 末 側 で 使 用 して い る通 信 手 順 も様 々で あ り,パ ケ ッ ト化 を行 うた め

に,PAD装 置 を 利 用 して 吸収 して い る。

・SDLC・HDLC(ARM)・X25

・BSC・HDLC(NRM)
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(2)ネ ッ トワ ー ク管 理 概 要

東 京 の コ ン ピ ュー タ セ ン ター 内 に は 「ネ ッ トワー クセ ンタ ー 」 を設 置 し,

日常 の ネ ッ トワ ー ク運 用 を 行 な う と共 に,ユ ー ザ か らの 障 害 連 絡 等 の 受 付 窓

口 と して い る。 各 種 の 情 報 は ネ ッ トワー クセ ンター に集 中 させ,一 元 的 な 運

用 を実 現 して い る。

以 下 に 当 セ ンタ ーの 役 割 に つ い て 簡単 に記 述 す る。

障 害 監 視

現 在 ネ ッ トワ ー クの 障 害 監 視 は以 下 の よ うな ネ ッ トワ ー ク機 器 毎 の 監 視 シ

ス テ ム を導 入 し,実 施 して い る。

① ホ ス トコ ン ピュ ー タの ネ ッ トワー ク監 視 コ ンソール(例,Netview)

② マ ル チ メ デ ィア多 重 化 装 置 の 監視 コ ンソ ール

③ パ ケ ッ ト交 換 機 の 監 視 コ ン ソー ル

障 害対応

障害発 生時 はネ ッ トワー クセ ンターが中心 となって,以 下 の作業 を実施す

る。

① 障害原因の一 時切 り分 け

② 適 切 な業者(メ ーカー/回 線 業者)の コール

③ ユ ーザ部 門への連絡

④ 運用上 の応 急対策 ⇒ ・予備回線への切 り替え指示

・通信制御装置の予備機へ の切 り替え 等

障害切 り分 けのためには前述 の監視 コ ンソールを利用(例,パ ケ ッ ト交換

機 監視 コ ンソールによ る トレース情報の取得)す る他,以 下 のよ うな情報 を

収 集 して利用 してい る。

① モ デム/DSUの ランプ状態

②PAD装 置の ランプ状 態

③ 端末 の状 態
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これ らの 内,運 用 側 で は把 握 で き な い 情 報(例,ユ ーザ 側 モ デ ム/端 末 の

ラ ンプ 状 態 等)に 関 して は ネ ッ トワー ク セ ンタ ーが ユ ーザ に依 頼 し,情 報 収

集 を 行 って い る。

ま た 個 別 端 末 レベ ル で再 現 性 の あ る障 害 に関 して は,必 要 に応 じて プ ロ ト

コル ア ナ ラ イザ を利 用 して 詳 細 な情 報 を 取 得 し,分 析 して い る。

ネ ッ トワ ー ク構 成 の 変 更

端 末 の 増 設 ・端 末 利 用 拠 点 の 移 設 等 の,ネ ッ トワー ク構 成 の 変 更 に係 わ る

情 報 は,全 て ネ ッ トワ ー ク セ ン ター に集 中 し,業 者 ・ユ ーザ と調 整 す る。 ホ

ス トコ ン ピ ュー タ側 の パ ラ メ ー タ変 更 は コ ン ピュ ー タ運 用 管 理 者 が 行 うが,

そ の 他 の ネ ッ トワ ー ク機 器 の パ ラ メ ー タ変 更 等 につ いて はネ ッ トワ ー クセ ン

タ ーが 管 理 し,業 者 に作 業 依 頼 を して い る。

ま た特 に社 外 ユ ー ザ の端 末 新 設 に関 して は,現 地 で モ デ ム設 定 等 を確 認 し,

初 期 の 接 続 確 認 を実 施 して い る。

ネ ッ トワ ー ク構 成 ・障 害 履 歴 の 管 理

ネ ッ トワー クセ ン ター に はUNIXベ ー ス の ワ ー クス テ ー シ ョ ンを 設 置 し,

DBソ フ トを用 い て ネ ッ トワ ー ク構 成 の 管理 に利 用 して い る。 現 在 の 所,以

下 の よ うな情 報 をDB化 し管 理 して い る。

① 各 ネ ッ トワ ー ク機 器 の リソ ー ス台 帳

② 各 端 末 の 機 種 ・ユ ー ザ ・連 絡 先

③ 回 線 原 簿(回 線 番 号 ・品 目 ・起 点 ・終 点 ・開通 日等)

④ 各 ネ ッ トワー ク機 器 の 接 続 情 報

ま た 障 害 履 歴 に 関 して もデ ー タ を 登 録 して お り下 記 の 統計 資 料 の 作 成,及

び類 似 障 害 の検 索 等 に利 用 して い る。
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統計資料の収集 ・作成 ・分 析

下記の統計資料 につ いて,定 例的 に実施 してい る。

① 障害発生状況

② パ ケ ッ トトラフ ィ ック量

(3)ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す る期 待,及 び今 後 の 課 題

以 上 当社 に お け る ネ ッ トワ ー ク管 理 にっ いて 簡 単 に記 述 したが,現 在 は 運

用 開 始 か らほ ぼ2.5年 を経 過 した こ と もあ り,ほ ぼ順 調 に運 用 して い る。 今

後 の ネ ッ トワ ー ク拡 大 へ の 対 応 ・よ り効 率 的 な 運 用 の た め に は,以 下 の よ う

な点 にっ いて 考 慮 して い きた い。

① 各 種 監 視 装 置 の 統 合

⇒ ① 機 器 毎 の コ ン ソー ルを 統 合 し,1っ の コ ン ソー ル で 各 種

ネ ッ トワ ー ク機 器 の 監 視 ・操 作

② 大 型 パ ネ ル等 を用 い た一 元 的 な監 視

② 監 視 レベ ル の 向 上

例)パ フ ォ ー マ ンス 監視 ⇒ ① 障 害 の 未 然 防止

② 性 能 デ ー タ を 蓄 積 し機 器 増 設

の判 断 基 準

③ 運 用 管 理 シ ステ ムの マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェー スの 向上

⇒ 現 在 で もパ ケ ッ ト トレー ス の解 析 ・トラ フ ィ ック量 計 算 等 の

ため に,パ ソ コ ンを 利 用 して部 分 的 に実 施 して い る。

④ ネ ッ トワ ー ク運 用 管 理 要 員 の 教 育 ・育成

この 内,特 に① につ いて は マ ル チベ ンダー環 境 下で 運 用 を 行 って い る当 社

と して は,現 在 検 討 が 進 ん で い るOSIの ネ ッ トワー ク管 理 に期 待 す る所 が

大 で あ る。
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2.2ユ ー ザ の 課 題 と ニ ー ズ

2.2.1ネ ッ トワ ー ク管 理 に関 す る各 種 の環 境 面 か らの要 請

各 企 業 にお け る オ ン ラ イ ン業 務 の 拡 大 ・通 信 技 術 の進 展 ・法 的 規 制 の 緩 和 等

が 絡 み 合 い,こ こ数 年 で ネ ッ トワ ー ク は大 き な変 貌 を遂 げ た 。 以 下 に 具 体 的 な

事 項 と,そ の 変 化 が ネ ッ トワー ク運 用 に及 ぼ す 影 響 ・問 題 点 にっ い て,簡 単 に

記述 す る。

α)ネ ッ トワー ク規 模 の 拡 大

各種 の オ ン ラ イ ン処 理 が 一 般 化 す る と共 に,ネ ッ トワー クに接 続 さ れ る端

末 数 は飛 躍 的 に増 大 して お り,そ の利 用 者 も コ ン ピュ ー タ とか ネ ッ トワー ク

を意 識 しな い 一般 の エ ン ドユ ー ザが,大 多 数 を 占め る よ うに な って い る。

また 業 務 の拡 大 ・国 際 化 に伴 い,異 企 業 間 の ネ ッ トワ ー ク接 続 ・国 際 ネ ッ

トワ ー ク接 続 とい った 形 態 も極 めて 多 くな って い る。

⇒ ① ネ ッ トワー ク機 器 に対 す る監 視 ・リモ ー ト操 作 の 必 要 性

② ネ ッ トワー クの 変 更(端 末 の 増 設 ・移 設 等)頻 度 の 増 大

③ 障 害 発 生 頻 度 の 増 大

④ ネ ッ トワー ク運 用 要 員 の 増 大

⑤ 機 密 管 理 の必 要性

(2)ネ ッ トワー ク形 態 の 多 様 化

分 散 処 理 の 発 展 に伴 い ネ ッ トワー クの 形 態 も,従 来 の ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

を 中心 と した 「ス タ ー型 」 の結 合(垂 直 型 通 信)か ら,WSや イ ンテ リ ジ ェ

ン ト端 末 に よ る水 平 型 通 信 ・LANの 結 合 な ど,よ り複 雑 な 形 態 が 一 般 化 し

て きた。

ま た デ ー タの 内 容 も高 速 デ ジ タル回 線 が 普 及 す る に っ れ て,従 来 の コ ン ピ

ュー タ デ ー タに加 え 音 声 ・画 像 等 の デ ー タが 統 合 され る よ うに な り,PBX

・FAX端 末 ・電 話 器 等 も同 一 の ネ ッ トワー ク に結 合 さ れ るよ うに な った
。
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⇒ ① 管理対象範 囲の拡 大

② 要員教育 の困難 さ

③ ネ ッ トワー ク管理組 織の必要性

(3)ネ ッ トワーク資源 の戦 略的活用

「情報」 は 「人 ・物 ・金 」 と同様 に企業に とって基本 的な資源 と捉え られ

る。 その処理 ・伝達機能 を果たすネ ッ トワー クは企業 の 「イ ンフラス トラク

チ ャー」 と考 え られ,そ の利用方法 は直接企業戦 略に結 びつ くと言われ るほ

ど,ネ ッ トワー クの重要性 は極めて高い もの とな ってい る。

またネ ッ トワー クに関す る投資額 も大変大 き くな り,そ の利用方 法 ・経 済

的効果 につ いては企業経営 上の重大な関心事 とな ってい る。

⇒ ① ネ ッ トワー ク障害の与え る影響の大 きさ

② ネ ッ トワー ク計 画(使 用状況 ・投資効果の把握)の 重要性

(4)マ ルチベ ンダー環境 の進 展

ネ ッ トワー クに接続 され る資源の増大 ・多様化に伴 い,そ れ らの機器を シ

ングルベ ンダーで統一 す ることは,事 実上不可能な こととな ってい る。 また

回線 キ ャ リア も複 雑存 在 し,そ れ らのネ ッ トワーク内におけ る混在 も通常の

こ ととな って い る。

⇒ ① 運用業 務の複雑 化

② 障害 切 り分 けの困難 さ

以 上 の よ うな背 景 か ら 「ネ ッ トワ ー ク管 理 」 に対 す るユ ー ザ 側 の 関 心 は,近

年 極 めて 高 い もの とな って い る。

2.2.2マ ル チ ベ ンダ ー環 境 下 にお け る ネ ッ トワ ーーク管 理 の 問 題

(1)異 機 種 ネ ッ トワー クア ー キ テ ク チ ャ間 の 問 題

① 要 員 増 大/作 業 負担 の 増 大

マ ル チベ ンダ ー環 境 下 で は,複 数 の 管 理 シ ステ ム ・ツ ール を 共 有 す る こ
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とは 出来 ず,個 々にユ ーザ 自信 が 管 理 ツ ー ル を独 自 に 開発 す る必 要 が あ り,

作 業 負担 を 少 な く し,ま た教 育 ・訓 練 に多 くの 時 間 を 必 要 とす る。

② 互 換 性

各 ベ ンダ ー の ネ ッ トワ ー ク ア ー キテ ク チ ャ(SNA,FNA,MMA,BNAetc)

間 に は互 換 性 は な く直接 ネ ッ トワ ー ク ど う しを 各 メー カの 保 証 の も とで 接

続 す る こと は 出来 な い。

ま た各 ベ ンダ ー の ネ ッ トワー ク管理 ツー ル に も互 換 性 が な く全 体 的 な管

理 が 出来 な い。

③ 運 用 業 務 の 繁 雑 化

マ ル チ ベ ンダ環 境 下 で は各 ベ ンダ ー の ネ ッ トワー ク管 理 ツ ール に も互 換

性 が な くネ ッ トワ ー ク管 理 の 方 法 が 異 な る為,そ の ネ ッ トワー クを管 理 運

用 す るた め の コ ンソ ール を別 々 に設 置 し,管 理 しな けれ ば な らず 複 雑 に な

って い る。

④ ソフ トウ ェア の 更 改

異 機 種 間結 合 を な ん らか の 方 法 で 行 っ た場 合,双 方 の ソフ トウ ェ アの 更

改 を行 う時 は,そ の整 合 性 に関 して お互 い に責 任 の 対 象 外 とな り,ユ ーザ

が 充 分 な る検 証 を す る必 要 が あ る。

⑤ 障 害 時 切 り分 け ＼

双 方 の ネ ッ トワ ー ク上 に エ ラ ーが 生 じた場 合,障 害 切 り分 け の た め の 責

任 分 解 点 等,責 任 分 担 が は っ き り して い な い ケ ー ス が あ り障害 解 決 上,問

題 とな り う る。

(2)マ ル チ 構成 間 の 問 題

① 通 信 回線 キ ャ リア上 の ネ ッ トワ ー ク管 理

HOSTか ら端 末 まで の ネ ッ トワ ー クを 考 え た場 合,HOST機 器,通

信 制 御 装 置,多 重 装 置,モ デ ム,回 線,端 末 とネ ッ トワー ク構 成 要 素 が マ

ル チベ ンダ ー とな って い た 場 合 障 害切 り分 けの 責 任 分 解 点 が 複 雑 化 し障害

解 決 に 時 間が か か る。
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(3)LANに おけ る問題

LANの 場合,資 源 の有効 活用や異機種接続の要請 か らマルチベ ンダ環境

が通常 とな って きて い るが,ネ ッ トワー ク管理の観点 か らは,以 下の問題が

あ る。

①LAN間 接続時の 問題

(検証 作業の煩雑 さ)

一つのLANに 複数 のプ ロ トコルがの って い る場 合 ,接 続時の動作検証

はプロ トコル毎 に行 なわれて いるのが現状で あ る。

(検 証機能の差)

端末機器が持 ってい る接続検証機能は メーカ によ り差が あ り,す べての

プ ロ トコル について同 レベ ルの検証を行 うことが難 しい。 また,機 器によ

りユーザ ・イ ンタフ ェースが異 なる。

(ル ータ)

リモー トで異機 種接続を行 う場合,マ ルチプ ロ トコルルータの利用が望

まれるが,プ ロ トコル毎のバ ー ジ ョンア ップ時の対応が懸念 され る。

(接 続性 の問題)

LAN同 士 を ローカルな要請 に基づ き特定の プ ロ トコルのルー タで接続

しなが ら成 長 して きた広域LANの 場合,ト ラ ンスポー ト層以下 の接続 は

全体的になされて いるが,ネ ッ トワー ク層以上 では ローカルに しか接続 さ

れていない場 合が有 る。

このよ うな場合,LAN間 の接続性 にっいてエ ン ドユーザ に周知す る必

要が有 る。

② 端末機器 接続時の 問題

(構 成管理)

端末の増設や切 り放 し等の構成変更を行 う際のユーザ(ネ ッ トワーク管

理者)側 の必要作業 がプ ロ トコル毎 に異な り,構 成変更時の作業が標準化

しに くい。
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2.2.3ネ ッ トワー ク管理 システム,製 品機能上の問題

(1)低 いマ ン ・マ シン ・イ ンターフ ェイス

機器毎の管理 システ ムにお いて は,例 えば障害対応業務等 におけ る作業 フ

ロー と画面遷移 や操作 手順が一致 しないため に一連の作業が複雑化 して しま

う。 これ は統合 管理 システ ムで も同様で システム間の運用業務 にそれ らが一

致 していない ものが多 い。 またコマ ン ドな どの登録作業手順等 の運用 におい

て もマ ンマ シンイ ンター フ ェイスが低い ものがあ る。

② 機能不足 や能 力不足

監視や リモー トコ ン トロール機能がな い機器があ る。 この ことは多種 多様

化 してい るネ ッ トワー ク システムなか に機能の混在を生み 管理 をよ り複 雑化

す る。またネ ッ トワー クの構成変更作業を無停止で実施で きない ことや シス

テムの拡張 をす ると レスポ ンスが悪 くな るなどの管理機能 の能 力や不足 や機

能の システムに対す る柔軟性が乏 しい。

(3)管 理 システム,ツ ール に互換性が ない

各管理 システム,ツ ールにイ ンターフ ェイスが無 いために個別管理 しかで

きず,統 合管理 がで きない ことや管理範囲 に漏れが生 じる。

(4)管 理 システ ム導入 による作業 の増加

課金情報等の収集方法が機種 ごとに異 な ってい るな ど,シ ステ ム導入 によ

り全体の作業量を増加 させ るケースが ある。 また管理 ツールを独 自に開発せ

ざるを得ない状況 もあるので作業がかえ って増加 す る場 合が ある。

(5)管 理 システ ムは高価格で導入 で きない

管理機器や ツール 自体 が高価であ り,ま た管理 システ ムや管理 ツールの ユ

ーザ要求 に対す る開発 が高額 であ り導入 しに くい。特 に機密管理の関係 は高

い。

⑥ 統一基準 に もとず く機器 が提供 されていない

回線障害 などの障害認定 において各キ ャリア との間 に機器 の測定結果 に認

識 のずれが生 じる場合 が多 くあ り障害対 応時間の短縮 を阻害 してい る要 因の
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一 つ とな って いる。 この ことに関 して は障害診断関係の基準 に統一 規格 を作

成 し認 識の統一を図 る ことが必 要で ある。

2.2.4運 用 面 の 問 題 点

(1)運 用 工 数 の 増 大

益 々拡 大 し,複 雑 化 す るネ ッ トワ ー クに対 応 す る ため に は,オ ペ レー シ ョ

ンの 強 化 が 重 要 で あ る。 しか し,専 門知 識 が 必 要 で 人 員 の 養 成 に は 時 間 が か

か って しま うネ ッ トワー クオ ペ レー シ ョンの強 化 は非 常 に難 しい 問 題 で あ る。

そ こで,AI等 を利 用 した オ ペ レー シ ョンの機 械 化 に よ る省 力 化 の 推 進 が 必

要 に な って きて い る。 障 害 の 検 出 と 障害 箇 所 の 診 断,お よ び バ ック ア ップ リ

カバ リは,最 も要 求 され る 自動 オ ペ レー シ ョンの一 つで あ り,ま た,障 害 箇

所 の 判 定 の た め に は,ネ ッ トワ ー クの構 成 情 報 を把 握 して お くこ と も大 切 で,

ネ ッ トワー ク構 成 情報 管 理 シス テ ム の構 築 が必 要 とな る。

ネ ッ トワー クの 拡 大 複 雑 化 で 問 題 な の は,オ ペ レー シ ョン工 数 の 増 大 だ け

で は な く,端 末追 加,移 動,削 除 な どの ネ ッ トワー ク構 成 変 更 時 の 工 数 増 大

で あ る。 この た め に は,構 成 変 更 の 簡 略 化,接 続 テ ス トの 簡 略 化,オ ン ライ

ン稼 働 時 の 構 成 変 更 が 必 要 とな る。 また,こ こで もネ ッ トワ ー クの 構 成 情 報

を把 握 して お くこ と は大 切 で あ り,ネ ッ トワ ー ク構 成 情 報 管 理 シス テ ム の構

築 が 必 要 とな る。

(2)ノ ンス トップ オ ペ レー シ ョンへ の 対 応

最 近,企 業 間の オ ン ライ ン取 引 が 進 み,取 引が 何 時 で もで きる よ うに ノ ン

ス トップ ・オ ペ レー シ ョ ンが 必 要 に な って きて い る。 ま た,国 際化 の 進 ん だ

ネ ッ トワ ー クで は 時差 の 関 係 で,ノ ンス トップ ・オ ペ レー シ ョンが 必 須 と な

る。 こ の た め,オ ン ラ イ ン稼 働 中の ネ ッ トワー ク構 成 変 更 が 必 要 で あ り,ま

た,そ の 変 更情 報 は,ユ ーザ に即 時 に 周知 徹底 さ れ る必 要 が あ る。

(3)課 金 情 報 の 取 得

通 信 費 用 削 減 も重 要 項 目の 一 つ で あ る。 高 速 デ ジ タル サ ー ビスの 開始 や多
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重 化 装 置 等 の 通 信 技 術 の 発 展 と法 的 規 制 緩 和 は,自 営 ネ ッ トワー クの企 業 内

の共 同 利 用 を 可 能 し,大 い に通 信 費 用 削 減 に貢 献 して きて い る。 しか し,共

同利 用 が ゆえ に,費 用 の 平 等 負 担 の た あ デ ー タ伝 送 ボ リュ ー ム等 の 課 金 情 報

の把 握 が 必 要 とな る。

(4)ネ ッ トワ ー ク管 理 シ ステ ムの 運 用

ネ ッ トワ ー ク管 理 シ ステ ム とて,他 の シス テ ム と同 様 に 省 資 源,省 エ ネ ル

ギ ーで あ る必 要 が あ る。 また,ネ ッ トワー クの 管 理 情 報 は 膨 大 な 量 と な り,

ペ ーパ ー レス は勿 論,光 デ ス ク等 の 大 容 量 の 記 憶 媒 体 を 使 用 した シス テ ム が

必 要 とな る。

2.2.5情 報 管 理 に お け る 問題

1.管 理 情 報 の 項 目の 増 加

シス テ ム の 拡 大 や 複 雑 化 に と もな い管 理 す る項 目が増 加 し,障 害 対 応 な ど

各 々の 運 用 業 務 に欠 か せ な い状 況 に な って きて い るの に,必 要 項 目の 整 理 等

が な され て い な い。

また,項 目数 の 増 加 が 運 用 要 員 の ス キ ル と同期 が とれ な い。

2.言 葉 の 標 準 化

構 成 要 素 が 増 加 して い る ネ ッ トワー ク に お い て,各 社 が 各 々の 言 葉 で 同 一

現 象 を 表 現 して い る ケ ー スが 多 く,ユ ーザ の要 員教 育 が妨 げ て い る。

3.管 理 情 報 の 動 的 取 得

管理 情 報 の メ ンテ ナ ンス に大 変 な手 間 が 掛 か り,運 用 業 務 に 負 荷 を か け て

い るの で,も っ と動 的 に(E.X.ジ ェネ レー シ ョン と同 時 に 登録 され る シス テ

ム)管 理 情 報 の 変 更 を 行 え る様 に して ほ しい。

4.LANの デ ィ レク トリ差 と セ キ ュ リテ ィ

LAN上 の端 末 の 増 移 設 を行 な った 際,ネ ッ トワー ク上 の 位 置 に関 わ らず,

同一 の サ ー ビス が 受 け られ る こ とが 望 まれ る が,そ の た め に は デ ィ レ ク トリ

サ ー ビ ス ツ ー ル が 必 要 に な る。 さ ら に,ア クセ スが 容 易 に な る こ とか らセ キ
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ユ リテ ィが 問 題 に な り,機 密 管理 ツー ル も同 時 に必 要 に な る。LANが 複 数

の 上 位 プ ロ トコルで 構 成 され て い る場 合 に は,管 理 作 業 の 簡 素 化 ・標 準 化 の

た め,全 プ ロ トコル を サ ポ ー トす る管 理 ツ ール が望 まれ る。
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管理 の範囲 と考 え方OS第3章





第3章OSl管 理 の範囲 と考え方

3.10Sl管 理 の 範 囲

rOSI管 理 」で 規 定 され る範 囲 と,規 定範 囲 外 で ネ ッ トワ ー ク管 理 シ ステ

ムを 提 供 す る メ ー カが 独 自に決 め るべ き もの とを説 明 します 。 理 解 し易 くす る

た め に簡 単 な ネ ッ トワ ー ク シス テ ムモ デル を 例 に採 って 説 明 しま す 。

3.1.1ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム モ デ ル

NW管 理ln紐DB統 計 レポ ー ト
課金 レポー ト

NW6謡 ム

忙 ユ＼ 露

国

超

LAN

固

図3.1ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム モ デ ル
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3.1.1ネ ッ トワー ク シ ス テム の一 般 的 な 管 理

ネ ッ トワ ー ク シス テ ム管 理 者 は,管 理 コ ン ピュ ー タ内 の ネ ッ トワー ク シス テ

ム管理AP(群)に 対 して 以 下 の よ うな 管 理 操 作 を行 い,ネ ッ トワー ク シス テ

ム全体 を一 元 管 理 しま す 。

(1)シ ス テ ム の 監視

ネ ッ トワー ク シ ステ ム を構 成 す る機 器,回 線 の 正 常状 態 を監 視 す る。

(2)シ ス テ ム の 運転

ネ ッ トワー ク シ ステ ム を構 成 す る機 器,回 線 を起 動 な い しは停 止 さ せ る。 ま

た は 自律 的 に 起 動,停 止 す る機 器 にっ いて は起 動 な い しは停止 の 通知 を受 け る。

(3)シ ス テ ム構 成 の 追 加 変更

端 末,回 線 の 追 加 に伴 う制御 属 性 値 の設 定 や,ソ フ トウ ェア の 配 送 を 行 う。

ま た,ネ ッ トワー ク シ ステ ムを構 成 す る機 器 の 変 更 通 知 を 受 け る。

(4)統 計,会 計 情 報 収 集

CPU負 荷 や 送 受 信 デ ー タ数,ま た は エ ラー 率 な どの 各 種 統 計 情 報 お よ び会

計情 報 を 収 集 す る。

それ ら収 集 情 報 を統 計 処 理 した レポ ー トを 出力 した り,課 金 請 求 書 を 出力 す

る。

(5)試 験,診 断

障害 検 出後 の試 験,診 断 を行 う。 ま た,予 防 保 守 の た め に(定 期 的 に)試 験

を行 う。

3.1.30Sl管 理 の 観 点 か らの論 理 化

図3.1の モ デ ル シ ス テ ム をOSI管 理 の 観 点 か ら論 理 化 す る と図3.2の よ う

に な る。 管 理 コ ン ピュ ー タ,業 務 コ ン ピ ュー タ,WS(ワ ー ク ステ ー シ ョ ン),

マ ル チメ デ ィ ア多 重 化 装 置 お よ び モ デ ム も論 理 的 に は個 々の オ ー プ ン シス テ ム

とな る。 管 理 コ ン ピュ ー タ上 にネ ッ トワー ク シ ステ ム管 理 者 に よ る管 理 操 作 に

従 って 動 作 す る ネ ッ トワー ク シ ステ ム 管 理 アプ リケ ー シ ョンプ ログ ラ ム(NW
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シ ス テ ム管 理AP)が 存 在 す る。 そ して そ のNWシ ステ ム管 理APに 対 して,

管 理 側 と して のOSI管 理 機 能 を提 供 す る機 能 体(M-OSIM)が 存 在 す る。

一 方 ,M-OSIMと 管 理 情 報 を交 換 す る こ と に よ って,管 理 され る側 と し

て のOSI管 理 機 能 を 提 供 す る機i能 体(A-OSIM)が,管 理 され る 各 オ ー

プ ン シス テ ム に存 在 す る。 そ して このA-OSIMが 実 際 の 管 理 対 象 物 と ロー

カ ル な イ ンタ フ ェー スを と る こ とに よ り,ネ ッ トワ ー ク シス テ ム管 理 者 が 個 々

の機 器 の 装 置 や 機 能体 を 管 理 す る こ と とな る。

OSI管 理 の 規 定範 囲 は以 下 の よ うに な る。

①M-OSIMとA-OSIMと の 間の 管理 情 報 交換 プ ロ トコル

②M-OSIMが ネ ッ トワ ー ク シス テ ム管理APに,ま たA-OSIMが

管 理 対 象 側 シス テ ム 管 理APにOSI管 理機 能 を 提供 す るサ ー ビス仕 様

③ ネ ッ トワー ク シス テ ム管 理APと 管 理 対象 との 間 で交 換 され る管 理 情 報

の 内 容(コ ー デ ィ ン グ規 則 と意 味 付 け)

一113一



NWシ ステム

管理者

NW管 理情報DB

苫
NWシ ステム管理 操作卓

業務処理コ ンピュータ 〔◎S〕

WS〔OS〕

■■■

WS〔OS〕

統計 レポート

課 金レポート

〔=]

僧 コ　 夕悶
NWシ ステム管理AP

パ ケット

交換機 〔OS〕

WS〔OS)

國
■■■

モデムま たはDSUな どの回線終端装置

:お よびマルチ メデ ィア多重化装置 も以下
のように論理化され る。

また,回 線,LANも

それが接続 されるOS

の構成単位と扱われ

■ ■ ■ る。

■■■

WS〔OS〕

WS〔OS〕

■■■

業務処理 コンピュータ

GW〔OS〕

国
■ ■ ■

〔OS〕
業務処理コンピュータ

LAN

WS〔OS〕

M-OSIM:管 理側 と してOSI管 理 の機能を実現す る機能単位

(詳 細 は後述)
A-OSIM:管 理側 され る側 としてOSI管 理 の機能 を実現 す る機

能単位(詳 細 は後述)
OS:オ ープ ンシステム

■:ネ ッ トワー クシステム管理者 によ り直接的ない しは間
接 的に管理 され る具体 的な管理対 象

図3.2 OSI管 理の観点 か らの論理 図
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従 って,以 下 の 項 目は ネ ッ トワ ー ク管 理 シス テ ム を提 供 す る メ ー カ,な い し

は 各 ネ ッ トワ ー ク シ ステ ム毎 に 決 あ るべ き もの で あ る。

① ネ ッ トワー ク シス テ ム 管 理 者 との コ マ ン ドな どの マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェ

ー ス 仕 様

② ネ ッ トワー ク シス テ ム 管 理 操作 卓 の 画 面 形 式

③ ネ ッ トワー ク シス テ ム 管 理 情報 デ ー タベ ー ス 内の 具 体 的 情 報

④ 統 計 レポ ー ト,課 金 レポー トの 具 体 的 内容

OSI管 理 で 規 定 され る範 囲 と規 定 され な い部 分 を簡単 に 示 す と図3.3の よ

うに な る。

NWシ ステム

管理者

苫蕊
操作卓

[=]
統 計 レ ポ ー ト

課 金 レ ポ ー ト

W
シ
ス
テ

管

理
A
P

「 一^}'}一 一.一 一 ー ー ー ー一 一{一 ー ー ー 一「

規定範囲

一 一〉

管理 情報 交 換
プ ロ トコル

!
1

OSI管 理機能をオープ ンシステム内の管理APに1

提供するサービス仕様

副
管
理
対
象
側

シ
ス

テ
ム
管
理
A
P

|
く ト づ ペ 一 一 　 　 　ペ ウ

管理 情 報 の 内 容(コ ー デ ィン グ規 則 と意 味 付 け)
'L _____」'

実装 に よ り内 部 的 に

変 換 さ れ る場 合 もあ る

i

注:OSI管 理 の サ ー ビス 機 能 仕 様 と して は,M-OSIM用 とかA-OSI

M用 とか の 区 別 は な く一 律 な 規 定 とな って い る。

図3.30SI管 理 の 規 定 範 囲
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3.20Sl管 理 の 概 要 と動 向

3.2.10Sl上 の位 置 づ け

OSI管 理 は,OSI基 本 参 照 モ デ ル の 第7層(応 用 編)内 の シス テ ム 管理

(SMAE:シ ス テ ム 管 理 応 用 エ ンテ ィテ ィ)と,管 理 対 象 の モ デ ル化 に従 っ

て 動 作 す るSMAP(シ ス テ ム管 理 応 用 プ ロ セ ス)お よ び層 管 理 の 集 合 で あ る。

◎1$1.管 理.

◎Pl

メ刷
毛宇ム等

『$M・AP

第

7

層

RDA

分 散

データベrス

TP

ト

ラ

ン

ザ

ク

シ

ョ

ン

処

理

8M

シヌ チ ム'管理

応 用 層 共 通 プ ロ ト コ ル(ACSE,ROSE,CCR)

応

用
.簸

管

理

エ

ジ

テ

ィ

テ

ィ

十 一
,

第

富

+

第

5
層

+

第
4
層
以
下

プ レ ゼ ン テ ー ン 」 ン

プ ロ ト コ ル エ ン テ ィ ァ ィ

、'、'÷ 弓・●ALヂ ÷、'ヂ・ト〆÷s'・、∨÷、弓÷ ∴、〆A㌔'・、 今、'÷ 十ト弓÷1't's'÷:一」‥ ÷ト∠÷、層'■弓▲ト弓手 十ト」÷

セ ソ ヨ ン

プ ロ ト コ ル エ ン テ ィ テ ィ

・セ シ=a.穿

層 管 理 工 ジ ラLイ チ イ

参÷ 弓':'く÷!+÷≒〔÷き≡占 十トs÷ 弓・ト 十トベ⊥ 弓㌔一占'`・L÷ きミ÷ ÷トミ"」 ≒ ÷:.1十 ÷:.《÷●仏ふぜ占ト弓十 十ト三

ト

イテ

ー

イテ

ポ

ン

ス

エル

ン

コト

ラ

ロ

ト

フ

・ト

寸
.

}

テ　イ
ロ

ポ

テ

ズ

ソ

ン

ェ理

ラ

管

ト

層

,

9●

'

◆

●

〔1:ISO7498-4「OSI基 本参 照 モデ ルPart4管 理 フ レー ム ワー ク」て導 入 された"OSI管 理"の 概念

図3.40SI上 の 位 置 づ け
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3.2.20Sl管 理 の 管 理 モ デ ル

管 理 対 象 に対 して,管 理 オ ペ レー シ ョ ンを発 行 し,そ の オ ペ レー シ ョ ン結 果

の 通 知 を 受 け 取 る こ とに よ り,ま た管 理 対 象 か らの 自律 的 な通 知 を 受 け と る こ

とに よ り管 理 側 の 役 割 を 持 つ プ ロセ スを マ ネ ー ジ ィ ング プ ロセ ス と呼ぶ 。

ま た実 際 の 内 部 的 な管 理 対 象 とイ ンタ フ ェー ス を取 り,マ ネ ー ジ ィ ン グプ ロ

セ ス と会 話 す る こ とに よ り,管 理 され る側 の 役割 を持 つ プ ロセ ス を エ ー ジ ェ ン

トプ ロセ ス と呼 ぶ 。

驚 く⊆ 霊・・∋ ㌫ 算÷ ンる
＼/(標 準 の対象 外)・ ・…一…

管理対象

共有す る概念ス キーマ(可 能 なオペ レー ションと通知の種別)

ア ソシエ ーシ ョンに対す る応用 コ ンテクス ト(ASEの 組み合わせ)を標 準化 す る。

図3.30SI管 理 に お け る 会 話 モ デ ル

管 理 す る 側,管 理 さ れ る 側 の 役 割 を 持 つ マ ネ ー ジ ィ ン グ プ ロ セ ス,エ ー ジ ェ

ン トプ ロ セ ス は,或 る 開 放 型 シ ス テ ム に 固 定 的 に ど ち ら か の み に 存 在 す る の で

は な く,両 方 が 存 在 す る こ と も 可 能 で あ る 。

開放型 システ ムA開 放型 システムB開 放型 システムN

「=
マ ネ ー ジ ング

プ ロセ ス

工 ー

プ ロ

エ ー ジ ェ ン ト

プ ロ セ ス

工 ー

プ ロ

一・・一[連 記

i
←..,一

:

一 … 一← 管 理 対 象

←

一

一

エ ー ジ ェ ン ト

マ ネ ー ジ ング

プ ロセ ス

エ ー ジ ェ ン ト

フ ロ セ ス

圃一

一…一

象対理管一　一

山 。.ジ 。ン,

プ ロセ ス

ーー一[蓮 田

凡例:← 一→ 管理 プロ トコル

図3.62種 類 の 役 割 のSMAPの 混 在 モ デ ル
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3.2.3シ ス テ ム 管 理

シ ス テ ム 管 理 は,OSI環 境 中 の 資 源 の 監 視(monitoring),制 御(control) ,

調 整(cordination)の た め の メ カ ニ ズ ム と,そ れ ら 資 源 に 関 わ る 情 報 を 伝 送 す

る た め のOSIプ ロ ト コ ル 標 準 を 規 定 し て い る 。

シ
ス
テ
ム

管
理
者

監視
　 1

|

一

制御

資源
『

　

調整
　

(シ ス テ ム管 理 の た め のOSIプ ロ トコル)

図3.7シ ス テ ム管 理 プ ロ トコル の 目的

OSI環 境上の 資源 に対す る管理 オペ レー シ ョンを表現 す るため に,そ れ ら

資源 は,固 有特性 を定 義 した管理対 象 と して見 る。

管 理 対 象(managedObject)

管 理 オ ペ レ ー シ ョ ン
＼
/

＼

/

＼

一

一
/

○

口
△
ー

固
有
特
性

資源

属性(Attribute)

皮
か
ぶ
せ
て
抽
象
化

図3.8資 源 を 抽 象 化
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あ る開 放 型 シス テ ムで シス テ ム 管 理 の 目的 で 要求 され る情 報 は,ロ ー カル な

入 力 に よ って 得 られ るか も しれ な い し,シ ステ ム管 理(応 用 層)通 信 によ って,

また は,下 位 層 プ ロ トコル交 換 の 結 果 と して,他 の 開放 型 シ ステ ムか らの 入 力

か ら得 られ るか も しれ な い。

＼
/
ー

/
一

/
＼
1

＼

ロー カ ル な 力
システム

管理者
一 ー シス テ ム管 理 プ ロ トコル ー

↑
下 位 層 プ ロ トコル

図3.9シ ス テ ム管 理 活 動 の情 報 の 流 れ

シス テ ム管 理 は,分 散 処 理 と通 信 環 境 の 広 い 範 囲 に適 用 さ れ る。

そ の環 境 とは,

・ ロー カ ル ネ ッ トワー ク上 に イ ンプ リメ ン トされ た 小 さ く局 所 化 され た シ

ス テ ム か ら

・ 企 業 や 国営 ネ ッ トワー クで 大 規 模 に結 ば れ た シス テ ム まで 及 ぶ 。

(例 え,通 常 は 自律 的 な 管 理 ドメ イ ンにあ る もの さ え,こ の 同 じ標 準 と

コ ンセ プ トを適 用 す る。)

シス テ ム管 理 活 動 に要 求 され る機 能 要 件 は,以 下 の5つ の 管 理 領 域 に グ ル ー

プ化 で き る。

① 障害 管 理(faultmanagement)

・エ ラー 発 生 の 通 知 とエ ラ ー情 報 の 読 み 取 り

・テ ス トの実 行 と結 果 の 通 知
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接 続性 テ ス ト:2つ の プ ロ トコル エ ンテ ィテ ィ間 で コネ ク シ ョ ンが 確 立
で き るか否 か を検 証 す る。

プ ロ トコル 整 合 性 テ ス ト:2プ ロ トコル デ ー タ単 位(PDU)の 転 送 順

序 の正 当 性 を 検証 す る。

機 能 テ ス ト:特 定 の層 ま た は シス テ ム の特 定 の 機 能 が 正 し く作 動 す る こ
とを検 証 す る。

診 断 テ ス ト:診 断 情 報 に よ り どの 構 成 要 素 に障 害 が 起 こ って い る か を検

出す る。

性 能 テ ス ト:管 理 対 象 の性 能 を 測 定 す る。

② 構成 管 理(configurationmanagement)

・管 理対 象 の 生 成 ,削 除 を 管 理 す る。

・状 態 を 変 更 す る,状 態 を通 知 す る。

・関 係 情 報 の 生 成 ,変 更 を 管理 す る。

・ソフ トウ ェアの 配 布,初 期 化 等 を 管理 す る。

③ 会 計 管 理(accountingmanagement)

・課 金単 位 の 定 義

・課 金情 報 の 読 み 出 し

・課 金 限 度 の 設 定 ・変 更 ・読 み取 り と,限 度超 過 の 報 告

・課 金 記 録 の 読 み 出 し

④ 性 能 管 理(performancemanagement)

・性 能 の監 視

・性 能 の 制御 と調 整

・性 能 の 分 析

・性 能 の 情 報 の 収 集

⑤ 機 密 管 理(SeCUritymanagement)

・ ア ク セ ス 権 の 設 定,変 更 を 管 理 す る 。

・ア ク セ ス に っ い て パ ス ワ ー ドを 検 査 す る 。
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・ア クセス権 の違反 にっ いて報告す る。

・ア クセスに関す る記録の収集 と読み取 り。

情報の多 くの項 目と,そ れ に関係付 け られて い るオペ レー シ ョンや通信 プ ロ

トコル は,複 数 の領域で共通す る ものであ る。従 って,シ ステ ム管理者 はあ る

方 針 に基づ いた管理を達成す るた めに複数の管理機 能を組 合わせて使用 し,管

理 活動を実現す る。
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3.2.4シ ス テ ム管 理 プ ロ トコ ル

マ ネ ー ジ ン グプ ロセ ス とエ ー ジ ェ ン トプ ロセ ス 間の 会 話 は,管 理 情 報 の交 換

に よ って実 現 さ れ,こ の 通 信 は,OSIプ ロ トコル を使 用 して 達 成 され る。

図3.10は,シ ス テ ム管 理 プ ロ トコル を 実 現 す る応 用 エ ンテ ィテ・イで あ るSM

AE(シ ス テ ム 管理 応 用 エ ンテ ィ テ ィ)の 論 理 構 造 を示 して い る。

(マ ネ ー ジ ン グ プ ロ セ ス)

SMAE

S

A

C

F

SMASE 一

|

OtherASEs

l

CMISE }

ROSE

ACSE

MAPDU

CMIPDU

andother

(エ ー ジ ェ ン トプ ロ セ ス)

SMAE

S

A

C

F

う SMASE

1

|

† CMISE OtherASEs

ROSE

ACSE

注:こ の 図 は,シ ス テ ム管 理 に よ る応 用 層 の使 用 の例 で あ る。 応 用 層 コ ンポ ー

ネ ン トの正 確 な構 成 を 図 示 して い る訳 で は な い。

図3.10シ ス テ ム 管理 応 用 エ ンテ ィテ ィ
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・SMASE(シ ス テ ム 管 理 応 用 サ ー ビス要 素)

上 位 の 管 理 プ ロセ ス(SMAP:マ ネ ー ジ ングプ ロ セ ス また は エ ー ジ ェ ン ト

プ ロ セ ス)に 対 して,SMFA(特 定 管 理 機 能 領 域:FM,CM,AM,PM,

SMの 機 能 要 件)を 多 対 多 で 満 たす シス テ ム管理 機 能(オ ブ ジ ェ ク ト管 理 機 能,

関 係 管 理 機 能,状 態 管 理 機 能,エ ラ ー報 告 と情報 検 索 機 能,管 理 サ ー ビス制 御

機 能,信 頼 性 と試 験 診 断 機 能,ロ グ 制 御 機 能,等)の サ ー ビ ス を 提 供 す る

ASE。

・MAPDU(管 理 応 用 プ ロ ト コ ル デ ー タ 単 位)

OSI管 理 に 関 係 し て 転 送 さ れ る 情 報 の セ マ ン テ ィ ッ ク ス と 抽 象 構 文 を 定 義

す る 。 具 体 的 に は,ACTION,EVENT,ATTRIBUTEテ ン プ レ ー トで 定 義 さ れ る 抽 象

構 文 と,そ れ に 加 え て,OBJECT,NAME,GROUPATTRIBUTE,SUPPLRMRNTARY

PACKAGE,BEHAVIORテ ン プ レ ー トで 定 義 さ れ る セ マ ン テ ィ ッ ク ス で あ る 。

・CMISE(共 通 管 理 情 報 サ ー ビス要 素)

共 通 管 理 情 報 プ ロ トコル デ ー タ単 位(CMIPDUs)の 転 送 の た め の サ ー ビス と

手 続 きを 規 定 して い る。 っ ま り,管 理 の 目的 で情 報 と コマ ン ドを 共 通 の 方 法 で

交 換 す る た めの 手 段 を 提 供 す る。 主 に,管 理対 象 を,ク ラ ス と イ ンス タ ンスで

捉 え,そ の イ ンス タ ンス の識 別 に,ISO/IEC9594(TheDirectory)で

定 義 され る識 別 名(DistinguishedName)を 使用 す る こ とを定 義 して い る。

・CMlPDU(共 通 管 理 情 報 プ ロ ト コ ル デ ー タ 単 位)

ROS(リ モ ー トオ ペ レ ー シ ョ ン サ ー ビ ス,ISO9072)で 定 義 さ れ て い

るOPERATIONマ ク ロ,ERRORマ ク ロ を 使 用 して 定 義 さ れ る 。

m-EventReportオ ペ レ ー シ ョ ン

m-EventReport-Confirmedオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Linked-Replyオ ペ レ ー シ ョ ン
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m-Getオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Setオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Set-Confirmedオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Actionオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Action-Confirmedオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Createオ ペ レ ー シ ョ ン

m-Deleteオ ペ レ ー シ ョ ン

の セ マ ン テ ィ ッ ク ス と 抽 象 構 文 を 定 義 す る 。
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ト

3.30SI管 理 の 仕 様 概 要

3.3.1文 書 体 系

(1)OSI管 理 の 標 準 化 動 向

ISO/IECJTClSC21WG5で 行 われ て い るOSI管 理 の

標準化作業 は現在以下 の図の よ うな文書構成で プ ロ トコル部 分(CMIP以

下)がDISレ ベ ル に 至 って い る。

・OSI管 理 フ レ ー ム ワ ー ク(ISODIS7498-4)

IS予 定 正988.10

障害管理 構成管理 性能管理 機密管理 課金管理
システム管理 (FM)(CM) (PM) (SM) (AM)

Overview SC21/WG4/SC21/WG4/ N2673 N2688 N2689

1

SC21/WG4/ N587N591 (2ndWD) (4thWD) (2ndWD)

N571(2ndWD)

↓

↓

DP予 定

1988.12

↓

DIS予 定

1989.6

↓

IS予 定

1990.2

(フレームワークの

Addendum)

(6thWD)N2671(S.D.

↓ ↓

定

12

定

6

定

2

↓
晶

↓
品

↓
予
肌
S

l

P

l

l

I

D

D

I

定

12

定

6

定

2

↓
予
㍗

蒜

↓
予
肌

P

l

l

S

l

D

D

↓

定

9

定

4

定

12

↓
予
皿
↓
品

↓
予
肌
S

l

P

l

l

D

D

I

↓

定

9

定

4

定

12

↓
予
㍗

蒜

↓
予
蜘
S

l

P

1

1

D

D

定

9

定

4

定

12

-
・鵠

蒜

誌

D

D

SMFA(シ ス テ ム管理 機 能領 域)

CMIS/CMIP(共 通 管 理 情 報 サ ー ビ ス 定 義/プ ロ トコ ル 仕 様)

ISO/IECDIS9592-2/9596-2

正 式DIS予 定 →

1988.9

S予 定Addenduw:Cance・IGet

l989.512/88→6/89→2/90

ACSE(ISO8649/8650)

N2326/2327(IS直 前)

ROSE(ISO9072-1.2/9072-2.2)
→ 年 内IS(?),88年 度 版 勧 告

プ レゼ ン テ ー シ ョ ンサ ー ビ ス 定 義 プ ロ トコ ル 仕 様

lSO8822/8823:1988(E)

・SMI(管 理 情 報 構 造)

N2684(WD)

DP予 定 →DIS予 定 →IS予 定

1989.51989.121990.8

・GDMI(管 理 情 報 の 一 般 定 義)

N2685

図3.11現 在 の 標 準化 文 書

一125一



この う ち,GDM1は,層 に関 係 な く各 層 で保 持 す べ き管 理 情 報(接 続/

切 断 数 等)の 内 容 を 規 定 し,層 特 有 な管 理 情 報 は,各 層 管 理(ト ラ ンス ポ ー

ト層 のISO/IECJTC1/SC6/WG4T.19(東 京 会 議)や

ネ ッ トワー ク層 のSC6/WG2A2,33(ゲ イ サ ス バ ー グ会 議)な どの

仕 様)で 規 定 され る。

な お,最 近 の 動 向 と して,標 準 化 が 重 要 視 され て きた 管 理 対 象/管 理 情 報

の 規定 方 法 を 体 系 化 す るた め 文 書 体 系 が 以 下 の よ うに 日本 か らISOへ 寄 書

(SC21/WG4N628)が 作 成 され た。 他 に,米 案(N655),CCITT

案(N697)が 提 案 され て お り シ ドニ ー会 議 で 審 議 さ れ る。

管 理 の 枠 組 み と,そ のAddenduw7498-4,74S8-4/Ad1

特 定管理 機能領 域(SMFA)

特 定管理機能 領域概 要
障害管理(FM)

構成 管理(CM)
性能 管理(PM)
会計 管理(AM)
機密管 理(SM)

管理情報 構造(SMI) 10BBB

－般 的な管 理対象 クラス,属 性,
事 象お よび動作 の定 義10CCC

図3.12提 案 され た標準化文書 の新 体系

一126一



(2)OSI管 理 の規 定 概 要

管 理 フ レー ム ワー ク(7498-4)の 規 約 で は,主 に以 下 の こ とを規 定 して い

る。

・ 「OSI管 理 環 境 」 内 の 開 放 型 資 は,

① 開 放型 シス テ ムは 自律 的 な 管 理 が 行 え るこ と。

② 情 報 交換 に よ り管理 活 動 の 協 調 を行 うた め,他 の 開放 型 シス テ ム と

協 調 で き る こ と。

とい う管理 責 任 が あ る。

・OSI管 理 は ,管 理 デ ー タの 情 報 通 信and/orロ ー カ ル な操 作 で

効 果 が 現 れ,以 下 の5っ の フ ァ シ リテ ィで情 報 通 信 を サ ポ ー トす る。

障 害 管 理(FM)

会 計 管 理(AM)

構 成 管 理(CM)

性 能 管 理(PM)

機 密 管 理(SM)

・OSI管 理 は ,3っ の 管 理 に よ って 達 成 され る。

シ ス テ ム管 理 一複 数 層/複 数 シス テ ムの 管 理 を行 う メ カニ ズ ムを 提 供

す る。

シス テ ム管 理 間の 通 信 を 提 供 す るの がSMAEが 実 行

す る応 用 層 プ ロ トゴルで あ る。

層 管 理 一層(PE:プ ロ トコル エ ンテ ィテ ィ)内 の 通 信 活 動 を管 理 す

る メ カニ ズ ム を提 供 す る。

層 管 理(LME:層 管理 エ ンテ ィテ ィ)同 士 は シス テ ム 管理

プ ロ トコル ま た は層 管理 プ ロ トコルで 通 信 す る。

層 オ ペ レー シ ョ ンー1っ の 通 信 イ ンス タ ンス(PM)を 管 理 す る メ カ

ニ ズ ム を提 供 す る。
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図3.13機 能 モ デ ル
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3.3.2共 通 管 理 情 報 サ ー ビス

(1)位 置 づ け

管理 の た めの 共 通 的 な機能 を 提 供 す る もの で,応 用層 プ ロ トコル の1つ で

あ る。

② サ ー ビスの 概 要

現 ドキ ュ メ ン トに定 義 され た サ ー ビス要 素 を 以 下 に示 す。 こ こで 「管 理 対

象 」(Managedobject)は 管 理 の対 象(例X.25エ ンテ ィテ ィ,H/Wユ ニ ッ

ト,回 線)を 示 す 。

表3.1サ ー ビス要 素

サ ー ビ ス 要 素

EVENTREPORT

GET

SET

ACTION

CREATE

DELETE

概

管理対象 に関 して事象が発 生 して ことを報告す る。

管理対象の属性を読み 出す 。

管理対象の属性を指定 した値 に設定す る。

管理対象 に対 して動作 を指 示する。

管理対象 を生成す る。

管理対象を削除す る。

(3)共 通 的 な パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass

管 理 対 象 の 種 別 を 示 す 。

ManagedObjectInstance

特 定 の 管 理 対 象 を 識 別 す る た め の 名 前 。

Attribute

管 理 対 象 の 持 つ 各 種 の 属 性 情 報 で,typeとvalueか ら な る 。

例.

typeパ ケ ッ ト数 カ ウ ン タ 回 線 速 度Errors

value1009600bpsエ ラ ー 応 答 時 の エ ラ ー コ ー ド
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(4)各 サ ー ビスの 内容

①EventRePort

管理 対 象 に 関 して 何 らか の 事 象(障 害 等)が 発 生 した こ とを通 知 す る。

∩ 一

要求

応答

)

要 求 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass前 述

ManagedObjectInstance〃

Mode応 答 を 要 求 す る か 否 か の 指 定 。

EventType発 生 し た 事 象 の 種 別 を 示 す 。

EventTime事 象 の 発 生 し た 時 刻 を 示 す 。

EventArgumentそ の 事 象 に 関 連 す る 付 加 的 な 情 報 を 示 す 。

応 答 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass前 述

ManagedObjectInstance〃

EventType"

CurrentTime応 答 を 送 信 し た 時 刻

EventResult結 果

例 ・ 二

ManagedObjectClassx.25コ ネ ク シ ョ ン

ManagedObjectInstanceノ ー ド4一 論 理 チ ャ ネ ル1(?)

EventTypeコ ネ ク シ ョ ン 異 常 切 断

EventArgument結 果
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②Get

管理対象の属性 を読み取 る。

管理対象

属 性

要 求 の パ ラ メ ー タ

BaseManagedObjectClass

BaseManagedObjectInstance

Scope,Filter

Attributeidentifierlist

応 答 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass

ManagedObjectInstance

Attributelist

Ex.

要 求

BaseManagedObjectClass

後述

〃

ノ!

読 み 取 るAttributeの 名 前 の リ ス ト

前述

〃

読 み 取 ら れ たAttributeの リ ス ト

BaseManagedObjectInstance

Attributeidentifierlist

x.25エ ン テ ィ テ ィ

DTパ ケ ッ ト数,RRパ ケ ッ ト数
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応 答

ManagedObjectClass要 求 に 同 じ

ManagedObjectInstance〃

AttributelistDTパ ケ ッ ト数=200, RRパ ケ ッ ト数=100

③Set

管理対 象の属性を指定 された値 に設定す る。

A M

象

性

対理智

属

塞

酪

要 求 の パ ラ メ ー タ

BaseManagedObjectClass後 述

BaseManagedObjectInstance"

Scope,Filter"

Mode前 述

Attributelist設 定 さ れ るAttributeの リ ス ト

応 答 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass前 述

ManagedObjectInstance"

Attributelist設 定 さ れ たAttributeの リ ス ト
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Ex.

要 求

BaseManagedObjectClassx.25エ ン テ ィ テ ィ

BaseManagedObjectlnstance・ ・.

AttributelistHTC=50,HOC=75

応 答

ManagedObjectClass要 求 に 同 じ

ManagedObjectInstance"

Attributelist〃

④Action

管 理 対 象 に 対 し て 何 ら か の 動 作(試 験 の 実 行 等)を 指 示 す る 。

管理対象

(()

要求

応答

)

要 求 の パ ラ メ ー タ

BaseManagedObjectClass後 述

BaseManagedObjectInstance〃

Scope,Filter〃

Hode前 述

ActionType指 示 す る 動 作 の 種 別 を 示 す 。

ActionArgumentそ の 動 作 に 関 連 す る 付 加 的 な 情 報 を 示 す 。

応 答 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass前 述
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ManagedObjectInstance〃

ActionType

CurrentTime応 答 を 送 信 し た 時 刻

ActionResult動 作 の 結 果

Ex.

要 求

BaseManagedObjectClass通 信 制 御 装 置

BaseManagedObjectlnstance

ActionTypeバ ッ ク ア ッ プ 回 線 へ の 切 り 替 え

ActionArgument切 り 替 え 先 回 線

応 答 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass要 求 に 同 じ

ManagedObjectInstance"

ActionType"

ActionResult実 際 に 切 り 替 え ら れ た 回 線

⑤Create

管 理 対 象 を生 成 す る。

管理対象

∩

要求

応答

)

要 求 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass前 述

ManagedObject Instance"
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ReferenceObjectInstanceAttributeの 初 期 値 と し て こ こ で 指 定

さ れ たObjectのAttribute値 を コ ピ ー す る 。(下 記 で 指 定 さ れ な

い 時)

AttributelistAttributeの 初 期 値 を 指 定 す る 。

応 答 の パ ラ メ ー タ

ManagedObjectClass前 述

ManagedObjectInstance〃

Attributelist実 際 のAttribute値

CurrentTime応 答 を 送 信 し た 時 刻

⑥Delete

管 理 対 象 を 削 除 す る 。

(5)そ の 他 の 機 能

FilterとScope

FilterとScopeは 複 数 の 管 理 対 象 の 指 定 を 可 能 と す る 。 各 管 理 対 象 はMIT

(MangementInformationTree・NamingTree)に よ っ て 規 定 さ れ る 「包 含 」

の 関 係 を 持 つ 。

Ex.NL －
NElNE2－

NCINC2NC3

(121)(75)(156)

Scopeは 以 下 の 値 を と る 。

0:

イ
ン

テ

ヨ

イ
シ

ヤ

テ

ク

イ

ン
ネ

レ

エ

コ

ク

ク

ク

ー

一

一

ワ

ワ

ワ

ト

ト

ト

ソ

ソ

ソ

ネ

ネ
ネ

L

E

C

N

N

N

<一 パ ケ ッ ト数

(指 定 な き と き は0)

BaseManagedObject自 身

n:BaseManagedObjectのnレ ベ ル 下 位 のObject群

一1:BaseManagedObjectと そ の す べ て の 下 位Object群

上 記 の 例 でBaseManagedObject=NE1,Scope=1と す る と(NC1,
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NC2,NC3)が 指 定 出 来 る。

FilterはAttribute値 が特 定 の 値 よ り大 きい,小 さ い,等 しい な ど の条 件

を 指 定 出来 る。 さ らに複 数 の 条 件 をAND,ORで 連 結 す る こ とが 出来 る。

Ex.

Get要 求

BaseHanagedObjectClassネ ッ ト ワ ー ク エ ン テ ィ テ ィ

BaseHanagedObjectlnstanceNEl

Scopel

Filterパ ケ ッ ト 数>100

Attributeidentifierlistパ ケ ッ ト 数

応 答1

HanagedObjectClassネ ッ ト ワ ー ク コ ネ ク シ ョ ン

HanagedObjectlnstanceNCl

Attributelistパ ケ ッ ト数==121

応 答2

HanagedObjectClass ネ ッ ト ワ ー ク コ ネ ク シ ョ ン

HanagedObjectlnstanceNC3

Attributelistパ ケ ッ ト 数=156
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3.3.3構 成 管 理 サ ー ビス

(1)構 成 管理 と は

定 常 操 作 を 左 右 す る 開放 型 通 信 フ ァ シ リテ ィの 特 性 を制 御 ・監 視 す る機 能

の集 合 で あ る。

その 機 能 と は:

・ 開放 型 シ ステ ム の パ ラ メ タの 設定

・ 管理 オ ブ ジ ェ ク トの 初期 化 お よ び閉 塞 処 理

・ 開放 型 シ ステ ム に付 与 され た デ ー タの 収 集

・ 開放 型 シ ステ ム構 成 の 変更

・ 管理 オ ブ ジ ェ ク トとそ の 名前 の 関連 付 け

〔具体 的には次のよ うな機能 を果たす ことになる。〕

・ 新 たな管理オ ブ ジェク トを導入 し,定 義す る こと

・ 管理 オブ ジェク トの名前づ け及び割 り当て た名前 を管理 す ること

・ 管理 オ ブ ジェク ト間の関係 を生成,削 除,変 更す ること

・ 操 作特性の設定 と変更

・ 可変属性の初期 ネ ッ トワー クを割 り当て ること

・ 種 々の運用 レベ ルで設定 され る管理 オブ ジェク トの管理状態を変更す

ること

・ 管理オ ブ ジェク トの識別子,ク ラスや関係の報告 とそれ らを要求す る

こと

・ 管理オ ブ ジェク トの存在や操作状態 におけ る重要な変化を報告す る こ

と

・ 管理オ ブ ジェク トを削除す ること



(2) 構成管理 モデル

CMIS

request

CMIS

request

CMIS

request

図3.14

CMIS

request

CMIS
request

操作 モデル

CMIS

request

Aspectof

configuration

management

図3.15 機能 モデル
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Procedure

Sequenceof

Execution

図3.16 操作 モデル と機能 モデルの関係
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(3)オ ブ ジ ェ ク ト管 理

① モ デ ル

[管 理 対 象]

構 成 管 理 で 取 り扱 う シス テ ム の部 分 は,管 理 対 象 の イ ンス タ ンスで 表 現

され る。 管理 対 象 は,特 定 の ク ラ スを 持 つ。 ク ラ ス と は,同 じ性 質 を持 ち,

同様 の 目的 を 満 たす 同種 の 管理 対 象 の 集 合 を 分 類 す る もの で あ る。

[属 性]

管理 対 象 の 幾 つ か の性 質 を 記 述 す る管 理 情 報 項 目で あ る。 例:操 作 特 性,

操 作 条 件,現 状 態,ス テ ー タ ス な ど,属 性 は,識 別 子 と値 を持 つ。

② サ ー ビ ス機 能

・CREATE-OBJECT:管 理 対 象 の イ ンス タ ンスの 作 成 を依 頼 す る。

・DELETE-OBJECT:管 理 対 象 の イ ンス タ ンス の 削 除 を依 頼 す る。

・REMAME-OBJECT:管 理 対 象 の イ ンス タ ンス 名 の変 更 を 依 頼 す る。

・ENROL-OBJECT:新 しい管 理 対 象 イ ンス タ ンス が 作 成 され た こ と

を報 告 す る。

・DEENRO七 〇BJECT:管 理 対 象 イ ンス タ ンス が 削 除 され た こ と を報 告

す る。

・REENROL-OBJECT:管 理 対 象 イ ンス タ ンスの 名 前 が 変 更 され た こ と

を 報告 す る。

・GET-OBJECT-NAMES:管 理 対 象 の 名 前 を 要 求 す る。

・DISPLAY-ATTRIGUTES:管 理 対 象 イ ン ス タ ンスが 持 つ属 性 値 を 要 求

す る。

・CHANGE-ATTRIGUTES:管 理 対 象 イ ンス タ ンスが 持 つ 属 性 値 を 変 更

す る。

・REPORT-ATTRIGUTE-CHANGE:管 理 対 象 イ ンス タ ンスの 属 性 値 を 変

更 を 通 知 す る。
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[CMISと の 関 係]

CREATE-OBJECT

DELETE-OBJECT

RENAME-OBJECT,CHANGE-ATTRIBUTES

ENROL-OBJECT,DEENROL-OBJECT,REENROL-OBJECT,

REPORT-ATTRISUTE-CHANGE

GET-OBJECT-NAMES,DISPLAY-ATTRIBUTES

←M-CREMTE

←M-DELETE

←M-SET

←M-EVENT-REPORT

←M-GET

(4)状 態 管 理

① モ デ ル

D

I

S

A

B

L

E

D

anable

newuser(nonsharableobject)

E

N

A

B

L

E

D
B

u

S

Y

●
userquit(nonsharableobject)抽

disable

垣

newuser newuser

A

C

T

I

V

E

一 ●

,

』 →∋

8日
コ σ4

1astuser

■

已5

攣

userquit. ・ ,

qUlt

一

disable
■

disable
■

図3.17操 作 状 態
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(0)Disabled:管 理 対 象 が 実 装 され て い な い,不 完 全 な どの理 由 で 操 作

不 可,又 は これ に 関 連 す る資 源 で な い の で操 作不 可 。

(1)Enabled管 理 対 象 は,操 作 可 能 で あ るが,現 在 使用 され て い な い状

態

(2)Active管 理 対 象 は,操 作 可能 で 現 在 使 用 され て い る。 ま だ,使 用

で き る余 裕 が あ る。

(3)Busy管 理 対 象 は,操 作 可 能 で 使 用 され て い る。 この 管 理 対 象 は

他 に サ ー ビスす る余 裕 は な い 。

SHUTTING

DOWN

図3.18運 用 管 理 状 態

Locked:運 用 管 理 的 に 管理 対 象 の 使 用 が 禁 止 され て い る状 態(0)

ShuttingDown:管 理 対 象 は,そ れ を 現 在 使 用 して い る利 用者 の み 使 用 可 能

な 状 態(2)

Unlocked:管 理 対 象 が,使 用 可 能 で あ る状 態(1)
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disable 　

disable

, `

newuser(nonsharableobject)
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...

newuser

.

newuser
●

Disabled

Unlocked

anable

Enabled

Unlocked

●
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図3.19状 態管理モデル

一143一



表3.2状 能 マ ト リ ッ ク ス

DISARLED ENABLED ACTIVE BUSY

LOCKED

Disabled

Locked①

Enabled

Locked②

SHUTTING

DOWN

自動的 に

① に遷移

自動的 に

② に遷移

ActiveShutting

down.

BusyShutting

down.

UNLOCKED

Disabled

Unlocked

Enabled

Unlocked

Active

Unlocked

Busy

Unlocked

DisabledLocked:管 理 対 象 は,運 用 が 禁止 され て お り,何 らか の 原 因 で

操 作 不 能 で あ る。 使 用 で き るよ うに す るた め に は,ア ン ロ ッ ク操 作 と修

復 が 必 要 で あ る。

EnabledLocked:管 理 対 象 は,運 用 が 禁 止 され て い るが,操 作 可 能 で あ

る。 使 用 で き る よ うに す るた め に は,ア ンロ ッ ク操 作 が必 要 で あ る。

ActiveShuttingdown:管 理対 象 は,操 作 可 能 で あ り,使 用 中で あ る。 し

か し,運 用 が 制 限 され て い る。 再 度 利 用 可 能 にす るた め に は ア ン ロ ック

操 作 が 必 要 で あ る。

BusyShuttingdown:管 理 対 象 は,操 作 可 能 で あ り,使 用 中 で あ る。 しか

し,運 用 は制 限 され て い る。 利 用 者 に対 して余 力 はな い 。 他 の 利 用 者 に

ア クセ ス可 能 に す るた め に は,現 利 用 者 の終 了 を 待 ち,ア ンロ ック操 作

を 行 う必 要 が あ る。

DisabledUnlocked:管 理 対 象 は,運 用 が 禁 止 され て い る訳 で は な い。 し

か し,何 らか の 原 因 で 操 作 不 能 で あ る。 使 用 す る た め に は,修 復 が 必 要

で あ る。

EnabledUnlocked:管 理 対 象 は,操 作 可 能 で あ り,利 用 者 が ア クセ ス可 能

で あ る。 しか し,実 際 に は使 用 され て い な い 。

ActiveUnlocked:管 理 対 象 は,操 作 可 能 で あ り,使 用 中で あ る。 ま た,

利 用 者 に対 す る十 分 な余 力 が あ る。
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BusyUnlocked:管 理 対 象 は,操 作 可 能 で あ り,使 用 中 で あ る。 利 用 者 に

対 して余 力 が な い 。 他 の 利 用 者 が 使 用 可 能 とな るた め に は,現 利 用 者 が

終 了 しな け れ ば な らな い。

② サ ー ビス 機 能

・GET-STATE:構 成 状 態 の 値 を 要 求 す る。

・SET-STATE:構 成 状 態 の 値 を変 更 す る。

・REPORT-STATE-CHANGE:状 態 が 変 わ った ことを 報 告 す る。

[CMISと の 関 係]

GET-STATE←M-GET

SET-STATE←M-GET

REPORT-STATE-CHANGE←M-EVENT-REPORT

(5)関 係管理

① モ デル

a.直 接 関係 と間接 関係

直接 関係:あ る管理 対象 に関連す る管理情報が他 の管理対 象を識別

す るよ うな場合の関係

間接 関係:2っ 以上 の直接関係の連結か ら引 き出 され る関係

Indirectrelationship

ウ Ψ

A
direct

B
direct

C　 .
relationship

－

relationship

図3.20直 接関係 と間接 関係

また,関 係 には対称 な関係 と非対称 な関係の2種 類が ある。
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b.暗 黙 な関係 と明白な関係

暗黙の関係:所 有 した り,管 理 した りす る管理対象の名前で決 ま る

関係

明白な関係:関 係属性 によ って関係付 け られ る関係

A岡 AB

匿『 ・

図3.21明 白 な 関 係

② 関 係 の 種 類

・ サ ー ビス関 係:サ ー ビス提 供 者 の 関 係 。

対 等 関 係:二 つ の管 理 対 象 の 関 係 が 対 等 な関 係。

バ ッ クア ップ 関係:現 用 と予 備 の 関 係 。 故 障 時 にバ ッ クア ップ さ れ

る。

グ ル ー プ関 係:グ ル ー プ対 象 とそ の メ ンバ ー オ ブ ジ ェ ク トの 関 係 。

トポ ロ ジカ ル関 係:二 つ の 管理 対 象 の 間 が空 間 的 ま た は トポ ロ ジカ

ル結 合 で定 義 され る関 係 。

③ サ ー ビス機 能

CREATE-RELATIONSHIP明 白な 関 係 の 作 成 の 要 求

DELETE-RELATIONSHIP明 白な 関 係 の 削 除 の 要 求

CHANGE-RELATIONSHIP:関 係 属 性 値 の 変 更 要 求

DISPLAY-RELATIONSHIP:関 係 属 性 値 の 取 り出 し要 求

REPORT-RELATIONSHIP-CREATION:関 係 属 性 が 生 成 され た こ との 報 告
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闇

闇

圏
図3。22多 数 対多数 の明白な関係

A 圏
AR

圏
二
つ三 層 RB

圏 B

図3.23非 対称 の関係 を表す管理オ ブジェク ト

A 圏
AR

R

團
RB

圏 B

図3,24対 称 の関係を表す管理 オブ ジェク ト
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REPORT-RELATIONSHIP-DELETION:関 係 属 性 が 削 除 さ れ た こ と の 報 告

REPORT-RELATIONSHIP-CHANGE:関 係 属 性 が 変 更 さ れ た こ と の 報 告

[CMISと の 関 係]

CREATE-RELATIONSHIP,DELETE-RELATIONSHIP,

CHANGE-RELATIONSHIP←M-SET

DISPLAY-RELATIONSHIP←M-GET

REPORTY-RELATIONSHIP-CREATION,

REPORT-RELATIONSHIP-DELETION←M-EVENT-REPORT

REPORT-RELATIONSHIP-CHANGE←M-EVENT-REPORT

3.3.4障 害管理サー ビス

lSO/IECJTCl/SC21/WG4N587August.19886thWD

(1)障 害 管理で規定す る機能

① エ ラー報告 と情報検索機能

エ ラー報告

閾値超過報告

カ ウ ンタ,ゲ ー ジ,閾 値情報 の取得

② 信頼性 と診断試験

管理 対象 に対す る試験 の実行 を指示 す る機能

試 験結果報告

試 験の取 り消 し

試 験結果の取得

③ 管理サ ー ビス制御

障害報告のみ な らず,事 象報 告すべ てに対 す る制御機能 を規 定

管理対象の振 る舞 いを制御(事 象報告 や ログをす るのか しないのか等)
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(2)エ ラー 報 告 と情 報 検 索 機 能

要 件

① 障 害 の 発 生 と関連 情 報 を 標 準 的 な 形 式 で 報 告 す る こ と

② 障 害 検 知 の 機構 を提 供 す る こ と

③ 障 害 発 生 に 関 す る統計 情 報 を計 算 し,引 き続 きそ の よ う な統 計 情 報 を

要 求 で き る こ と

障 害 の モ デ ル

① エ ラ ー タ イ プ(と,推 測 原 因)

OBJECTIDENTIFIER

通 信 障 害(INTEGERO)

(信 号 の 紛 失,フ レー ム誤 り,伝 送 誤 り,呼 設定 失 敗,等)

サ ー ビス 品 質 障 害(INTEGERl)

(応 答 時 間 オ ー バ ー,キ ュ ー サ イ ズ オ ーバ ー,帯 域 減 少,再 送 比 率 オ

ー バ ー ,等)

処 理 障 害(INTEGER2)

(デ ー タ改 ざん,バ ー ジ ョン不 一 致,メ モ リ不 足,等)

装 置 エ ラ ー(INTEGER3)

(電 源,ク ロ ック,プ ロセ ッサ,回 線 カ ー ド,等)

② 重 度(Severity)

INTEGER

1固 定 構 成 管 理 で 規 定 す るDisable状 態 に遷 移 し,そ れ 以

後,利 用 者 に よ る使 用 を禁 止 す る。

Permanentこ の重 度 の た め に"Backup状 態"が あ る。

2間 欠 電源 の 瞬 断 な ど障 害 に陥 った が処 理 が 継 続 さ れ て い

る。

Intermittentこ の 重 度 の た め に"閾 値"の 機 構iが あ る。
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③

④

⑤

⑥

⑦

3過 渡 少 数 パ ケ ッ トの 紛 失 に対 す る再 送 な ど サ ー ビス レベ

ル は低 下 した が 正 常 終 了 した。

Transientこ の 重 度 の た め に"ゲ ー ジ"の 機 構 が あ る。

傾 向 暗 示(BOOLEAN)

病 状 が 悪 化 した か ど うか 。

診 断情 報(ANY)

障害 時 の カ ウ ンタ値,閾 値,構 成 情 報 。

Backup状 態(BOOLEAN)

故 障 した管 理 対 象 が 二 重 糸 に切 り替 わ った か ど うか 。

提 案 修 復 動 作(ANY)

障 害 が 発 生 した シス テ ムで 示 唆 で き る解 決 方 法。

他 の情 報(ANY)

呼 び 出 し先,通 信 相 手 な ど。

エ ラ ー 報 告 サ ー ビ ス

パ ラ メ ー タ →CMIS

↓

M-EVENT-REPORT

エ ラ ー タ イ プ →EventType

推 測原因 コー ド

重度

傾向暗示

診断情報

Backup状 態

提案 修復動作

閾値情報

他の情報

→EventInfo
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エ ラー情報検 索サー ビス

パ ラメー タ →CMIS

↓

M-GET

エ ラー カウ ンタ値 →Attribute

初期 化時刻 →Attribute

ラ ップ値 →Attribute

(3)信 頼性 と診断試験機能

要件

① 接続性試 験

PE間 の接続性の検証を行 う能力 を提供す る。

② プ ロ トコル完全性試験

特定のPDUNO転 送順序 を指定 し,応 答を監視す る能力を提供 す る。

③ 機能試験

あ る層 のある システ ムにお ける特定の機能が正常 に動作 して い ること

の検証 を行 う能力を提 供す る。

④ 診 断試 験

兆候情報 に基づ いて,ど の要 素が不 良かを決定す る能力を提供す る。

⑤ 性能試験

管理対象の性能 を測定 す る能 力を提供す る。 データ飽和/接 続飽和/

応答時 間試験等

試 験 機 能 の モ デ ル

① 環 境

試 験 指 示 者(TestConductor)

試 験 実 行 者(TestPerformer)

第 一 次 試 験 実 行 者 に対 して 第二 次 試 験実 行者 が いて 接 続 性 の試 験 を
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行 う。試験実行 者は"試 験対 象"と 呼ばれ る。

② 試験状態

(a)ア イ ドル

(b)開 始

(c)試 験 中

(d)報 告 中

(e)終 了

③ 試験識別

試験 クラス

試験指 示者

試験 インス タ ンス

④ 試験対 象識 別

試験指 示者 は試験中 に試験実行者 を識 別す る必要が ある。

⑤ 試 験の開始

開始 要求のパ ラメー タ

(a)第 二次試験実行者の識別

(b)試 験 クラス固有のパ ラメー タ

⑥ 返却機構

(a)暗 黙の報告 と終了の合体

㈲ 暗黙の報告 と暗黙の終 了

(c)暗 黙の報告 と隅の終 了

(d)隅 の報告 と暗黙の終 了

(e)隅 の報告 と隅 の終了

暗黙の報告:定 義済事 象発生時 に報告

・ 隅の報告:試 験指示者 か らの要求直後 に報告

・ 暗黙の終 了:定 義済事 象発生時 に終 了

・ 隅の終 了:試 験指示者 か らの要求直後 に終 了
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⑦ 試験の報告

隅の報告 時,必 要 なパラメー タ

(a)ユ ニー クな試験識別

⑧ 試験の終 了

隅の終 了時,必 要 なパ ラメータ

(a)ユ ニー クな試験識別

(b)報 告 を終了 させ るか否かの論 理値

⑨ 試 験テ ンプ レー ト

すべての試験 に共通 な特性

試 験対象 と しての管理対象の定義 に含 まれるもの

(a)試 験状態属性

試験 クラスの定義に は以下の もの を含む

(b)試 験の 目的

(c)試 験 クラス識 別子

(d)使 用す る返却 機構の型

(e)暗 黙の報告/終 了の定義済事象

(f)そ の試験固有 のパ ラメータ

(9)試 験実行者間の関係 と,そ れ らの間の相互動作

(h)報 告の内容

⑩ 混合試 験

各 クラ スの試 験を混合 して使用す る こともで きる。

試 験サ ー ビス

接続 性試験

デー タ完全性試 験

プ ロ トコル完 全性試験

デー タ飽和試験

↓

↓

↓

↓

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION
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接続飽和試験

応答時間試験

仮想折 り返 し試験

機能試験

診 断試験

(4)管 理 サー ビス制御機能

要件

①

→

→

→

→

→

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

M-ACTION

事 象報告 を選択可能 にす る

事象報告 デ ィス ク リミネー タ

② 事象報告 の宛先(管 理 システム,ロ グ等)

③ 特定の管理 システムや管理対象 に有効 なサー ビスを規定 した

サ ー ビスアクセスデ ィス ク リミネ一 夕

④ 事象報告 による幅較を防止す る機構

⑤ 事象 ログの確立 と管理

⑥ 事 象報告 デ ィス クリ ミネー タやサ ー ビスアクセスデ ィスク リ ミネ一夕

の基準 を外部 システムか ら変更す る能力

管 理 サ ー ビス制 御 モ デ ル

① 管 理 サ ー ビス制 御 デ ィ ス ク リ ミネ ー タ

・ デ ィス ク リ ミネ 一 夕 に関 連 す るサ ー ビス 利用 者 の識 別 子

・ 操 作/通 知 が 有 効 な基 幹 の 開 始 時 刻 と終 了 時 刻

・ 各 デ ィス ク リ ミネ ー タに 固 有 の もの

② 事 象報 告 デ ィス ク リ ミネ 一 夕

・ この デ ィス ク リ ミネ 一 夕がactive/inactive

・ 管 理 対 象 名

・ 事 象 タ イプ

・ 事 象 に固 有 の 属 性(重 度,Backup,原 因,診 断,等)
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③ サ ー ビ ス ア ク セ ス デ ィ ス ク リ ミ ネ 一 夕

・ こ の デ ィ ス ク リ ミ ネ 一 夕 がactive/inactive

・ 管 理 対 象 名

・ 許 さ れ る 管 理 操 作 の 集 合

・ ア ク シ ョ ン タ イ プ

・ ア ク セ ス 制 御 パ ラ メ ー タ

管 理 サ ー ビ ス制 御 サ ー ビス

① 管 理 サ ー ビス制 御 開 始 サ ー ビ ス

パ ラ メ一 夕

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕対 象

デ ィ ス ク リ ミネ ー タ構 成

管 理 利 用 者 識 別 子

デ ィス ク リ ミネ 一 夕状 態

→M-CREATE

開 始 時 刻(GeneralizedTime)

終 了 時 刻

② 管 理 サ ー ビス制 御 終 了 サ ー ビ ス

パ ラ メ一 夕

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕対 象

③ 管理 サ ー ビス制 御 中断 サ ー ビス

パ ラ メ 一 夕

デ ィス ク リ ミネ 一 夕対 象

デ ィス ク リ ミネ 一 夕状 態 属 性

④ 管 理 サ ー ビス 制 御 再 開 サ ー ビス

パ ラ メ 一 夕

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕対 象

デ ィ ス ク リ ミネ ー タ状 態 属 性
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⑤ ロ グ取 得 開 始

パ ラ メー タ

管理 対 象=ロ グ

ロ グID

デ ィ ス ク リ ミネ 一 夕構 成

生 成 時 刻

開 始 時 刻

終 了 時 刻

⑥ ロ グ取 得 終 了

パ ラ メ ー タ

管 理 対 象=ロ グ

⑦ ロ グ取 得 中断/再 開

furtherstudy

⑧ ロ グ属 性 の 変 更

パ ラ メ ー タ

管 理 対 象=ロ グ

⑨ ロ グ属 性 の 検 索

パ ラメ ー タ

管理 対 象=ロ グ

⑩ ロ グに 関 す る事 象 報 告

furtherstudy
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3.3.5管 理 情 報 構 造

OSI管 理 で は,管 理 情 報 を取 得 ・変更 す る こ とに よ り,管 理 対 象 を 監 視 ・

制御 す る。 これ に対 してSMI(P1410BBB)で は個 々の 管 理 情 報 の 定 義 と,管

理 情 報 に 対 す る種 々操 作 方 法 に対 す る共 通 の原 則 を規 定

→ 「管 理 情 報 タ イ プ 」

(1)管 理 情 報 タ イ プ

① 状 態

② 設 定 不 可 カ ウ ンタ

③ 設 定 可 能 カ ウ ンタ

④ ゲ ー ジ

⑤ タ イ ドマ ー ク

⑥ カ ウ ンタ閾 値

⑦ ゲ ー ジ閾 値

⑧ 定 義 済 み 事 象

⑨ レポ ー ト制 御

⑩ ロ グ制 御

⑪ ロ グ

(2)管 理 情 報(例)

◎ デ ー タ リ ン ク層(LLC)

・ 最 大LLC情 報 領域 サ イ ズ

・ 送/受 信XIDコ マ ン ド数

・ 送/受 信XID応 答 数

・ 送/受 信 試 験 コマ ン ド数

・ 送/受 信 試 験 応 答 数

・ 活 性 中 コネ ク シ ョン数

・ 全 コネ ク シ ョン数
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・ 送/受 信1 ,FRMR,RRRNR,REJ,SAMEUA,

DISC,DM,数

・etc .

◎ ネ ッ トワー ク層

(コ ネ ク シ ョン レス)

PDU生 存 時 間

最 大NSDU長

破 棄PDU数

送/受 信PDU数

送/受 信PDUセ グメ ン ト数

(パ ケ ッ ト)

ウ ィ ン ドウサ イ ズ

発/着 呼 チ ャネ ル に割 当可 能 のLCN最 大 値/最 小 値

最 大 パ ケ ッ ト長

送/受 信REJ,リ セ ッ ト,リ ス タ ー ト数

etc.

◎ トラ ン ス ポー ト層

不 活 性 時 間

ロ ー カ ル再 送 時 間

ロ ー カ ルACK時 間

最 大 再 送 数

幅 較 拒 否 コネ ク シ ョ ン数

チ ェ ッ クサ ムエ ラ ーTPDU数

最 大TPDU長

送/受 信TPDU数

再 送TPDU数

送 受 信TPDUオ クテ ッ ト数
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■

■

●

再 送TPDUオ ク テ ッ ト数

ク ラ ス,ク レ ジ ッ ト,等

etc.

ManagedObject=Modemxyz

state,E 、

backup, ・Genericattributes

user,
ノ

Alarm

Report, 、

GenericActions

LoopBack ,

&Events
Test, ノ

baudrate, 、

object-class一

vendor, ・specific

attributes

serialno., ノ

dialback, 、

begin一

ObjeCt-Class－

analogue一 ・specific

ActionsandEvents

loopback一

test
'

図3.25ManagedObjectClassTemplate

aslodgedwithGDMI
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(3)一 般 定 義

① 一般 管理対象 クラス

N612:シ ドニ ー 会 議 へ の 日本 か らの 寄書 よ り

tOP

domain

system

circuit

host

Xl

Blx

6盆

麗em
analO9-E digital

lan

この 木 は 子 ノ ー ドが 親 ノ ー ドの

特 性 を 引 き継 ぐの で
InheritanceTree

。
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② 管理対象 の体系

OSI管 理 で は,管 理対象 のイ ンスタ ンスを指 定す る命令規則 は,図2.

4で 示す方法 を取 って いる(現 在の案で あ り決定 ではない)。

例 え ばOBJECT-CLASSの 定 義 と し て

domlanOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSIBLESUPERIORS(root,domain)

NAMES(domainlD)

::ニ4

systemOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSIBLESUPERIORS(root,domain)

NAMES(systemlD)

::ニ5

entityOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSlBLESUPERIORS(system,entity)

NAMES(entityID)

::=1

connectionOBJECT-CLASS

SUBCLASSOFtoP

POSSIBLESUPERIORS(entity)

NAMES(connectionlD)

::=2

と 定 義 さ れ て い る と 以 下 の よ う な 継 承 木 が 定 義 さ れ た こ と に な る 。

entity

connection

(sap)

こ の と き 考 え ら れ る 包 含 木 は

・… モlli・ ・i・モ1:i…m-Eilti,y-Eふecti・n

な ど が あ り,あ る セ シ ョ ン コ ネ ク シ ョ ン を 識 別 す る た あ に 管 理 対 象 ク ラ ス

domain,system,entity,connectionそ れ ぞ れ の イ ン ス タ ン ス をOBJECT-

CLASSマ ク ロ のNAMESで 指 定 さ れ たAttributeTypeの 組 で 区 分 す る 。

(((domainID,xxxx)),(systemID,yyyy)),((entityID,session)),

((COnneCtiOnlD,ZZZZ)))

ISO標 準 の 場 合 は,こ の 値 を

Objectlnstance::=CHOICE(

distinguishedName[2]IMPLICITDistingishedName.
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..◆)

DistingulshedName::=RONSequence

RONSequence::=SEQUENCEOFRelatlvaDistlngulshedName

RalatlveDistlnguishedName::=SETOFAttrlvuteValueAssertion

AttrlbuteValueAssertion::=SEQUENCE(AttrbuteType,AttributeValue)

AttrbuteType::=OBJECTIDENTIFIER

AttrbuteValue::=ANY

の 型 で 定 義 し て い る の で,Objectlnstanceを 識 別 す る 値 は

A2L
SEQ

OF

31L

SET

OF

30L
SEQ

06L

Attribute

Type
l

L

Attribute

Value
l

守.・

1.・ ・

の フ ォー マ ッ トとな る。 つ ま り,TypeとValueの ペ ア(SEQUENCE)の 組(SET

OF)で 各 管 理対 象 クラ スの イ ンス タ ンス を識 別 し,そ の 並 び(SEQUENCEOF)

でrootか らの構 成 に従 った 包 含 木 の パ ス 名 を指 定 す る。

図3.260SI管 理 に お け る管 理対 象 イ ンス タ ン ス識 別 方 法

Root

⊂ Domuin
(ABC)

System

ニ(東 京1)

Circuit

=(京 阪1)

この木 は,各 ノー ドを 形 成 す る

管 理 対 象 の 構 成 状 態 を 表 す の で

ContainmentTree

包 舎 木

と呼 ぶ。

Rootか らた どれ ば,OSIの

世 界 で 一 本 だ が,継 承 木 と異 な

り,網 が増 え れ ば,Domuinの

ノ ー ドが 増 え,そ の 加 入 者 が 増
'えれ ば

,SystemとCircuitが

増 え,時 々刻 々 と枝 ぶ りが 変 化

す る。

C Entity

=(PS1)

Connection

図3.27MIT-Name
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② 一 般 事 象

N613:シ ドニ ー会 議 へ の 日本 か らの 寄 書 よ り

事 象 タイ プ パ ラ メー タ

equipmentMalfunction(装 置 異 常)重 度

エ ラー情 報

バ ックア ップ

他 の情 報

softwareFrror(ソ フ ト エ ラ ー)

operationError(操 作 エ ラ ー)

errorConnectionRejection(拒 否)

errorDisconnection(エ ラ ー 切 断)

alarm(警 告)

同上

同上

同上

同上

重度

閾値情報

バ ックア ップ

他の情報

repalred(修 復)修 復 情 報

他 の 情 報

③ 一 般 属 性

N614:シ ドニ ー 会 議 へ の 日 本 か ら の 寄 書 よ り

属 性 タ イ プ

objectClass(管 理 対 象 ク ラ ス)

entitylD(エ ン テ ィ テ ィ 識 別 子)

connectionlD(コ ネ ク シ ョ ン 識 別 子)

userEntitylD(利 用 者 エ ン テ ィ テ ィ 識 別 子)

providerEntitylD(提 供 者 エ ン テ ィ テ ィ 識 別 子)

構 文

OIS

CESS

CESS

CESS

CESS
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domainlD(ド メ イ ン 識 別 子)

systemlD(シ ス テ ム 識 別 子)

circuitlD(回 線 識 別 子)

portlD(ボ ー ト識 別 子)

unitlD(ユ ニ ッ ト識 別 子)

componentlD(コ ン ポ ー ネ ン ト識 別 子)

filelD(フ ァ イ ル 識 別 子)

groupID(グ ル ー プ 識 別 子)

discriminatorlD(デ ィ ス ク リ ミ ネ 一 夕 識 別 子)

loglD(ロ グ 識 別 子)

eventlD(事 象 識 別 子)

administrativeState(運 用 状 態)

operationaiState(操 作 状 態)

outgoingConnectionEstablished(発 呼)

outgoingConnectionEstablishedThreshold(発 呼 閾 値)

serviceUSer(サ ー ビ ス 利 用 者)

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

T

S

S

S

T

N

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

G

A

O

C

C

D

CESS::=CHOICE{TeletexString,PrintableString}

CS::=INTEGER

CTS::=SEQUENCE{thresholdlevel[0]INTEGER,

comparisonValue[1]INTEGER}

ASS::=INTEGER{locked(0),unlocked(1),shuttingDown(2)}

OSS::ニINTEGER{disabled(0),enabled(1),active(2),

busy(3)}
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3.40Sl管 理 プ ロ フ ィル

OSI管 理 は,他 の プ ロ トコル と は異 な り管理 の 意 味合 いが 強 い 点 を 考 慮 す

る と,プ ロ トコル と管 理 対 象(管 理 情 報)の2方 向 の プ ロ フ ィル体 系 が必 要 と

な る。 プ ロ トコル プ ロ フ ィル に お い て は,シ ス テ ム 管理 機 能 が 実 現 で き る機能

レベ ル に よ り体 系 化 す るの が 妥 当 で あ る。 ま た,管 理 情 報 に つ い て は,実 際 に

仕 様 す る網 の種 類 な ど に応 じて 決 定 され るべ きで あ る。 これ らを考 慮 した 結 果,

OSI管 理 プ ロフ ィル体 系 は,図3.28の よ うに な るべ きで あ ろ う。OSI管 理

実 装 時 に お いて は,AP51とAP52の 組合 せ で プ ロ フ ィル を 指 定 す る こ とに な

る。

AP5

51(プ ロ トコル プ ロ フ ィル体 系)

L
511管 理 レベ ル1障 害 ・構 成 ・性 能 管 理 の 通 知,検 索

512管 理 レベ ル2全 管理 機 能 範 囲 の通 知,検 索,制 御 機 能

52(管 理 情 報 プ ロ フ ィル体 系)

521(下 位 層)

「
521xxx

網 の種 別(ISDN,バ ケ ッ ト交 換 網,LANな ど)に 依 存

522(上 位 層)

「522yyy

ア プ リケ ー シ ョ ン(MOTIS,FTAMな ど)に 依 存

523(シ ステ ム関 連)

図3.28理 想 的 なOSI管 理 プ ロフ ィル体 系

AP521yyyに つ い て は,下 位4層(物 理,デ ー タ リン ク,ネ ッ トワ ー

ク,ト ラ ンス ポ ー ト)を 縦 割 りに した現 実 に仕 様 され て い るネ ッ トワー ク形 態

ご とに 管 理 オ ブ ジ ェ ク ト/管 理 情 報 を プ ロフ ィル 化 す る。 ま た,AP522y

yyに つ いて は,上 位3層 の 各 プ ロ トコル単 位(FTAM,MOTISな ど)

に 管理 オ ブ ジ ェク ト/管 理 情 報 を プ ロ フ ィル 化 す る。

た だ し管 理 レベ ル の 分 類 にっ いて は,レ ベ ル 訳 を 含 め利 用 者 に分 か りや す い

分 類(一 つ とな る場 合 も含 め)を 目指 し今 後 検 討 して い く予 定 で あ る。
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第4章 ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す る

ア ンケ ー ト調 査 結 果





第4章 ネ ッ トワーク管理 に関するア ンケー ト調査結果

ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す るア ンケ ー ト調 査結 果

本 ア ンケ ー ト調 査 は,㈲ 日本 情 報 処 理 開 発 協 会 産 業 情 報 化推 進 セ ンタ ー 内 に

設 置 のOSIユ ー ザ ー懇 談 会 参 加 企 業120社 を 対 象 に実 施 した。

調 査 期 間 は,平 成 元 年2月14日 ～3月3日,回 答 企 業48社(回 収 率40%)の

概 要 は以 下 の 通 りで あ る。

業 種

建 設 業

製 造 業

商 業 ・流 通 業

金 融 ・保 険 業

運 輸 業

電力 ・ガ ス ・水道業

情報 処理 ・情報通信 業

その他サ ービス業

官 公 庁 ・団 体

計

回答社数

2

16

6

3

1

3

12

3

2

48

VANサ ー ビスの登録 社 数

① 特 別 第2種

② 一 般 第2種

③ 登録 していない 31

一

VAN事 業 の実 施 社 数

① 行 っている

② 関連会 社に対 してのみ行っている

③ 行 っていない

7

8

2
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ネ ッ トワー ク シス テム の 状 況

(a)ネ ッ ト ワ ー ク 形 態

分散

ネ ットワーク型

5社

(10、0%)ホ ス ト/

ネッ トワー ク分

回答48社

(b)接 続 形 態

行 って

異 な る メー カ ー
〔1)機 器 間 で の ネ ッ

トワ ー ク接 続

/行 って い る ＼/い な い

%繰 〃1㍑,%)

他社 との ネ ッ ト{2}

ワ ー ク接 続

海外 との ネ ッ ト〔3)

ワ ー ク接続
回答:48社
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ネ ッ トワ ー ク の 統 合

音

声

系

(35社)

F

A

X

系

(27社)

画

像

(13社)

言

タ
ス

(11社) その他(3社)

デ ー タ 通 信(48社)

(注)本 図 は,デ ータ通 信 をベ ース に回 答37社 の統 合 して

い る もの を個 別 に カ ウ ン トした もの 。

従 って,複 数 の 統 合 の組 合 せ を現 わ す もの で は な い 。
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ネ ッ トワー ク構 成 の 異 種 性

回答会社

25

20

15

10

1社 2社 3社 4社 5社 6社7社

ベ ンダ ー数

8社 9社 10社
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ネ ッ トワ ー ク運 用 管 理 の た め の 専 門 組 織

外部に依頼 した方が コス

ト的に有理

内部に技術者がいない

特別な組織はないが,担

当者は存在する

専 門の組織 があ る

31社(646%)

①

②

③

④

専 門 組 織 の 役 割

専門組織の人数

①1人 ～4人

②5人 ～10人

③11人 以 上

外部(ベ ンダー ・業 者等)と の窓 口

ネッ トワーク監視(障 害 監視 ・使用状 況監視等)

ネッ トワーク制 御(回 線ル ー ト・装置 の切 り替 え等)

ネッ トワークに関す るパ ラメータ値の変更,ジ ェ不

レー ション等

障害発生 時の原 因切 り分け

ネッ トワーク構 成要素(回 線,機 器等)の 設 置場所,

数等 に関す る管 理

課金 デー タ ・障害デ ー タ ・性能 デー タ等 の統計的 な

管理

27(87.1%)

25(80.6%)

19(61.3%)

21(67.7%)

23(74.1%)

28(90.3%)

(重複回答)
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ネ ッ トワーク構成機器 の管 理主体

ホ ス トコ ン ピュ ー タ

情報処理部門

(ネットワーク運用
管理部門等)

非情報処理部門
(総務部門,

(ユーザー部門)

外 部 の 業 者

(メーカー,べ 一夕一等)

45社

社

回答48社

通信制御装置[二 二=三[==コ 町 ㍉ 社

パ ケ ッ ト交換機

多 重 化 装 置

モ

P

デ

B

ム

X

回 線(デ ー タ)

回 線(音 声)

構 内 回 線

D

L

A

A

14社 5社

34社

46社

〃19社

4社3社 〃41社

1

社
〃46社

16社

43社

20社 3社 〃39社

日3
社

22社 20社

30社

〃48社

〃44社

1

社
〃48社

・[二]一 〃斑
N 28社 4社 〃32社

端末制御装置[二二 二 二三 二==國 〃鮒

端 末[=二 二ー 〃蝿
(注)斜 線は管理の主体が総務部門である

傾向が強いもの
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ネ ッ トワー ク管 理 機 能 の 重 要 性

重要

0

1

＼

43社

35社

＼
＼

37社

＼
22社

21社

3社
6社

13社 会
計
管
理

1

2社

構成

管
理

障 機
害 密
管 管
理 理

1社

性
能
管

理

(注)グ ラフは各々の機能の重要性評

あまり重 要 でない

回答48社

重 要 性 の 高 い も の か ら,a:2,b:1,c:0,

d:-1,e:-2と し て 作 成
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障害管理 におけ る機 能の重要性評価

0

重
要

/
/＼

43社41社

一 ＼

33社

＼

33社

＼

31社

23社

あ
ま
り
重要

で
な
い

3社 3社 4社 6社2社

障
害
箇
所
の

切

異 横 降 代 陣
営 成 書 替 害

`状 磯 原 装 履
態 器 因 置 歴
の に の ・ の

監 対 解 迂 蓄

10社 回答48社

(注)グ ラフは各々の機能

重要性(5段 階)を 重

性の高い ものか ら,a:

視
機
能

分
け
機
能

す
る
試
験

・
診
断
機
能

析
機
能

回
回
線
等

へ
の
切
替
え
機
能

積

・
検
索

・
分
析
機
能

ク
『

:

"

e

a

L

ら

一

}

.

励

」

械

も

泊

対

し

C

し

高

-
と

の

コ

2

性

b

－
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障害の現状

(障害発生の多 いネ ッ トワーク構成機器)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

ネ ッ トワ ー ク構 成 要 素

通信制御装 置

パ ケ ッ ト交換機

多重化装置

PBX

高速 デ ジタル回線

回線(⑦ を除 く)

構 内 回 線

LAN

端末制御装置

端 末

(障害の主な原因)

付 帯設備(電 源 ・空調)

パラメータ

等 の定 義 ミス

18社(37.5%)

12社(25.O%)

そ の 他8社(16.7%)

回答48社 重 複回答

回答48社(但 し、3つ の選択 に よる重複回答)
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障害発生の検知

ホス トコ ンピュー タ

(47社)

通 信制 御 装置

(44社)

パ ケ ッ ト交換機

(ユ6社)

多 重 化 装 置

(39社,重 複あ り)

モ デ ム

(47社,重 複あ り)

PBX

(33社)

回 線

(47社,重 複あ り)

構 内 回 線

(44社,重 複 あ り)

LAN

(28社)

端 末 制 御 装 置

(44社,重 複あ り)

端 末

(47社,重 複あ り)

一14社 辺 端末ユーザーからの申告
127社

16社E三 ヨ障害監視装置等による検

[コ その他一14社

126社
}4社

勿2社
ヨ14社

～9社
130社

」1社

鰍z""%z"/粂 仁z"""""""'////賜37社

づンづンフンW〃/二/二//ン 〃 ンつノ/〃㌘//]22社
110社

」1社

一 ク//〃ン〃〃//〃////〃 〃 〃 ンコ32社
122社

伽 ㌘"緒"""///"/"""z///"///」38社

」1社

Z/〃////〃 〃 〃//////ノ19社
18社

」i社

〃 〃/〃//////〃/〃/〃 〃//〃///////」33社
61社

」 ユ社

〃///////〃/〃/〃 〃//〃 〃///////〃//〃//∠/〃/∠43社
13社

」1社
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障害箇所判定の ための一 次切 り分 け と許 され る回復時間

社数
数 時 間以 内

6社(12.8%)

1分以 内2社(4.2%)

39社

(83.0%)

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
運
用

者
が
行

う

14社(29.8%)

〈許される障害回復時間〉

4社

(8・5%)2社2社2社2社

(43%)(4.3%)(4.3%)(4.3%)

通
信
機
器
ベ
ン
ダ
が
行
う

端
末

ユ
ー
ザ

ー
が
行
う

端

末

ベ

ン
ダ

が
行
う

〈一 次切 り分 けの主 な担当 〉

ホ

ス
ト
機

器

ベ

ン
ダ

が
行
う

そ

の
他

回答47社

回答47社(重 複回答)
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障害監視 システムお よび障害診断 システ ムの導入状 況

〈 障害監 視 システ ム〉

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

(43社)

通信制 御装置

(39社)

パ ケ ッ ト交換 機

(15社)

多 重 化 装 置

(38社)

　社ユ

ム

ほ

デモ

)社8

X

辺

BP

回 線

(43社)

構 内 回 線

(36社)

)社6

N

O

AL

端 末 制 御 装 置

(40社)

端 末

(40社)

2社

2社

・…2土

1社

1社

4±

4社

社

社

4

4

7di

9社

8社

9社

8社

7社

9社

8社

7社
8社

6社

4社
6社

12社

11社

10社

15社

13社

19社

17社

16社

18社

17社

17社

22社

〔=コ ネットワーク全体の統合管理システムで実施

囮 機器専用の管理システムで実施

長言ヨ導入検討または計画中

品 必要だがまだ導入検討 していない

⊂=コ 導入の必要なし

23社

一178一



障害監視 システ ムお よび障害 診断 システムの導入状況

〈障害診 断 システム〉

(41社)

(38社)

(16社)

(34社)

(39社)

(28社)

(42社)

(36社)

(25社)

(38社)

(38社)

2社

社

社

3

3

3社

一

社

社

2

3社

2社

5社

4社

5社

4社

4社

4社

5社

5社

5社

7社

7社

9社

8社

7社

7社

7社

13社

12社

11社

・11社

10社

12社

16社

15社

14社

15社

17社

19社

18社

18社

E=コ ネットワーク全体の統合 管理 システムで実施

辺2機 器専用の管理 システムで実施

匡≡ヨ導 入検討ま たは計画 中

底 必要 だがまだ導 入検討 していな い

[=]導 入の必要な し
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障害 発生 時,障 害箇所判 定のための一次切 り分 けの レベル

状

来

答社数
33社

爪

口 現

27社 吻 将

19ネ膨
19社

16社 16社

10社

6社

2社 3社

z

回

回答46社

 

障
害

の
原
因
が
即
時
に
把
握
で
き
る

即
時
に
確
定
で
き
る

障
害
機
器
、
ま
た
は
障
害
伝
送
路
を

機
器
レ
ベ
ル
で
切
り
分
け
で
き
る

端

末

系

レ

ベ

ル
で

即

時

に
切

り

分

け

で
き

る

ホ

ス
ト

シ

ス
テ

ム
系

、

変

換

系

、

伝

送

系

、

で
き
な
い

障
害
箇
所
の

一
次
切
り
分
け
が
迅
速
に
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ネ ッ トワ ー ク構 成 情報 の 管 理 状 況

1

対象機器
管理 等
対象となる情報

端 末

(回答47社)

端末制御
装置

(回答44社)

LAN

(回答27社)

回 線

(回答44社)

モデム

(回答44社)

セ ンター

機器
(回答44社)

その他
構成情報(回答

30社)

1.設 置場所

/住 所

46 41 25 42 44 42 25

Mil2(33)35i6(29)23i2(14)34i8(28)36i8(30)35i7(28)田i2(18)

2.担 当者

/連 絡先

42 39 27 38 38 37 24

36i6(27)36i3(22)25i2(13)
■

35i3(22)34i4(24)35i2(22)24iO(16)

3.メ ーカー・

提供 者/連絡 先

44 42 27 40 41 41 24

3gi5(28)
,

38i4(26)
.

25i2(14)35i5(26)
.

36i5(27)
.

37i4(26)23i1(18)
・

4.機 種

/ナ ンバー等

42 40 22 33 38 41 23

31il1(33)32i8(33)
.

20i2(14)
.

27i6(23)31i7(28): 34i7(29):
20i3(19)

`

5.ソ フ}

名称 等

31 31 21 21 20 33 21

25i6(26)
.

28i3(21)1gi2(12)lgi2(15)18i2(15)
$

28i5⑳
「

lgi2(17)
.

6.契 約 情報 38 36 22 34 33 36 20

2gi9(27)
`

2gi7(24)
・

1gi3(12)
.

28i6(2D
・

28i5(19)2gi7(23)17i3(16)

7.ア ドレス 等 40 35 23 30 29 32 23

32i8(28)2gi6(23)18i5(15)26i4(17)23i6(20)28i4(22)
.

20i3(18)
・

8.回 線種別 33 37 23 44 30 30 23

28i5(26)33i4(24)22i1(13)
シ

38i6(29)
・

27i3(21)27i3(22)22il(18)
.

9.伝 送経路 37 32 23 37 28 29 20

33i4(24)
.

30i2(23)22i1(13)
.

34i3(24)26i2(21)26i2(21)lgi1(18)

10.接 続端末

/シ ステム

43 34 22 31 29 29 20

37i6(25)31i3(23)
・

21il(12)
.

2gi2(22)
.

27i2(21)25i4(22)
.

1gil(17)
.

11.接 続回線 38 37 24 34 31 28 21

34i4(別) 35i2(23)田i1(13) 32i2(23)
.

2gi2(23)
.

28iO(19)20il(17)

12.保 守

/作 業 日時

} 一 一 一 10

－L
:

⊥
:

一
:

－L
:

⊥
: ÷

.

gi1(9)

1a休 日

計画等

『 一 一 一 10

⊥
:

≡
:

一
:

⊥
:

⊥
:

－L
:

loiO(8)

14.変 更

/障 害履歴

一 一 一 11

－L
:

⊥
:

≡
:

－L
:

－L
:

－L
:

10i1(10)
.

注)1.

総数

DB化 して管理

ム帳で管理

…

亡
注)2.()の 数字は将来DB化 して管理 したいと

す る企業数

一181一

一



構 成 要 素 の バ ックア ップ

造

,

構
出

化
横
え

重
動
替

二
自
切

全
書
動

完
障
自

41社

41社

18社

38社

41社

30社

42社

38社

28社

40社

41社

_,。 。プ。蹴 。＼ 重醐 。。化繊 動遁 綴 織 灘 整 鞠 §勢 鰺× ＼'、

タ 12社(29、3%) 13社(3L7%) 6社(14.6%) 6社(14.6%)
3社
(7.3%)`

1社

25%'

/ //

12社(293%) 12社(29.3%)
4社

(9.7%)
7社(17.0%)

3社
(7.3%)

3社
(7.3%)

＼// ＼
6社(33.3%) 3社(16.7%) 3社(16.7%) 6社(333%)

//一 一/
11社(28.9%) 6社(15.8%) 12社(31.6%)

繊(識 、
3社

(7.9%)

＼//

25社(61.0%) 8社(19・5%)(2・

1ト

2.

移

6社(14.7%)

一 ＼＼
14社(46.7%)

3社

(|0,0%)
8社(26.7%)

3社

(10.0%)

2社

(6,7%:

/＼//
18社(42.9%) 11社(26、2%) 3社

(7.1%)

2社3社

:4.8%D(7.1%)

5社

(1L9%)一
27社(7L1%)

4社

(10.5%).

日1社2
,2.6・%

5社

(13.2%)

//＼
17社(60.8%)

3社

(10.7%)

3社1社2社
(10,7%)(.6%)(7.1%)

2社

(7.1%)

＼ ＼ ＼/

25社(62.5%) 8社(…%)(, .揚
1社

(2.

5社
5%)(12.5%)

ざ
33社(80.5%)

4社
(98%)(2

1社3社

.4%)(7.3%)

、

、
、

＼
、

ホス トコンビュー

通信制御装置

パケット交換

多重化装置

ムア

 

モ

XBP

線回

構 内 回線

NAL

端末制御装置

末端

182一



性能管理 を お こな うための主 な対象項 目

CPU使 用率

トラフィック量

レスポンス

メモ リー使用率

フ ァイル使用率

呼 損 率

回線使用率

再 送 回 数

リトライ回数

VTAM等 のIN/OUT

システムリソース使用率

回線接続時間

送受信 レベル

S/N比

ゲインヒット

ドロップアウト

PKTMバ ッファ使用率

周波数オフセ ット量

l

l39社

i

38社

37社

1

1

35社

30社

122社

1

122社

lg社

lg社

1
lg社

lg社

h6社

14社1

lg社

l

l

17社

17社

17社

13社
1

回答42社
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性能管理 をお こな って いる対 象機器

ホストコンピュータ

通信制御装置

PBX

多重化装置

回 線

バケット交換

構 内 回 線

端 末

モ デ ム

LAN

端 末制 御装 置

ネ ッ トワー ク 中 継 用

コ ン ピュー タ

41社

29社

23社

20社

20社

15社

14社

13社

12社

1
11社

9社

一

1社
一

回答43社
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L _一

性 能 管 理 で 収 集 ・解 析 した デ ー タの 活 用'

回答社数

計
画
に
活
用

シ
ス
テ
ム
/
設
備
の
増
設
等
の

(
手

動

/
自

動

)

シ

ス
テ

ム
の

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
に
利

用

新
規
開
発
計
画
に
反
映

利
用

障
害
解
析
の
デ
ー
タ
と
し
て

そ
の
他
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構成変更の方法

(現 状)ホスト

コンヒ㌔一夕

(将 来

r-一 選択 肢 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ーー一一「

`1

① システムの全体を停止して行う。

② システムの一部を停止して行 う。

③ 該当装置の全体を停止して行う。

④ 該当装置の一部を停止して行 う。

⑤ 通常の運用状態で行 う。

⑥ そ の 他
L-一

「1社(2、3

) 29社(65.9%) 多形 碗賜 差3土 ≡
6.%'

21社(47.7%)0社(22.6%
ノ!'"物 …'/%㍗ 慰 霧'緩 ～燕 ミiミ

L1社(2 .3%

(現状)通信制御

装 置(将 来)

(現状)パケ
ット

交 換 機
(将来)

多 重 化(現 状)
装 置(将 来)

(現状)
モ デ ム

(将来)

(現状)
PBX

(将来)

(現状)
回 線

(将来)

(現状)
構内回線

(将来)

に

14社・・・… 〉 硬磁W
力 桂川%・'

'1
・三3社

..'・'王73%

11社(・働=砲 砺1%畑 ・8鋪,湯茶 ・社IIζ6多ミ

,膿,珍砥賜 垣酬
.'LI

ミミミ魎b元禄
、 、 、 、 、 、 、 、 、

6社(37.5%)

〔6!鏡)〃3穎(i87%)

－L.ZE
3社(125%)≡≡ 賦 ＼ミ""社(5磁 一

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、.、 、 、 、 、 、 、 、、 、、 、

、

・一 ・iZ垂色 彩 嫁 .・・'社・2⑭ll・ ・
.lli≡

・社・2・… 尋 ミ煎nべ

・社(11.1%)Z・ 庭(:1◎7多>4摘1・ 社 ⊆2a2%)1・.・.
.巨6荘(16 .7%)≡÷!磁133.熟 熟

、皇搬 彫::・ ….陣 ・・1:・….・ ・…≡ ≡1・社・21…."櫓 越 ξ"

2社12祖 .1::・(4
.禰(4鰯, . 咄2・・%):・ン.:・社(亟一 ミ㎏'@一 ・社(8・・%)

ロ

E
四
品
目
σ
輌

2社

(6.9%) z透 磁 ・・
『"

∴・社・31脇・1・1≡ ・社・2・… 弐 ミ;迫 ≒〔
A

2社(
6.9%) 〃 興.1%1〃 　},'

』
.・7社(24.1%)・1、.1三3トk(1α3%)…N× 、 滅(3・ 磁)念

、 、 、 、 、 、 、 、 へ 、 、 、 、 、 、 、 、

「

4社
(9」%) 繁殊

馳.馳'...

.'12社・醐 ・一 ・≡ ・社・・・… ≡"斑 照1ミ ざlll

(晶)擁 ～1⑭1・ ・ ・∫11社(250%) .『・'・'・、・'.'9社(20.4%)≡ × ＼×M趣3餓'lll

回答44社

1社(2、4%)

「

3社
(7.3%)

17・3多 ン.』.・

斑 〃1恐9社 ・・… ㌧1一 社(1・…`〉 ・泌 諦 念1
、 、 、 、 、 ∨ 、 、 、 、 、

(㍊)θ 批1:1:.・∵9社`(22D%).・.・1,≡・社(17.1%)≡＼× ＼＼＼＼i8社(4班 一

回答41#±

回答16社

回答36社

回答46社

回答29社

1社(2.3%)

回答44社

1社(2、4%)

回答41社

(現状)
LAN

(将来)

装 置(将 来)

(現状)

端 末
(将来)

3社(13.0%) 褒 色彩:・1.
・・社(1・… ∫」 ・・13・8・・:X注 〔醸 ×

2社(87㌶〃4抑7、 砺〃13:疏 晦 5社(21.8%)≡ ≡＼トこ＼× ＼＼g社(3δ1佑一
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

㍊) 働1動1、
「噛

ぴ0社1(442%):..'

「1
-、-....

≡8社(186%)≡ 蚊 映63ぺll1

　

馳 、 、 、 、 、 ＼ 、 ■Ill

(4,・17社 β95%)・:
・.・巨8社(1・ ・%)量 ＼N・ さ@領)＼llll　 ,

2蕩極 り剛 胆

回答23社

1社(2.3%)

1一

、㍊,衝1剥:,1・:...,・ ・]・社(纏 ・∵ ・ 1、〔・・社(1・… チ ・已:・11.}ξ・"
馳 馳

議)β 舐1⑭r・'・1:'12社(28.6%)・ ∴・.・1・ ・5 119%・ぶ ＼i6杜(照1多～"

回答43社

1社(2.4%)

回答42社
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機密管理の方法

回答社数

5社

19社

伝
送
路
の
暗
号
化

41社

43社

パ

ス
ワ

ー
ド

の
利

用

17社

26社

I

D

カ

ー

ド

の
利

用

35社

37社

端
末
I
D
の
利
用

2社

[コ 現状

吻 将来

9社

の
導

入

コ
ー

ル
バ

ッ
ク

シ
ス
テ

ム

一187一



暗号化の採用状況

暗号化 を採 用 していない

39社(90.7%)

回答43社

そ の他

5社

(11.4%
＼

18社(40.9%)

暗号化の必要はない

18社(40.9%)

回答39社

重複回答
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パ ス ワー ドの チ ェ ック及 び 管理 方 法

ホス トコ ン ピ ニェー タ

ア プ リケ ー シ ョン

プ ロ グ ラムの 入 口

ン
内

ヨ
ム

シ

ラ
ー
グ

ケ

勺

リ

フ

プア

端

(70.5%)

(54.5%)24社

(25.O%)11社

末(15.9%)7社

ネットワ ーク(15.9%)7社

31社

回答44社
重複回答

(パ ス ワー ドの 主 な チ ェ ック箇 所)

改訂 しない

9社(20.9%)

不定期 に改訂

9社(20.9%)

期限付又は

定期的 に改訂

13社(30.3%)

都 度改訂

12社(27.9%)

(改訂の時期)

自動 管理1社(2.8)

回答43社

個人で管理

16社(37.2%)

その他1社(2.8%)

管理者が管理

25社(58.2%)

(管理の方 法)
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会計情報の取得箇所 とデ ー タ利用

DASD使 用量2社

出

21社

'6社

その他

9社

(1L8%

その他2社

32社(42.1%)

ス ト

コ ン ピュー タ

37社

(57.8%)

メモ リー

占 有 量

16社

回 数19社

(25%}

(会 計情報 の取得箇所 と対象デ ータ)

回答37社

重複 回答

4社(14.3%)

システム/設 備の増設等 の計画策定

に利用24社(85.7%)

(会 計情報の利 用)

回答25社

重複回答
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会計情報 と課 金の単位

回答同社

7社

し

て
い
な

い

会
計
情
報
は
収
集

(会 計 情 報 の 収 集単 位)

10社

13社

し

て
い
る

事
業

レ
ベ

ル
で
収
集

アプ リケ ー ション毎1社(3.1%)

19社

23社

収
集
し

て
い
る

部
又
は
課

レ
ベ

ル
で

14社

21社

し

て
い
る

端
末
ご
と

に
収
集

その他

4社

部(12.5%)
ユーザ

社

端 末 レ ベ ル6・

5社

(15.6%)

事 務 所 レベ ル

6社(18.8%)

13社(33.9%)

26社(66.1%)

部 又 は課 レベ ル

14社(43.8%)

8社

〔コ 現状

吻 将来

11社

シ

ョ

ン
毎
等

)

そ

の
他

(
ア
プ

リ

ケ

ー

回 答39社

重 複 回 答

回 答46社

(課 金 の 単 位)
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OSI管 理の知名度 とユーザの期待

知 らない

8社(17.4%)

知 ってい る

38社(82.6%)

回答46社

あ ま り期 待 して いな い

1社(2.6%)

近い将 来 は,ユ ーザ に と って大 き

な メ リ ッ トは無 いが,将 来 的 には

期 待 して い る。

29社(76.3%)
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(参 考)ネ ッ トワ ー ク管 理 に 関 す る

ア ン ケ ー ト調 査 表





(参 考)
一 ノ 笛 に.一"一 ン ー

の にっ い ご碧 い

会社(団 体)名

業種 1.農 林 水産 業 ・鉱 業6.運 輸業

2.建 設業7 .電 気 ・ガ ス ・水道 業
3.製 造 業8 .情 報処 理 ・情報通{諜

4.商 業 ・流 通 業9.そ の他 サ ー ビス業

5.金 融 ・保 険業10.官 公庁 ・団 体

資本金 百万円 年間売上高 百万円

従業員数 人 内情報システム部門 人

VANサ ービスの

聾
実際にVAN事 業は 1.行 って いる

2.関 連 会社 に対 しての み 行 って い る

3.行 って いな い

;:罐 橿1∋
3.登 録 していない

注)情 報通信部門が関連会社と して独立 してお り、かっその関連会社における業務の多 くの

部分が独立前の会社の ものである場合は、両社をあわせて一つの組織と考えて、以下の

質問にご回答下さい。

kのk ・ ワー につ い ご9 い

1.貴 社のネッ トワー クの形態は全社的 に見た場合、下図の中でどのタイプにあてはまりますか。

最 も近 い番号に○をつけて下さい。

1

り
白
O
U
」
鯵

ホス ト集中型

ホス ト中心ネッ トワー ク型

ホス ト/ネ ットワーク分散型(パ ケ ット網)

分散ネ ットワーク型
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2.接 続形態についてお答え下さい。

(1)異 な るメ ーカの 機器 間で、 ネ ッ トワ ー ク接続 を行 って い ますか。

1.行 って い る

2.行 って いな い

(2}他 社の ネ ッ トワー ク と接続 を 行 って い ます か。

1.行 って い る

2.行 って いな い

(3}海 外のネ ットワークと接続を行 っていますか。

L行 って い る

2.行 って いな い

3.貴 社のネ ットワークではデータ通信の他に、どのようなものを統合 していますか。

下記の中か らいくっで も結構ですので、○ をつけて下さい。

1.音 声系

2.FAX系

3.画 像

4.テ レックス

5.そ の 他( )

4.貴 社で現在使用 している国内の回線数を記入 して下さい。

広 域 網 LAN※`

帯域品目
種別 回線数

符号品目
種別 回線数 種別

高速デジタル
回線数

公衆 データ通信

種別 回線数 拭 数

3.4KHZ 本 1.200bps 本 64Kbps 本 DDX-C 本 トークン1ルグ

48KHZ 本 2,400bps 本 192Kbps 本 DDX-P 本 1一クンパス

200KHZ 本 4,800bps 本 384Kbps 本 DDX-TP 本 CS阻/CD

(イーサネフ})

/ 9,600bps 本 768Kbps 本 臨 回線 本

/ / 1.5Mbps 本 / その他

/ /
/ 3Mbps 本 /

/ /
/ / 6Mbps 本 / /

※1LANに っいてはホス トコンピュータ系のネッ トワークに接続 されたもののみを対象 として下 さい。

またその数にっいては

i蕊1三 轡!繊 」 ・て下…
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5.利 用 している回線提供事業者(NTT・NCC)、 及びVAN業 者の数をご記入下 さい。

{1}回 線提供事業者 社

(2}VAN業 者 社

6.貴 社のネ ットワー クに接続 されている下記の機器にっいて、その接続数 ・ベンダー数をご記入下さい。

機 器 接続数 ベ ンダー数

ホ ス トコ ンピ ュータ 台 社

通信制御装置 台 社

パケ ット交換機 台 社

多重化装置 台 社

モデム / 社

PBX 台 社

PAD 台 社

端末制御装置 / 社

端末 / 社

7.貴 社のネッ トワークのサー ビス時間は、以下のいずれにあてはまりますか。最 も近い番号に○をつけて下 さい。

1.原 則として365日 、24時 間サービス
2.月 に何回かサー ビスを停止する

3.週 に何回かサー ビスを停止する

4.毎 日、何時間かサー ビスを停止する

8.ネ ットワーク管理は、一般に次のような管理機能から構成されていますが、貴社の現状にあわせて考えてみた場合 、

各々の管理機能の重要性を5段 階で評価 して下 さい。

135

{1}障害管理 あまり重要でないト ト十H大 変重要である

(2)構成管理 トー

(3}性能管理 トー十一

〔4)機密管理 卜一寸→H

⑤ 会計管理 卜ーートー一十一→一一寸
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、m.貴 社 のネ ッ トワー ク管 理体制 にっ いて ご記入 下 さい

1.ネ ットワーク運用管理のための、専門の組織はあ りますか。

1.あ る

2.な い

(1)専 門の組織がある場合、以下の質問にお答え下さい。

① その人数は何人ですか 人

② その役割は何ですか。以下の中か らい くっで も結構ですので、Oを っけて下 さい。

1.外 部(ベ ンダー ・業者等)と の窓 口
2.ネ ットワーク監視(障 害監視 ・使用状況監視等)

3.ネ ットワーク制御(回 線ルー ト・装置の切 り替え等)

4.ネ ッ トワークに関す るパ ラメータ値の変更 ジェネ レーション等

5.障 害発生時の原因切 り分 け

6.ネ ッ トワーク構成要素(回 線 ・機器等)の 設置場所 ・数等に関する管理

7.課 金データ ・障害データ ・性能データ等の統計的な管理

{2)専 門の組織がない場合、その理 由は何ですか。最 も大 きな理由にOを 付けて下さい。

1.外 部に依頼 した方が コス ト的に有利
2.内 部に技術者がいない

3.特 別な組織 はないが、担当者は存在する

4.そ の他()

2.次 にあげる機器にっいては、主 と⊥Kど こで管理 していますか。

下の番号の中か ら1っ 選んで、表 に記入 して下 さい。

1

9
臼
nO
4

5

6

ネ ッ トワーク運用管理の専門部署
その他の情報処理部門
ユーザ部門

その他の部門(例.総 務部門)
メーカー ・ベ ンダー

メーカー ・ベ ンダー以外の専門業者

機 器. 管理部門 機 器 管理部門

ホ ス トコ ン ピュー タ 回線(デ ータ)

通信制御装置 回線(音 声)

パケッ ト交換機 構内回線

多重化装置 PAD

モデム LAN

PBX 端末制御装置

端末
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に 遍 いいた

1.障 害管理に関しては、以下のような機能が想定されています。

貴社の現状にあわせて考えてみた場合、各々の機能の重要性を5段階で評価して下さい。

135
あまり重要でない1-一 大変重要である

-

り
白

う
0

4

【
U

C
U

ネッ トワークの異常状態の監視機能

障害箇所の切 り分け機能

ネッ トワーク構成機器に対する試験 ・診断機能

障害原因の解析機能

代替装置 ・迂回回線等への切 り替え機能

障害履歴 の蓄積 ・検索 ・分折機能

トー十←H－一
十 一十一 十一「一 斗

ト ー十一十一 十「

2.貴 社のネ ットワー クにおける障害の現状にっいてお尋ね します。

(1}貴 社のネ ッ トワークでは,以 下のネ ットワーク構成要素に分けたばあい障害発生が多いのは何ですか?

多い物か ら3っ を選んでその番号をご記入下 さい。

1.2.3.

・ネッ トワーク構成要素の選択肢

① ホス トコンピュータ ② 通信制御装置 ③ パケ ット交換機 ④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線凧 含TDM付)⑥PBX⑦ 高速デジタル回線 ⑧ 回線(⑦ を除 く)

⑨ 構内回線 ⑩LAN⑪ 端末制御装置 ⑫ 端末 ⑬ その他()

② またその原因は主と して何ですか?

多い ものか ら3っ を選んでその番号をご記入下 さい。

1.2.3.

・選択肢

① ハー ドウェア ② ソフ トウェア ③ オペ レー ションミス ④ パラメータ等の定義 ミス

⑤ 付帯設備(電 源 空調)⑥ その他()
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3.貴 社のネットワークでは、障害の発生を主と してどのように検知 していますか?構 成要素 ごとにその

検知方法を選択肢の番号でご記入下さい。

構成要素 検知方法

ホ ス トコ ン ピュータ

通信制御装置

パケッ ト交換機

多重化装置

モデム

PBX

醜

構内回線

LAN

端末制御装置

端末

検知方法の選択肢

①

②

③

端末ユーザーか らの申告

障害監視装置等による検出

その他(回 答欄に具体的に記入 して下 さい)

4.貴 社ではネッ トワーク障害発生時 障害箇所判定のための一次 切り分けは主として誰が行 っていますか?

該当する番号 に○を付けて下さい。

① 端末ユーザーが行 う。

② ネ ットワーク運用者が行 う。

③ 回線提供事業者が行 う。

④ 端末ベ ンダが行 う。

⑤ 通信機器ベ ンダが行う。

⑥ ホス ト機器ベンダが行 う。

⑦ その他( )
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5.貴 社のネ ットワークの業務に与える影響を考えた場合、許 され る障害回復までの時間はどの程度ですか。

主要な業務についてお答え下さい。

(1)1分 以 内

(2}10分 以内

{3}1時 間以内

{4)数 時間以内

{5}1日 以内

6.貴 社で`以 下のネ ットワーク構成要素で障害監視システムおよび障害診断 システムを導入 して いますか?

ネ ットワーク構成要素 ごとに該当す る番号を指定 して下 さい。

構成要素 障害監視 システム 障害診断 システム

ホ ス トコン ピュー タ

通信制御装置

パケッ ト交換機

多重化装置

一

モデム

PBX

醐

構内回線

LAN

端末制御装置

端末

選択肢

①
②
③
④
⑤

ネットワーク全体の統合的管理システムで実施
機器専用の管理システムで実施
導入検討または計画中
必要だがまだ導入検討していない
導入の必要無し
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7.貴 社ではネッ.トワーク障害発生時 障害箇所判定のための一次切り分けはどの レベルまで可能ですか?該 当する

番号に○ を付けて下 さい。

現在 将来

① 障害箇所の一次きりわけが迅速 にで きない。

② ホス トシステム系 交換系,伝 送系 端末系 レベルで即時に切 り分 けがで きる。

③ 機器 レベルで即時に切 り分けがで きる。

④ 障害機器 または障害伝送路を即時に確定できる。

⑤ 障害の原因が即時に把握できる。

8.貴 社でネッ トワーク全体の統合的管理 システムを導入 している場合、その システム名を ご記入下 さい。

1.メ ー カ ー等の製 品

2.独 自で開 発

(製 品 名:, )

9.貴 社では以下のネットワーク構成要素の障害時バ ックアップはどのようして いますか?該 当する番号を

指定 して下 さい。

現在 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ッ ト交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線凧 含TDM付)

⑥PBX選 択肢

⑦ 回線(1}

⑧ 構内回線(2)

⑨LAN

⑩ 端末制御装置

⑪ 端末

バ ックアップは必要無 し

重要部分のみ二重化構造で,手 動切替え

(3)重 要部分のみ二重化構造で 障害自動検出自動切替え

(4}完 全二重化構造で,手 動切替え

{5}完 全二重化構造で 障害自動検出自動切替え

{6)そ の他()
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1α 貴社では以下のネ ットワーク構成要素の定期 点検 保守はどのようしていますか?選 択肢の中から最 も

近い ものの番号を記入 して下さい。(複 数指定可能)

現在 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ット交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナログ回線用.含TDM付)

⑥PBX

⑦ 回線

⑧ 構内回線

⑨LAN

⑩ 端末制御装置

⑪ 端末

選 択 肢

(11

(2>.

(3}.

保守契約無 し

昼間 月～金曜日保守契約

24時 間365日 保守契約

{41定 期点検保守契約

{5}リ モー ト点検診断

ll.貴 社では障害記録の保存 ・利用をどのように実施 していますか。

以下の中か ら最 も近いものに○ をっけて下さい。

1.特 に何 もしていない

2.障 害記録の保存を紙 ベースで保存 している

3.障 害記録を機械に入力 し、統計をとっている

4.障 害記録を機械に入力 し、統計をとると共に、障害発生時に原因分析のために利用 している

12.障 害管理に関 して要望事項 問題 点等 ございました らお聞かせ下 さい。
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V.に て1{tiい いた

1.貴 社 ネットワークで,下 記 ネットワーク構成要素の構成変更(追 加 ・変更 ・削除)は,何 時行いますか?該 当する

番号を指定 して下 さい。

現状 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ット交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線用,含TDM付)

⑥PBX

⑦ 回線 …… 選択肢

⑧ 構内回線 ① 毎月 ② 隔週 ③ 毎週

⑨LAN④ 毎 日 ⑤ 随時 ⑥ その他()

⑩ 端末制御装置

⑪ 端末

2貴 社ネットワークで,下 記ネッ トワーク構成要素の構成変更(追 加 ・変更 ・削除)は,

該当する番号を指定 して下 さい。

現状 将来

① ホス トコンピュータ

② 通信制御装置

③ パケ ット交換機

④ 多重化装置(デ ジタル回線用)

⑤ モデム(ア ナ ログ回線用.含TDM付)

PBX⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

醜

構内回線

LAN

端末制御装置

端末

どのようにして行いますか?

… 選択肢

① システムの全体を停止 して行 う。

② システムの一部を停止 して行 う。

③ 該当装置の全体を停止 して行 う。

④ 該当装置の一部を停止 して行 う。

⑤ 通常の運用状態で行 う。
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3.ネ ットワーク管理においてネッ トワークを構成 している機器の設置状況や設置状態等を管理す ることが必要ですが、

貴社のネッ トワーク運用上構成情報と して管理 しているものは何ですか?

以下の記号を記 して下 さい。 例

:台 帳等で管理 しているものは、ム デ一夕ベース化 しているものは、O

・さらに将来データベース化 したい ものには、◎を該当欄に記入 して下 さい。

設置場所/住所 △ ◎

端 末 端末制御
装置

LAN 回 線 モデム センター

機器

その他構成
管理情報

現状 糠 現状 将来 現状 将来 現状 将来 現状 糠 現状 将来 現状 将来

1.設 置場所

/住 所

2.担 当者

/連 絡先

3.メ ーか ・提 供者

/連 絡 先

4.機 種/ナ ン'ト等

5.ソ フ ト名称 等

6.契 約情報

7.ア ドレス等

」8
.回 線種捌

9.伝 送経路

10.接 続端末

/シ ステム

11.接 続 回線

1a保 守

/作 業 日時

1a休 日計画等

14.変 更

/障 害履歴

15そ の他

()

16.
()

17.
()

18、

()
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'に 、
百いい こ

全社ネッ トワークの観点か ら、以下の質問にお答え下 さい。
L貴 社において性能管理をお こなっている対象機器にっいて下記の該当欄にOを 記入 して下 さい。

また今後性能管理の対象にしたいものは対象機器にOを 記 入して下 さい。

該当す る項 目がない場合 は⑫以降に記入願います。

(複数回答可)

管理方法 収 集 手 段 収集 タイ ミング 収集箇所

実績
鯉

設計値
鯉

メ ーカ

ツ ール

ユ ー ザ

ツー ル

鯉
システム

その他 常
時

定
期

随
時

都
度

センター 設置
場所

その他

① ホ ス トコ ン ピュー タ

②通信制御装置

③ ぐケッ ト交換

④多重化装置

⑤モデム

⑥PBX

⑦回線

⑧構内回線

⑨LAN

⑩端末制御装置

⑪端末

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳
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2.貴 社において性能管理をおこな う対象項 目にっいて該当欄に○を記入 して下さい。

(⑲以降は記載事項外の項目を記入 して下 さい。)

(複数回答可)

管理方法 収 集 手 段 収集タイ ミング 収集箇所

実績
鯉

設計値
管理

メ ーカ

ツ ール

ユー ザ

ツ ール

鯉
システム

その他 常
時

定
期

随
時

都
度

センター 設置
場所

その他

① トラフィック量

② レスポ ンス

③再送回数

④ リ トライ回数

⑤呼損率

⑥送受信レベル

⑦ゲインヒット

⑧ ドロップアウ ト

⑨S/N比

⑩周波数オフセ ット量

⑪VT酬 等のIN/OUT

⑫回線使用率

⑬CPU使 用率

⑭ メモ リー使用率

⑮ ファイル使用量

⑯PKn施 ファ使用率

⑰ システ胡 ソース使用 率

⑱回線接続時間

⑲

⑳

⑳

⑳
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3.貴 社の性能管理で収集 したデータや解析 した結果などはどのよ うに活用されていますか?

また今後 どのように したいですか。該 当する番号に○ を付けて下 さい。

現在 将来

(1)シ ステム/設 備の増設等の計画に活用 して いる。

(2)シ ステムのコン トロールに利用 している。(手 動/自 動)

{3}新 規開発計画に反映する。

{4)障 害解析のデータと して利用 している。

⑤ その他

4.性 能管理 に関 して要望JgfE問 題点等ございま した らお聞かせ下さい。
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駅 につ い 品 いいた

1.貴 社のネッ トワークの機密管理 は、との ような方法で行 っていますか?ま た、将来的にはどのような方法で

行いたいと思 っていますか?該 当する番号 にOを 付けて下さい。(複 数回答可)

現在 糠
(1)伝 送 路 の 暗号 化

(2}パ スワ ー・ドの 利用

{3}IDカ ー ドの 利用

(4)端 末IDの 利 用

㈲ コー ルバ ック ・シス テムの導 入

(6)そ の 他( )

2.暗 号化を採用 されている方にお尋ね します。

(1)暗 号化の対象となっているものは何ですか?該 当する番号にOを 付けて下さい。

(複数回答可)

① 回線データ

② ファイル

③ その他( )

(2)暗 号鍵の改訂の時期及び配布の方法はどのように行っていますか?

該当す る番号にOを 付けて下 さい。

〈改訂の時期〉

① 期限付又は定期的に改訂する

② 不定期に改訂する

③ 都度改訂する

④ 改訂しない

⑤ その他( )

〈配布の方法〉

① オンライ ンで配布する

② その他( )

3.暗 号化を採用していない方にお尋ねします。暗号化を採用していない理由は何ですか?

該当する番号に○を付けて下さい。

① 暗号化に時間がかかり伝送速度が遅くなるから

② 暗号化用の機器にコストがかかるから

③ 暗号化の必要はない

④ その他()
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4.パ スワー,ドを採用 されている方にお尋ねします。

(1)パ スワー ドのチェックは、どこで行 っていますか?該 当す る番号に○ を付 けて下さい。(複 数回答可)

① 端末

② ネッ トワーク

③ ホス トコンピュータ

④ アプ リケーション・プログラムの入口

⑤ アプ リケーシ ョン・プログラム内

⑥ その他()

{2)パ スワー ドの改訂の時期及び管理の方法はどの ように行 っていますか?

該当する番号にOを 付けて下 さい。

〈改訂の時期〉

① 期限付又は定期的に改訂する

② 不定期に改訂する

③ 都度改訂する

④ 改訂しない

⑤ その他( )

〈管理の方法〉

① 個人で管理

② 管理勧{管理

③ 自動管理

④ その他( )

5.機 密管理に関 して要望事項 問題 点等 ございました らお聞かせ下さい。
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1皿 会計管理にっいてお伺いいたしますn

1.会 計情報の収集の最小単位は、どの レベルですか?ま た、将来的にはどの レベルまで行いたいと思いますか?

該当す る番号に○を付けて下さい。

現在 将来
ー

ウ
白

り
0

イ
惰

民
】

C
U

会計情報は収集 していない。

事業所 レベルで収集 している。

部 または課 レベルで収集 している。

端末ごとに収集 している。

その他()

その他()

2.会 計情報を収集 している場合、その取得箇所はどこですか?該 当する番号にOを 付けて下さい。

また、収集 しているデータとして は、どのような ものがありますか?該 当項 目にOを 付けて下さい。

(複数回答可)

ω ホス トコンピュータ(①

④

② ネ ットワーク(①

④

{3)そ の他(

CPU時 間 ② メモ リー占有量 ③ファイルの1/0回 数

その他(

接続時間

その他(

② パケ ット量 ③ 使用スピー ド

))

)

)

)

{4)そ の他 ( )

3.貴 社では、ネ ットワークの会計情報を もとにどの単位で課金をしていますか?

該当す る番号に○を付けて下 さい。

ω 課金は していない。

{2}事 務所 レベルで課金して いる。

{3}部 または課 レベルで課金 している。

(4}端 末 ごとに課金 している。

㈲ その他(
『
(6}そ の他(

)

)
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4.貴 社のネッ トワーク課金 システムは、どのよ うな方法で課金データを収集 していますか?

該当す る番号に○ を付けて下 さい。

{1}磁 気 テープで収 集

(2}オ ンラインで収集

③ 帳表で収集

{4}そ の他( )

5.会 計情報 は、課金に使用するほか、どのようなことに利用 していますか?

該当する番号にOを 付けて下さい。

{1}シ ステム/設 備の増設等の計画策定に利用 している。

(2}そ の他( )

6.会 計管理に関 して要望事項 問題 点等 ございました らお聞かせ下 さい。

D(貴 社のネッ トワーク管理に関 して現在お困りの事、今後の課題等 ございま したらなんで もお書 き下 さい。
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X.OSIで 検討 している 「OSIネ ットワーク管理」にっいて、お答え下さい

i現 在、OSIの 検討の一項目として 「ネ ットワーク管理Jが あるのは御存知ですか。

① 知 っている

② 知 らない

2「 知 っている」場合、 「OSIネ ッ トワーク管理」に対するご意見に最 も近いものに○をつけて下 さい。

① 大変期待 している(数 年後 にOSIを 利用 したネッ トワー ク管理 システムが実現する)

② 近 い将来はユーザ にとって大 きなメ リットは無いが、将来的には期待 している

③ あまり期待 していない

3「 あまり期待 して いない」と答えた場合、その理 由は何ですか。

① 各ベ ンダーでOSI準 拠の製品が主流 となると思えない

② 現有の機器に対 して まで、OSI準 拠に変更することは考えられない

③ 将来的にも単一アーキテクチャを基本 としているので、そのアーキテクチャに特化 した

ネ ットワーク管理 システムを考えている

④ その他

以上で本ア ンケー トに関する質問事項は終 りです。

ご協力あ りが とうございま した。
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